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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　父親と母親の小指を結ぶ赤い糸が、ずっと気になっていた。

　だから、家族全員がそろう土曜日の晩ご飯の時に、思い切って言ってみることにした。

「あのね、ここ……パパとママの赤ちゃん指にね、赤い糸があるの。二人の糸が、つながってて……なんで？」

　そう言いながら、左右の手で両親の小指を握にぎった結ゆい仁とに、五つ年上の姉は「なに言ってんの、結仁。そんなのないよー」と首を傾かしげる。

　でも、両親は無言で顔を見合わせて……ふわりと笑った。

「赤い糸は、ちょうちょ結びになってるのかな？」

　父親に尋たずねられた結仁は、握っていた二人の指から手を離はなしてジッと見下ろす。

　ちょうちょの結び方がどんなものかは、知っている。でも、これは違ちがう。引っ張っても解ほどけない結び方だけれど、どう呼ぶものかはわからない。

「んー……ん。違う。もっと、ギュッて。ちょうちょじゃないみたい。解けない結び方だよ」

　悩なやみながら答えた結仁に、母親は頰ほおをほんのりと桃もも色いろに染めて笑った。

「あら。嬉うれしい。ふふ……結仁は、よく見える目を持っているのね。パパのおじいちゃんが、同じように見える人だったみたい」

「パパのおじいちゃんも？　赤い糸が見えたの？」

　父方の祖父は、結仁が生まれる少し前に亡なくなったと聞いている。

　直接逢あったことは一度もないけれど、両親も親しん戚せきのおじさんやおばさんも、「結仁はおじい様によく似ている」と口を揃そろえて言うものだから、不思議なくらい親近感がある。

「そうだよ。結仁と同じように、生まれた時に手の中に赤い糸を握っていて……人の縁えんを、ピタリと言い当てた。子供の頃ころから、縁結びの生き神様だって言われていたらしい」

　父親はそう言いながら、結仁の手のひらを開かせて上に向ける。

　生まれた時に、赤い糸を握っていた。

　そう聞かされているけれど、今の自分の手を凝ぎよう視ししても赤い糸は見えない。視線を移した両親の小指の間には、やはり赤い糸が結ばれている。

　そろりと指を伸のばして触ふれてみると、ピンと張った糸に弾はじき返されるみたいで不思議な感かん触しよくだった。

「ママもパパも、結仁も……変なの。愛まな美みには見えないよ？」

　結仁と両親のやり取りを、黙だまって見ていた姉は「変」と言うけれど、結仁の目には本当に赤い糸が見えているのだ。

　結仁は、こうして見たり触さわったりできるのに……他ほかの人には見えない？　それに、父親が仕事に行っている時は遠くに離れているのに、切れないのが不思議だ。

「ママ、僕は変？」

　不安になった結仁が尋ねると、母親は結仁と姉の両方に向かって首を横に振ふった。

「変じゃないわ。見えない愛美も、変じゃないのよ。結仁が、少しだけ愛美よりもよく見える目をしているだけ。……結仁は、赤い糸がいつも見えてるの？　触ることもできる？」

「ううん。いつもじゃなくて、ママとパパの手に触ったら、見えるの。赤い糸は、触ってギュッて引っ張っても切れないから……不思議」

　首を傾げて不思議だと語った結仁に、母親は少しなにかを考えていたみたいだけれど……小さく息をついて口を開いた。

「結仁。誰だれかの糸が見えても、見えたことを言っちゃダメよ。それに、触れるからって結び目を解かないでね。逆に、解けそうになっていても結仁が結び直しちゃダメ。ママとの約束。わかった？」

「……わかった」

　赤い糸が見えても、口に出してはいけない。見えて、触れても……結んだり解いたりしてはいけない。

　母親に真しん剣けんな目でそう言い聞かされて、コクンとうなずく。

　赤い糸が見えるのは、いいことなのか……悪いことなのか。それを聞こうとして、両親の顔を見上げる。

「結仁は、あなたの家系のご先祖様の力が、強く出たのね」

「そのようだな。僕は、愛あい甲こうの直系男子の中でもあまり力が強くなくて、きちんと見えたことがないから……。君に初めて逢った時、ほんの一いつ瞬しゆん見えただけだな。運命ってこのことかと、感動したね」

「まぁ……ふふ。赤い糸が見えたなんて、私は冗じよう談だんかと思ったわ。ご挨あい拶さつに伺うかがった時に、おじい様が『間違いなく赤い糸で結ばれている』なんて真顔で仰おつしやるものだから、おじい様も一いつ緒しよになってからかっているのかと……」

　言葉を交かわした両親が、顔を見合わせて幸せそうに笑っていたから……悪いことではないのかな、と頰を緩ゆるませた。

　両親が、あんなふうに嬉しそうに笑う『赤い糸』。結仁にも、赤い糸で結ばれている相手がこの世界のどこかに存在するのだろうか。

　いつか……この指にも、赤い糸が見える？

　今はなにもない左手の小指を顔の前に翳かざして、ジッと見み詰つめる。

「見える？　結仁」

「ううん。見えないなぁ」

　隣となりから結仁の手を覗のぞき込んできた姉に答えた声は小さなものだったけれど、テーブルの向こう側にいる両親にまで聞こえたらしい。

　笑えみを深くした母親が、こちらに顔を向けて結仁の手をギュッと握る。

「今は、まだ見えないかもしれないね。でも、結仁と赤い糸で結ばれた人も、どこかにいて……いつか逢えるわ。愛美にも、赤い糸で結ばれた人がいるわよ」

「ふーん、結仁には私のも見えるかなー？」

「見えるかな？」

　姉と顔を見合わせた結仁から、母親が手を離す。どうかなぁ？　と言い合う姉と結仁に、「見えるかもしれないわね」と口にした母親は、笑みを少しだけ淋さみしそうなものに変えてポツリとつぶやいた。

「……自分の運命の相手が見えるのは、幸せなことかしら」

「それは……結仁次し第だいだろう。いい男になれよ」

　ふっと笑った父親に、大きな手で頭を撫なでられた。

　母親の少し淋しそうな笑みの意味がわからない結仁は、無む邪じや気きに笑ってうなずく。

「なる！」

　迷わず宣言すると、父親が嬉しそうに「いい返事だ」と褒ほめてくれた。

　そうして褒められたことが嬉しくて、もう一度、さっきより大きくうなずいた。

　頑がん張ばって、いい男になる。

　でも、どうすれば『いい男』になれるのだろう？

　今の結仁にはまだわからないけれど、いつか逢える……赤い糸で結ばれた人のために『いい男になる』と、左手をギュッと握り締しめて誓ちかった。










《一》







　大学構内のメインストリートを抜ぬけると、食堂やコンビニエンスストアの入るコンクリート造りの棟むねがあり、建物脇わきの木立に囲まれるようにしてガーデンテーブルが並ぶ広場がある。広場の隅すみには様々なメーカーの自じ動どう販はん売ばい機きが設置されていて、天気のいい日中は多くの学生や講師がテーブルとセットになっているイスに腰こし掛かけて休きゆう憩けいしている。

　自動販売機やコンビニエンスストアで購こう入にゆうした物を飲食している賑にぎやかなグループがあったり、広場にワゴンタイプの販はん売ばいスペースを設けているベーカリーのパンやカフェのドリンクを、一人でゆったりと楽しんだりしている学生もいる。

　その広場の一角にある、赤い庇ひさしのこぢんまりとしたカフェのワゴンが、火曜日から木曜日の週に三日、十一時から十六時までの五時間を過ごす結仁の職場だ。

「十一時の開店には……ちょっと遅ち刻こくかな」

　腕うで時ど計けいに視線を落として早足で広場を横切りながら、ポケットを探さぐって鍵かぎを取り出した。

　本店であるカフェ店てん舗ぽでの準備に少し手間取った上に、電車が遅ち延えんしてしまったことが大きい。広場に駐ちゆう車しやしているワゴンは、大学からの許可を得た敷しき地ち内であるのをいいことに、月曜から金曜までの平日は停とめたままだ。

　大学が休みの土日は放置できないし、他のイベント会場などに出店する予定のある時には移動させるが、運うん転てん免めん許きよ証しようを所持していない結仁では動かせない。なので、月曜日に結仁とは別のスタッフが運転してきて、金曜日に片づけをしてワゴンごと撤てつ収しゆうする。それ以外の三日が、結仁の担当なのだ。

　ワゴンのハッチ部分の鍵を開けると、頭をぶつけないよう背を屈かがめて乗り込む。

　本店であるカフェは少し離はなれたところに居を構えており、支店として数年前からこの大学にワゴンカフェを出店している。結仁はワゴンカフェへの出勤前に本店に立ち寄り、その日に必要な材料をバッグに纏まとめてここに持ち込む。

　狭せまいながらも必要な機能が集約されたワゴンカフェは、年度初めの四月、約半年前から通っている結仁にとってすっかり慣れた空間だ。

「よいしょ、っと。快晴でなにより」

　窓部分を開いて販売窓口であるカウンターを設置すると、手早く開店準備を進めた。

　本店から持参したコーヒー豆をエスプレッソマシンにセットして、小型冷蔵庫にミルクのパックを入れる。

　キャラメルやチョコレート等のフレーバーシロップは、まだストックがあることがわかっていたので、今日の出勤は身軽だった。

　カウンターに置いた籠かごに、これもカフェ本店から持参した焼き菓が子しのパッケージを並べていると、通りかかった誰だれかが足を止めるのがわかった。

「結仁さーん、もういい？」

　カウンターの前に立っているのは、常連の女子学生だ。毎回開店直後に寄ってくれるので、すっかり顔かお馴な染じみになっている。

　二十一歳になったばかりの結仁は、大学に通う彼女たちと同年代ということもあってか、気さくに話しかけられることが多い。

「あ、はい。いいよ。ご注文は？」

「キャラメルマキアート！」

「了りよう解かいです。ちょっと待ってね」

　ワゴンに設置されているエスプレッソマシンを操作して、手早くオーダーされたドリンクを作る。仕上げにキャラメルシロップをかけて耐たい熱ねつ性の紙カップの蓋ふたを嵌はめていると、彼女がカウンターの籠にあるクッキーを指差した。

「クッキーも一つください。……でね、おまじないをかけてほしいの」

　恥はずかしそうに声を潜ひそめて、コソッとつけ足された一言に、結仁は仄ほのかな笑みを浮うかべてうなずいた。

　キャラメルマキアートのカップをカウンターに置いて、籠から透とう明めいビニールでパッケージしてある大きなクッキーを手に取る。

　女性の手のひらほどもあるアメリカンスタイルのクッキーやマフィンなどの焼き菓子は、すべて結仁の手作りだ。

　高校卒業後に通った製菓専門学校では生ケーキも習ったけれど、結仁は焼き菓子のほうが得意で、カフェ本店でもほとんどの焼き菓子を結仁が担当している。

「じゃあ……恋こいが叶かなうように、おまじないをかけるね」

　両手でクッキーを挟はさみ、瞼まぶたを閉じて手のひらに意識を集中させる。イメージするのは、情熱的な赤いハート形だ。

　体温がじわりと手のひらに集まり、パッケージ越ごしにクッキーにほんのりとした熱が伝わったことを確かく認にんして、目を開けた。

「これでＯＫ。気休めだけどね」

　女子学生に手て渡わたすと、嬉うれしそうに受け取って首を左右に振ふった。ゆるくカールした栗くり色いろの髪かみが揺ゆれ、恋する女の子は可愛かわいいなぁと唇くちびるを綻ほころばせる。

「ううん、結仁さんがおまじないをかけてくれたクッキー、女の子たちのあいだで恋クッキーって呼ばれてるんだよ。気になる男の子と半分こして食べながら告白したら、成功する確率が九割以上とか！」

　弾はずむ声でそう言いながら、五百円玉を財さい布ふから出してトレイに置く。ドリンクが三百円で、クッキーが百円だ。

「はは……九割は大おお袈げ裟さでしょ。でも、うまくいけばいいね。五百円、お預かりで……百円のお釣つりです」

　苦く笑しようした結仁は、お釣りの百円玉を彼女の手のひらに載のせて笑いかけた。

　大きくうなずいて両手に紙カップとクッキーを持った彼女が踵きびすを返し、少し離れたところで待っていた友人らしい女子学生のところに小走りで向かった。

　その背中を見送った結仁は、途と中ちゆうだった開店準備の続きに取りかかる。

「恋クッキーかぁ。まぁ、クッキーを半分こして食べられるくらいに仲がいいなら、その時点でかなり脈ありってことだもんな」

　結仁が『おまじない』をかけなくても、成功率は高そうだと思う。

　クッキーを両手で挟み込んだ結仁が、彼女たちの恋が上手うまくいくように念じていることは確かだけれど、どれくらいサポートになっているのかは不明だ。

　ただ、『仲のいい友達』から一歩踏ふみ出す勇気を奮い立たせる、後押しにはなるのかもしれない。

「縁えん結むすびの力なんて……実感しようがないもんな」

　自分の手を見下ろしても、特段変わったところのないものだ。

　ピンク色のオーラを放っているわけでもなければ、生まれた時に握にぎっていたという赤い糸が今もあるわけでもない。

　触ふれた相手の小指に赤い糸が見えても、自分のものが見えたことは一度もないのだ。

　どうも自分は少しばかり目立つ容姿をしているらしく、幼少時から周囲の大人たち……特に女性には、「女の子かと思ったわ。綺き麗れいな顔ね」とか「大きくなったらモテるわよ」とか言われてきた。

　五つ上の姉から、徹てつ底ていして「女の子には優やさしく」等、女性に対する振る舞まい方を教え込まれたおかげか異性への物もの腰ごしが柔やわらかいのも、常に女性に囲まれていると言われる要因だろう。

　結仁自身は、意識して女性だけに優しくしているつもりはないが、こうして接客業に就つくのには役立っている。

　異性受けすることで同性からの反感を無用に買ってしまい、少しばかり面めん倒どうな言いがかりをつけられることは中高生の頃ころにはあったけれど、プラス面とマイナス面を天てん秤びんにかければプラス面が勝っているとは思う。

　そうして、端はたからは『選より取り見取りの入れ食い状態』に見えるらしい結仁が、実は恋人がいない歴と年ねん齢れいがイコールだなどと……告白したところで、誰も信じてくれないはずだ。

　もしかしたら、自分には赤い糸で結ばれた相手など存在しないのではないかとさえ、疑っている。

「ま、いいか。彼女たちが恋の手助けになるクッキーだと思ってくれているなら、『おまじない』くらい、いくらでもしてあげよう」

　ふ……と唇に微び笑しようを浮かべて、見下ろしていた手のひらから視線を逸そらすと、フレーバーシロップのボトルをカウンターに並べた。

　間もなくお昼休みだ。

　食後のデザートとして甘いドリンクを購こう入にゆうしてくれる学生や、ランチ代わりに大きなマフィンを買って行ってくれる学生もいる。

　これからしばらくは入れ代わり立ち代わりお客さんが立ち寄ってくれるので、のんびりとしていられない。

「さて。今日は完売してくれるかな」

　カウンターの籠に並べた、透明ビニールに包まれているクッキーやマフィンを眺ながめて、一つでも持ち帰りが少なくて済みますように……と、こっそり手を合わせた。










　販はん売ばいワゴンのすぐ傍そばにあるテーブルで、馴染みの女子学生と向かい合って座る。客が近づけばすぐに対応できるよう、視界の隅すみにワゴン車を捉とらえながら「うんうん」と彼女の話に相あい槌づちを打った。

「でねっ、デート中に彼の友達にバッタリ逢あって、おまえの彼女可愛いなってその人が言ったら、なんて答えたと思う？」

「えっと……可愛いだろ。羨うらやましいか……とか？」

　無難な答えを口にすると、彼女は両の拳こぶしでテーブルを叩たたき、「ハズレですぅ！」と唇を尖とがらせた。

「なに言ってんだ、おまえ目ぇ悪いんじゃないの？　ですって！　信じらんないでしょ。こんな彼氏、結仁さんはどう思う？」

　同性として、どんな心理が働いての発言か……答え合わせを求められているのか、彼女の憤いきどおりに同調しての慰なぐさめを求められているのか。

　言葉を切った彼女は、期待を込めた目でこちらをジッと見ている。

　これは、答え合わせと慰めと、どちらもこなさなければならないようだ。

　結仁は、どう答えるべきか悩なやみ……苦笑しつつ口を開いた。

「んー……単純に考えれば、照れてるんだよ。女の子たちが思うより、男ってヤツは、変なところでデリケートっていうか……照れ屋だから。今の時代でも、人前でうまく彼女を褒ほめられない男もいるんだよね」

　だから、許してやってよ……と、さり気なく彼氏の擁よう護ごも織り込む。

　結仁が一いつ緒しよになって彼氏の不ふ甲が斐いなさを責めなかったせいか、彼女は少し不満そうに質問を重ねてきた。

「結仁さんが同じ場面に立たされたら、どうする？　たとえば私と一緒にいる時に、友達に可愛い子と一緒だな……って、からかわれたら？」

「おれは……否定はしないな。本人にも、可愛いねって面と向かって言うし。実際に、女の子はみんな可愛いしね。奈な菜なちゃんも、可愛いって思うよ……っと、おれがこんなことを言ったら、彼氏に怒おこられるか」

　あはは、と笑って会話にエンドマークを打とうとした。

　けれど、奈菜はテーブルに身を乗り出すようにして話し続ける。

「えー、ホントにぃ？　もう私、あんな無神経な男はやめて、結仁さんに乗り換かえちゃおうっかな」

　あー……コッチに展開するか、と内心眉まゆを顰ひそめる。

　女の子との会話は嫌きらいではないが、コレが苦手なのだ。

　話を聞いているだけなら可愛いと思えるけれど、色いろ恋こい沙ざ汰たに巻き込もうとするのは、勘かん弁べんしてほしい。

　だいたいその『乗り換えちゃおうっかな』も、場のノリで発言しただけで本気ではないはずだ。無難に逸らすには……。

「んーん、それはどうかな。おれは、一人の女の子だけを大事にできないかもね。みんなに、優しくしたくなっちゃうから。それでもいい？」

「結仁さんが優しいのは、知ってる。だから、こうして私の話も聞いてくれるんだけど……もし彼氏だったら、不安で堪たまらなくなる……かも？」

「だから、不器用でも奈菜ちゃんだけを好きな彼氏と仲良くね。他ほかの女の子にいい顔をしない、男前だと思うよ」

「……うん」

　ぷりぷりと怒っていた奈菜は、結仁の言葉に口を噤つぐんで……コクンとうなずいた。どうやら、溜ため込んでいた愚ぐ痴ちを発散して落ち着いたらしい。

　文句を言いながらも、彼氏と奈菜の仲がいいことは結仁も知っている。同じ大学に在ざい籍せきしている彼と、連れ立ってドリンクを買いに来ることもあるのだ。

　その度たびに、奈菜と親しげに会話を交かわす結仁を、彼氏がさり気なく睨にらんで牽けん制せいしてくるということには……当の奈菜は、気づいていないらしい。

　自分に向けられそうだった矛ほこ先さきを巧うまく引っ込めさせることができて、ホッとした。

　どうやら結仁は警けい戒かい心を抱いだかせないというか、異性の割に話しやすいらしくて、こうして女子学生に恋れん愛あい相談を持ちかけられることは少なくない。

　いつも、慣れたようにアドバイスをしている結仁が、実は恋愛経験ゼロだと吐と露ろしても……冗じよう談だんばかり言って、と笑い飛ばされるに違ちがいない。

　ふっと息をついたと同時に、ワゴンへ近づいてくる人ひと影かげが視界の端に映る。

「あっ、お客さんかも。ごめん、奈菜ちゃん」

　慌あわててイスから立ち上がった結仁に、奈菜は先ほどまでの拗すねた空気を消したスッキリとした笑えみを向けて、手を振ふる。

「ううん。話を聞いてくれて、ありがとう」

　手を振り返してテーブルを離はなれた結仁は、乗り換える……などと言いつつ、やはり本気ではなかったのだなと唇くちびるに微笑を浮うかべた。

　そうして結仁がワゴン車内に乗り込もうとしたのと同時に、肩かたからショルダーバッグを下げた長身がカウンターの前で足を止める。

　怪け訝げんな様子で結仁に顔を向け、チラリと一いつ瞬しゆんだけテーブル席にいる奈菜に視線を移して、ほんの少し眉み間けんに皺しわを寄せた。

　職場放ほう棄きをして、女性と遊んでいた……そんなふうに思われてしまっただろうか。

　仕事中に持ち場を離れて雑談していたのは事実なので、気まずい思いで愛あい想そ笑いを向けた。

「い、いらっしゃいませ。すみません。少しお待ちください」

「……ああ」

　笑いかけた結仁につられて、僅わずかながらも表情を緩ゆるませることのない気難しそうな男性は、常連客の一人だ。

　少なくとも、結仁が担当している火曜から木曜までの三日間は、昼休みが終わりかけた十三時前後に欠かさず立ち寄ってくれる。

　清潔感のある黒くろ髪かみは整せい髪はつ料などで不自然に固められることなくきちんと整えられ、暑い時季でも長なが袖そでのシャツを着ている。秋が深くなった今は、白いシャツに薄うす手での黒いトレンチコートを重ねている。

　学生とは異なる落ち着いた佇たたずまいで、カウンターに立った時の棚たなの位置から百七十三センチの結仁より十センチ以上も背の高い長身だ。年ねん齢れいは、きっと三十歳前後。聴ちよう講こう生や出入りの業者、職員といった感じでもないので、教える側なのだろうと……本人に不ぶ躾しつけに聞ける雰ふん囲い気きではなく、勝手に想像していた。

　そんな結仁の疑問が解けるには、さほど時間がかからなかった。

　ここで働き出してすぐ、半月も経たつ頃ころには、噂うわさ好きの女子学生から予想していた通りに講師なのだと聞いた。

　専せん攻こうは、高校卒業後は製せい菓かの専門学校に進学した結仁には、どんな学問なのか想像さえつかない『地球物理学』というものらしい。

　優ゆう秀しゆうさは際きわ立だっていて、実は司法試験を通っていて弁護士資格を持っているだとか、工科大学に入り直す前に一度医学部を卒業しているが臨りん床しよう医いではなく研究職を選び、医師国家試験は受けていないだとか……どこまで本当かわからない話も耳にした。

　凜りんとした硬こう質しつな雰囲気は近寄りがたい空気も感じさせるが、女子学生に人気がありそうな、同性から見てもいい男だと思う。けれど冗談のような堅かた物ぶつで、講義に関する質問以外の雑談には一いつ切さい応じないそうだ。

　我われこそはと果か敢かんにアプローチした女子学生は、例外なく強固なバリアーに弾はじかれて挫ざ折せつするのだと語る女の子は……完全に事態を面おも白しろがっているなと、結仁は苦く笑しようを浮かべながら話を聞いた。

　和わ智ち博ひろ尊たかと、彼の名前まで本人以外のところから耳に入れて知っている。

　急いでワゴンに乗り込んだ結仁は、念入りに手を洗ってから、カウンター越ごしに和智へと向き直る。

「お待たせしてすみません。ご注文、お伺うかがいします」

「カフェラテをホットで」

「畏かしこまりました」

　ホットのカフェラテ。和智の口から出るのは、毎回同じオーダーだ。

　カレンダーは、間もなく十一月に変わる。風に肌はだ寒ざむさを感じる今では、ホットドリンクをオーダーする人が多くなったけれど、この人は真夏でも頑がん固こなまでに「カフェラテをホットで」とオーダーし続けていた。

　ホットカフェラテのカップを手にして、雨の日以外はテラス席の隅すみのテーブルに着く。そこで、分厚い本を広げたり書類にペンを走らせたり……午後一番の講義は入っていないのか、ゆっくりと時間をかけてカフェラテを飲み、十四時前にイスから立ち上がるのだ。

　自分が持ち場を離れたことで待たせてしまったのだから、これ以上余計な時間をかけてはいけない。

　手早くエスプレッソマシンを操作して耐たい熱ねつの紙カップにカフェラテを注ぎ、蓋ふたを嵌はめてカウンターに置きながらお決まりの言葉を口にする。

「お砂糖、必要でしたらお好きにお持ちになってください」

　スティックシュガーとプラスチックのマドラーをセットにして、カウンターの木製スタンドに立ててある。

　結仁の言葉に、和智が毎回コインケースに目を落としたまま首を横に振るのは、わかっていたが……。

「不要だ。……これで」

「はい。五十円、お返しします」

　百円玉を三枚トレイに置くのを確かく認にんして、お釣つりの五十円玉を取り出す。和智の左の手のひらに五十円玉を載のせると、指先がほんの少し触ふれた。

　……無意識に見み遣やった小指には、赤い糸が……どこに延びるでもなく、彼自身の小指に巻きついている。

　彼の結ばれるべき相手には、まだ出で逢あっていないのかもしれない。もしくは、想おもいが通じ合っていないか……。

　和智の手が紙カップを摑つかみ、ハッとまばたきをする。和智の運命を盗ぬすみ見してしまった気まずさに、慌てて視線を外した。

「ありがとうございました。またお越こしください」

　気まずさを誤ご魔ま化かしたくて、深く頭を下げる。

　いつもなら、望まれない限り他人の赤い糸を覗のぞき見しようなどと思わないのに、今日に限って目を向けてしまった。

　下げていた頭を起こしかけたところで、焼き菓が子しを並べている籠かごが視界に入る。

「あっ、あの……！」

「なんだ」

　踵きびすを返して二、三歩離れかけていた和智の背中に声をかけると、怪訝そうに振り返った。

　小さな呼びかけなど聞こえなかったふりをして、そのまま歩いて行ってしまうかもしれないと思っていたのに……。

　結仁は、無視して立ち去られなかったことに半分ホッとし、予想外のことに半分慌て……籠から大きなクッキーを一つ手に取った。

「これ、よろしければお茶ちや請うけにどうぞ。お待たせした、お詫わびです。おれが作っているものなので、お口に合うかどうかわかりませんけど……甘いものが嫌きらいでなければ、もらってやってください」

　待たせてしまったことに対する謝罪に加え、和智自身の与あずかり知らないところで赤い糸を盗み見してしまった詫びを、ささやかなクッキーに託たくして……そんな自己満足で、罪悪感を軽くしようとする自分はズルい。

　当然のことながら、和智は結仁の複雑な心情など知る由よしもない。中ちゆう途と半はん端ぱに捻ひねっていた身体からだを完全にこちらに向けて、大おお股またで戻もどってきた。

「……ああ、では百円を」

　結仁が差し出したクッキーを受け取った和智は、トレンチコートのポケットに仕し舞まっていたコインケースを取り出そうとした。

「いえっ！　売りつけようとしたんじゃなくて。お詫びにもらってください、ってこちらがお願いしてるんです」

　焦あせって押し止とどめると、和智は困こん惑わくしたような顔で動きを止め……チラリと視線を上げて、結仁と目を合わせる。

「そんなに簡単に大おお判ばん振ぶる舞いするな。商売下手だな」

　真顔の和智に、落ち着いた静かな口調で窘たしなめられる。結仁の懐ふところ事情を気き遣づかってくれる言葉に、「いいえっ」と頭を左右に振る。　>>>♥

　すっかり顔かお馴な染じみになっていながら、これほど多く和智と言葉を交かわしたのは初めてだ。

　端たん整せいな容よう貌ぼうと全身に纏まとう硬質な空気から、勝手に冷れい淡たんそうだというイメージを抱いだいて常に緊きん張ちようしていたのだが、どう言えばいいか……思っていたより普ふ通つうに話してくれて、変な気負いが少しだけ抜ぬける。

「大判振る舞いって言うほどのものじゃ、ないですから。たったの、クッキー一枚ですし。押しつけたみたいで、かえってすみません……」

　思いつきを行動に移したことを反省していると、和智が右手に持ったクッキーを手の中に握にぎり込んだ。

「糖分は脳にとって、重要なエネルギーだ。ありがたくいただこう」

　そう言って、ほんの少し……本当にわずかながら、笑えみを浮うかべ……た？

　笑ったと言い切れるかどうか悩なやましいくらいの微かすかな表情の変化に、トクンと心臓が大きく脈打つ。奇き妙みような動どう悸きは、とてつもなく貴重なものを目にしてしまったが故ゆえの昂こう揚ようだろう。

「女子学生と雑談するのも客商売の一いつ環かんだろうが、ほどほどに」

　そう言い残して背を向けた和智に、昂揚が一気に冷める。

　和智の真意は不明だが、仕事中に女子学生とチャラチャラ遊んでいるバカだ……と、婉えん曲きよくな言い回しで咎とがめられた気分だ。

　いや、自分が端はたからそう見られていることは自覚していたが、男子学生から嫉しつ妬とやからかい混じりに冗談めかして言われるのと、和智のような生き真ま面じ目めなタイプに真顔で言われるのとでは、胸に突つき刺ささるダメージの深さが違ちがう。

「なんか、あの人に言われたらグサッとくるなー……」

　カウンターに視線を落とした結仁は、深く息をついて白いクリーナークロスを握り締しめる。

　主な顧こ客きやくが学生ということもあって、友好的な空気を発するために、軽く見られることがわかっていながら生来色素の薄うすい髪かみは長めに整えている。

　それに加えて、笑顔を看板にして八方美人に振る舞っている自分とは、なにもかも正反対だ。

「昔っから、あの手のタイプに弱いんだよなぁ」

　自じ慢まんにならないが、結仁の学業の成績は決して優ゆう秀しゆうなほうではなかった。常に、真ん中より少し下というあたりか。

　派手に見られがちな外見も相あい俟まって、真面目なグループには敬遠されることが多く……その反動か、結仁は所謂いわゆる『委員長タイプ』に弱いのだ。

　けれど、その手の女子は結仁が話しかけるだけで逃にげようとする。男子は、あからさまに警けい戒かい心を向けてきて、普通に会話をしているだけなのに意地悪く絡からんでいる気分になり……ようは、男女共に相手にしてもらえなかった。

　初めてカウンター越しに接した時の和智は、結仁にとってまさに理想を具現化したような存在で……陳ちん腐ぷな表現しかできないけれど、雲上の人に等しい憧あこがれだ。

「頭、よさそー……どんなこと考えてんだろ」

　スッと背筋を伸ばして、姿勢よく歩く和智を目で追う。

　テーブルに着いた和智は、いつも携けい帯たいしている黒いバッグから分厚い本を取り出してテーブル上で広げると、本や書類に目を通す時だけ着用するらしい眼鏡めがねをかける。カップに口をつけて、カフェオレを一口含ふくみ……思い出したかのように、クッキーのビニールパッケージを開いた。

「え、まさか食ってくれるの？　今、ここで？　マジ……？」

　狼狽うろたえる結仁の視線など、微み塵じんも感じていないのだろう。和智は、大きなクッキーを割ることなく直接嚙かみつき、ふっと口から離はなしてマジマジと見下ろし……二口、三口と動きを止めずに齧かじり続ける。

　カウンターの内側から、固かた唾ずを吞のんでその様子を見ていた結仁は、じわじわと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　あの、気難しそうな和智が……手のひらサイズの巨きよ大だいクッキーを、人目を気にするでもなく黙もく々もくと食べている。

　それも、一口食べてテーブルに置かなかったということは、好みの味だったのだと自うぬ惚ぼれてもいいのだろうか。

「どうしよ……めちゃくちゃ、嬉うれし……っ」

　カウンターに両手を置いた結仁は、背中を丸めてその手に額を押しつけた。

　今の自分は、絶対、みっともなくニヤニヤしている。そんな無様な顔を、通りかかる学生たちに見られるのは避さけたい。

　後先を考えずに渡わたしてしまったけれど、強ごう引いんに押しつけたようなものだ。和智がこれまで焼き菓子を買っていったことはないし、「ありがたくいただこう」という言葉は大人の社交辞令だと捉とらえていた。

　持ち去り、自分から見えないところでこっそり捨てられても、仕方がないかと思っていたのに……まさか、この場で口にしてくれるなんて予想もしていなかった。

　心臓がやけに忙せわしなく鼓こ動どうを打っていて、落ち着きなくグーパーと手を握ったり開いたりを繰くり返す。

「なんなんだ、あの人。実は、甘いもの好きだとか？　外見とのギャップが、可愛かわいすぎるだろ。……っ、どうしよう。なにかやろう。うん。仕事……」

　ジッとしていられなくなった結仁は、狭せまいワゴン内をうろうろして、紙カップの補ほ充じゆうをしたりエスプレッソマシンの掃そう除じをしたり……と手を動かし続ける。

　意味もなく、こんなふうにそわそわした気分になるのは初めてで、自分の頰を両手で挟はさむように叩たたいて「なんだこれ。しっかりしろ」と叱しつ責せきする。

「結仁さーん。オーダーいい？」

　カウンターに背中を向けていた結仁は、女の子に声をかけられて慌あわてて振り返る。

「あっ、はい。毎度あり！」

　咄とつ嗟さに口から出た台詞せりふが、ソレで……そこに立っていた女の子二人組は一いつ瞬しゆんキョトンとした顔をして、声を上げて笑った。

「あははは。なにそれ。商店街の八百屋じゃないんだから」

「結仁さん、おかし……っ。そんなキレーな顔で、毎度ありってオジサンみたいな台詞！」

　自分でも、それはどうだ……と思った台詞に二人がかりでツッコミを入れられて、照れ笑いを浮かべる。

「う……ちょっとした間違い。はは……自分でもビックリした。ごめん、ぼんやりしてて……えっと、ご注文は？」

「ホットのカフェモカ！」

「あたしはココア」

　場違いな応対を笑ってくれて、幸いだ。

　二人のオーダーに、澄すました顔を取り繕つくろって「畏かしこまりました」と応じた結仁は、深呼吸で平静を取り戻してエスプレッソマシンに向き直る。

「……お待たせしました。三百円ずつね」

　カウンターにカップを二つ並べたところで、本と眼鏡をバッグに仕し舞まった和智がイスから立つのが見えた。いつもより滞たい在ざい時間が少し短いのは、講義前の準備があるからかもしれない。

　バッグを肩かたにかけて、右手にカップを持って広場の端はしに設置されているダストボックスに向かい……チラリとこちらに顔を向ける。

　目の合った結仁に、紙カップと空になったビニールパッケージを顔あたりまで持ち上げて見せると、ダストボックスに落として小道を歩いて行く。

　ニコリともしない。いつもと変わらない無表情なのに、そんなふうにコンタクトしてくれるなんて……完全な想定外だ。

　その場で硬こう直ちよくして、黒いトレンチコートに包まれている真っ直すぐに伸のびた背中を見送っていた結仁は、

「はい、三百円ずつ。ちょうどあった」

　そう声をかけられたことで、我われに返った。

　ビクッと肩を震ふるわせると、不思議そうに自分を見上げている女子学生に慌てて視線を移す。

「あ、うん。ちょうど……いただきます。ありがとうございました」

「どうかした？　結仁さん。顔、赤いよ」

「ホントだ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　二人に心配そうな様子で顔を見上げられ、パタパタと両手で自分を煽あおいだ。

　自分ではわからないけれど、顔が赤い？

　それはきっと、和智のどうということのない仕草のせいだなんて……言えるわけがない。

「えっ、と……赤いかな。大丈夫。なんともないよっ。ちょっとだけ、暑くなってきたなぁ……って思うけど」

「んー、確かに。今日、ちょっと暑いし……ここ、陽ひ当あたりいいもんね」

「夕方になったら急に寒くなるから、油断して風か邪ぜひかないでねー」

　苦し紛まぎれの結仁の言葉を疑うことなくそう笑った二人に、「ありがと」と答えて、なんとか笑い返す。

　手を振って二人を見送ると、特大のため息をついて「お客さんを前にして、ぼーっとしてんなよ」と自分を咎とがめた。

　ついさっきまで和智がいたテーブルを見み遣やって、もう一度吐と息いきをつく。

「あのクッキー、全部食べてくれたんだなぁ」

　空のパッケージを、敢あえて結仁に示したということは、完食した……というアピールだろう。

　どうしてだろう。胸の奥がくすぐったいような、なんとも形容し難がたい気き恥はずかしさと嬉しさが入り混じって、もっと顔が熱くなる。

　菓か子し作りを仕事にしたいと、進路を決めるきっかけとなった、あの日みたいだ。

　カフェを開店したばかりの幼おさな馴な染じみに、結仁もやってみるかと誘さそわれて、教えてもらいながら初めて焼き菓子を作った。その不ぶ恰かつ好こうなマドレーヌやマフィンを、美味おいしいと……センスがあると褒ほめられて、純じゆん粋すいに嬉しかった。

　製菓専門学校を卒業して、カフェに勤めることで日々の仕事となり……お金を出して買ってもらえるクオリティのものを作るのが当たり前になっていた。誰だれかに食べてもらえることが嬉しいなんて単純な感情は、忘れかけていた。

　和智の、たったあれだけの仕草で、あの頃ころに逆ぎやく戻もどりしたみたいだ。

「これまでが素っ気なかったから、余計……変に、ドキドキするだろ」

　落ち着かない理由は、あまりのギャップのせいだと和智に原因を押しつけて自分に言い聞かせると、無人のテーブルから目を逸そらした。










《二》







　月曜日と金曜日は、大学に出店しているワゴンを移動させなければならない。必然的に、運うん転てん免めん許きよ証しようを持っていない結仁はカフェ本店での勤務となる。

　週末の土、日を加えて四日は和智の姿を見ることができない……と思っていたのに、扉とびらをくぐって入ってきた長身に目をしばたたかせる。

「幻げん覚かく……じゃないよな」

　カップを洗う手を止めてつぶやいた結仁の声は、すぐ近くにいるオーナーの耳にまで届いてしまったようだ。

「どうした？」

「な、なんでもないっ」

　怪け訝げんそうに尋たずねられて、止めていた手の動きを慌てて再開させた。泡あわを流して水切りラックに載のせ、タオルで手を拭ぬぐう。

　学生アルバイトが応対するのを視界の端に捉えながら、動どう揺ようを抑おさえるためオーナーに話しかけた。

「な、なんか今日、客層が違ちがうよね」

　近くに真新しい複合商業施し設せつがあるからか、土日は学生や若い客が多い。今日も、昼過ぎくらいまでは客の平均年ねん齢れいは二十代前半あたりだったのだが、夕方が近づくにつれて来店者の年齢が上がっていくのを感じた。

　今では、客席を埋うめる客の半数以上が普ふ段だんの平均年齢の倍はあると思われる。もちろん大切な客であることに変わりはないのだが、なんとなく不思議な感じだ。

　結仁の疑問に、オーナーがコーヒー豆をエスプレッソマシンに補ほ充じゆうしながら答えた。

「ああ……そこのフォーラムで、ナントカ学会の会議があったみたいだからな」

「ナントカ学会の会議、って……全然わかんねーし。でも、そっか……だからか」

　茶化した結仁の足元を軽く蹴けったオーナーから笑って逃にげた結仁は、窓まど際ぎわのテーブルにいる和智をチラリと見遣って納なつ得とくする。

　大きな封ふう筒とうを小こ脇わきに抱かかえていた和智も、その会議に参加していたのだろう。駅までの道すがら、たまたまこのカフェに寄ってくれたに違いない。

　複数でテーブルを囲む人たちがほとんどなのに、和智は一人だ。

　会議の出席者らしき人たちの中ではかなり若い部類に入ると思うので、連れ立つ相手がいなかったのかもしれない。

「三番、オーダーお願いします」

　和智のテーブルのオーダーを取ってきた学生が、カウンターの端はしにオーダーシートを置く。

「あ……おれ、手が空いてるから」

　手を伸ばしかけたオーナーを制しておいて、結仁がオーダーシートを引き受けた。

　記されている文字は、『Ｈ・ココア』だ。大学のワゴンカフェでは毎回カフェラテなので、意外なオーダーだった。

　ここでは、ミルクを注いで希き釈しやくするタイプの濃のう縮しゆく液を使うのではなく、オーダーの度に純ココアを用いて一杯ぱいずつ丁てい寧ねいに作る。

　小こ鍋なべを使ってココアを作った結仁は、湯気の立つカップをトレイに載せる。そのトレイをフロア担当に託たくすのではなく、自らカウンターを出た。

　フロアが混こみ合っていて忙いそがしそうだったり、調理スタッフが充じゆう分ぶんに足りていてカウンター内にいる必要がなかったりする時は、結仁もフロアを担当する。だから今も、こうしてテーブルにオーダーを運ぶことを不自然だとは思われないはずだ。

　逸はやる自分を抑えてゆっくりとフロアを横切り、和智のいるテーブルの脇わきで足を止める。スッと息を吸い込み、意識して落ち着いた声を出した。

「ホットココア、お待たせいたしました」

「ああ……」

　カップを置くのに邪じや魔まになると思ったのか、和智がテーブルに広げていた書類を端に寄せた。

　薄うす手での黒いコートは、隣となりのイスの背にかけてある。清潔な印象の白いシャツも大学で見かけるものと変わらなくて、黄昏たそがれ時のぼんやりとした西日に照らされた和智は近寄りがたい空気を纏まとっている。

　でも、なんだろう……少し雰ふん囲い気きが違う？

　違い和わ感かんの正体を探さぐろうとした結仁は、不ぶ躾しつけな目で必要以上にジロジロ見てしまったかもしれない。

「こちらに失礼します」

　そっとカップをテーブルに置くと、結仁の視線を感じたのか……書類に視線を落としていた和智が、ふっと顔を上げた。

　眼鏡めがね越ごしに目が合い、和智が「あれ？」とほんの少し表情を緩ゆるませる。

「君は、Ｋ大学の」

　近くで接したことで、かすかな違和感の理由に気がついた。

　大きなオーブンがあり、火を使って調理をする店内が少し暑いのか、白い長なが袖そでシャツを肘ひじあたりまで捲まくり上げているのだ。

　大学で見かける際は欠片かけらも隙すきのない和智の、そうして少しだけ崩くずした姿を見るのは初めてで……なんとなくドギマギした気分になる。

　夏場、露ろ出しゆつの激しい女子学生の胸むな元もとや脚あしを目まの当たりにしても、微み塵じんも動揺することはなかった。

　それなのに今、和智の腕うでや……手首に装着している意外とごつい腕時計を直視できないなんて、変だろう。

　どこに視線を当てればいいのか迷い、湯気の立つカップを見下ろしながら口を開く。

「あ、おれ、ここが本来の職場なんです。大学のワゴンカフェは、週三日だけの出張……で」

「ああ……なるほど」

「お邪魔して、すみません。ごゆっくりどうぞ」

　しどろもどろに口にして頭を下げた結仁は、窓際のテーブルからそそくさと立ち去る。途と中ちゆう、片づけが追いついていないテーブルに気づいて足を止めると、カップやグラスをトレイに載せてクロスで汚よごれを拭ぬぐってからカウンターに戻もどった。

　シンクにカップやグラスを置いて小さく息をついた直後、結仁の隣に並んだオーナーが肩かたに腕を乗せてきた。

「結仁、あのテーブルのお客さんとなんかあった？　つーか、知り合いか？」

　あのテーブルとは、どのテーブルだ……と、すっ惚とぼけて聞き返す余よ裕ゆうもなかった。ドクンと心臓が大きく脈打ち、返す声に動揺が滲にじみ出てしまう。

「え……な、なんでっ？」

　細身の結仁よりずっと体格のいいオーナーの腕は、よく言えば逞たくましくて……重い。

　眉まゆを顰ひそめて「暑苦しい」と苦情を口にしながら身体からだをずらして、チラリと精せい悍かんなオーナーの顔を窺うかがい見た。

　目があったオーナーは、意味深な笑えみを浮うかべて結仁を見下ろす。

「ふーん？」

「な、なんだよ変な笑い方して」

　和智を前にして、緊きん張ちようしていたのは否定しない。でも、カウンターの内側から見られたところで、さほど不自然な態度ではなかったはずだ。

　そんなふうに、笑われる理由など……ない、よな？

　居い心ごこ地ちの悪さに視線を泳がせてしまい、オーナーがますます楽しそうな空気を漂ただよわせる。

「いや、フロアスタッフが足りなくて右往左往しているわけでもないのに、わざわざおまえがオーダーを運ぶのは珍めずらしいなー……と思って。軽そうな見てくれを裏切る人見知りだから、可能な限りカウンターの中に引っ込んでいたがるくせに」

「人見知りって……おれは子供か」

　拗すねたふうにつぶやいて唇くちびるを尖とがらせた結仁の肩を、ククッと笑いながら摑つかんで顔を覗のぞき込んでくる。

「似たようなもんだろ」

「…………」

「女どもは、その外そと面づらに騙だまされてるけどな。人当たりのよさそうなイケメンの笑顔が、実はそれ以上寄って来られないようガードするのが目的の防ぼう波は堤ていで……怯おびえて安全地帯に逃げ込んでいるなんて、普ふ通つうは深読みしないもんなぁ。で、そんな結仁クンが自ら話しかけにいった、そうそうお目にかかれないレベルの男前の正体は？」

　オーナーと従業員という関係よりも、幼おさな馴な染じみとしてのつき合いが長いオーナーを相手に、これ以上誤ご魔ま化かすことは不可能だ。結仁の態度が普段と違ちがうものだったことなどお見通しだと、細めた目が語っている。

　嘆たん息そくした結仁は、追つい及きゆうから逃げることなど不可能なのだから早々に白状してしまったほうがいいかと諦あきらめて、ぽつぽつと口を開いた。

「……Ｋ大の、ワゴンカフェの常連さん。大学で講師をしてて……なんか、小難しい専せん攻こう科の学者さんらしいよ」

「ああ、もしかして会議の帰りか。へぇ……おまえ、昔っから老ろう若にやく男なん女によ不問であの手の賢かしこそうな美形に弱いもんな。わかりやすい好み」

「なんだそれ。知らねーよ」

　子供の頃ころから凜りんとした優等生タイプが好みで、悉ことごとく相手にされない……ということまで知られている相手は、厄やつ介かいだ。　>>>♥

　唇を引き結んだ結仁は、肩を摑んでいたオーナーの手を振ふり払はらい、顔を背そむけて『これ以上話したくない』というポーズを取る。

「おっと、んー……なんかアチラさんに睨にらまれた……か？　あれ？　へー……」

　オーナーは、邪じや険けんな結仁の態度にも機き嫌げんを損そこねることなく、楽しそうに小声でなにやら零こぼしている。

　結仁より七つも年上のくせに、昔からこうして人をからかって楽しむ悪あく趣しゆ味みなところがあるのだ。本当にもう、相手にしていられない。

「達たつちゃん。……オーナー様。オーダーが溜たまってるよ」

「おっと、しまった」

　カウンターに並ぶオーダーシートを結仁が指差すと、笑みを含ふくんだままの声でそう言って離はなれて行く。

　カウンター内でのやり取りは、窓まど際ぎわのテーブルにいる和智にまでは聞こえていないはずだけれど……。

　そろりとテーブルを窺うと、和智の頭が動く。

　テーブルの下にある荷物置き場の籠かごに収めたバッグから、分厚い本を取り出そうとしているらしい。

　……よかった。結仁のことなど、気にもかけていないようだ。

「まぁ、そうだよな。予想外のところで、偶ぐう然ぜん顔を合わせたって浮かれてるのなんて、おれだけで……」

　当たり前のことをつぶやいて、慌あわてて首を横に振る。

　なんだか、変なことを考えてしまった。浮かれているとは、なんだ？

「おーい、結仁ぉ。働けよ」

「あ、はいっ。ごめんなさい！」

　狭せまいカウンター内でぼうっと突つっ立っているだけの結仁は、役立たずどころか邪じや魔まにしかならない。

　名前を呼んで咎とがめてきたオーナーに焦あせって答えると、ドリンクを用意しようとカウンター上のオーダーシートに手を伸のばした。










「それが終わったら、上がっていいぞ。おまえ、朝一からずっと出ずっぱりだったろ」

「うん。……この洗い物だけ、しておく」

　シンクに溜まっていたカップを洗っていた結仁は、和智が席を立つのを視界の端はしに捉とらえながら答える。

　店内が混み合っていなかったからか、和智はゆっくりと時間をかけてココアを飲みながら書類や本に目を通した。

　このカフェが和智にとってくつろげる空間だと、態度で示してくれたみたいで嬉うれしい。

　アルバイトがレジで応対をして、和智が扉とびらを出て行く。ここに結仁がいることなど忘れてしまったかのように、チラリとも振り向かない。

　意識して様子を窺っていたのが自分だけだと改めて突きつけられた気分になり、結仁は泡あわを流したカップを水切りラックに置きながら深いため息をついた。

「……あの、オーナー。さっきのお客さんの、忘れ物みたいなんですが」

「あ……！」

　和智が去った後のテーブルの片づけをしていたフロアスタッフが、カウンター越ごしに示した黒いバッグは、見覚えのあるものだ。

　財さい布ふなどはコートのポケットに入れてあったようなので、目につかない位置にある荷物入れの籠に、置き忘れてしまったのだろう。うっかりと忘れ物などしそうにない人なのに、意外だった。

　結仁が声を上げたせいか、オーナーがこちらに目を向ける。

「今すぐ後を追ったら、捉つかまえられるかもな。結仁、顔見知りだろ。身軽っつーか走るの速いし、追いかけろよ。意気投合したら、そのまま飲みに流れてもいいぞ。タイムカードは押しておいてやる」

「なに言ってんだ。そんなの……っつーか、ホントに追いかけてくる」

　意気投合だとか飲みに流れるだとか、あり得ないことを口走るオーナーを睨んでおいて、カウンターを出た。

　ここでオーナーに反論するよりも、和智を追いかけるほうが優先事じ項こうだ。

　フロアスタッフからバッグを引き取って歩き出した結仁を、「待て」とオーナーが手招きする。

「なに？　急いだほうが……」

　急せいた気分で引き返すと、カウンターに置いてある籠から大きなクッキーのパッケージを取って差し出された。

「これ、オマケですって渡わたしたらいい。で、また来てくださいって釣つっておけ」

「……あの人を釣るには、安い餌えさだと思うけど」

　ふふっと笑ったオーナーからクッキーを受け取った結仁は、渡せるかどうかわからないけどさ……とつぶやいて、エプロンのポケットに突っ込む。

　子供じゃあるまいし、和智がクッキー一枚で釣れるとは考えられない。でも、大学のワゴンカフェだけでなく、本店にもまた来てくれるなら……確かに嬉しい。

　まるで、オーナーに和智を意識していることを見み透すかされているかのような複雑な心情で唇を引き結び、回れ右をする。

　小さく肩かたを上下させた結仁は、ズシリと重いバッグの紐ひもを持ち直すと、今度こそ早足で出入り口に向かった。

　扉を出て足を止め、左右に視線を巡めぐらせる。

　どっちに行った？　駅なら……右側か？

　通行人の中に長身の後ろ姿は見つけられなかったけれど、駅方面だろうと見当をつけて右に足を向ける。

　人にぶつからないよう気をつけながら走り、もう追いつくのは無理かと……諦めかけたところで、こちらに歩いてくる和智の姿が目に飛び込んできた。

　バッグを忘れたことに気がついて、カフェに引き返そうとしていたのかもしれない。

　小走りで駆かけ寄り、和智の前で立ち止まる。

「逢あえてよかったです。えっと……忘れ物、です」

　肩で大きく息をついた結仁は、和智に向かって黒いバッグを差し出した。緊きん張ちようのあまり、頰ほおが強こわ張ばっているのを感じる。

　うまく笑えていないかもしれない。でも、結仁を見下ろす和智は端たん整せいな顔にほとんど表情を浮うかべていないので、なにを思っているのか読めない。

　固かた唾ずを吞のんで反応を待っていると、和智がバッグを見下ろして口を開く。

「ああ、今、取りに戻もどろうと……。わざわざ、すまなかった」

　見た目より重いバッグなのに、持ち主の和智はその重量に慣れているのだろう。ひょいと軽そうに引き取られて、驚おどろいた。

　学者という肩かた書がきからもスラリとした体たい軀くからも、失礼ながら腕わん力りよく自じ慢まんには見えないのだが、意外と力があるのかもしれない。

　カフェワゴンのカウンター越しではなく、こうして正面に立つのは初めてだが、結仁より上背があるだけでない。肩かた幅はばも身体からだの厚みも、和智のほうが遥はるかに勝まさっている。

「大事なものが入っていたら、いけないですし……大学でも、いつもこのバッグを持っていますよね。本とか、入れているみたいで……重いのに、なんともないって顔で持ち歩いてるから、すごいなって思います」

　うまくしゃべれなくて、もどかしい。女性を相手に会話する時は、もっとスラスラ言葉が出てくるのに……。

　きちんと話さなければ、見た目通りに頭の回転が鈍にぶいやつだと思われてしまう。そう焦れば焦るほど、どう言えばいいのかわからなくなる。

　結局、無様な誤ご魔ま化かし笑いを浮かべて言葉を切る。結仁が口を噤つぐむと、二人のあいだにシン……と沈ちん黙もくが落ちた。

　気まずい沈黙が息苦しくて、走ったことでグシャグシャになっているだろう髪かみを搔かき上げる。

　目元に落ちた長めの前髪が、きっと見苦しいと思われている。そんな結仁とは違ちがい、和智の髪は……乱れていない。

　忘れ物に気づいて急ぎ足で引き返そうとしていたはずなのに、こんな時でさえ涼すずしげで端正な佇たたずまいだ。

「重いか？　私は慣れているから、そう感じないが。……あのカフェに立ち寄ったのは偶ぐう然ぜんだったが、君がいてくれて助かった」

　願ってもいなかったそんな言葉に、カーッと顔面に血が集まるのを感じる。

　手のひらでゴシゴシ頰を擦こすった結仁は、狼ろう狽ばいを誤魔化そうと口を開いた。

「あ、大学ではいつもカフェラテなのに、ココアでした……ね。いえ、それが悪いんじゃなくて、ちょっと意外っていうか……甘いもの、好きなんですか？」

「思考力を使った後は、脳の疲ひ労ろう回復にカカオマスが効くんだ。まぁ、ココアの味も嫌きらいじゃないが」

　苦し紛まぎれに結仁が持ち出したのは、脈みやく絡らくのない話題のはずなのに、和智は律りち儀ぎに答えてくれる。

　脳の疲労回復に効くから、ココアを飲む。結仁がドリンクを選ぶのはその時々の気分によってで、効能など考えたこともなかった。

「さすが、物知り……ですね。そうだ。これ、よかったら。この前、食べてくれたから……和智さんのお口に合ったのなら、嬉しいです」

　オーナーに持たされたクッキーの存在を思い出して、エプロンのポケットから取り出す。

　和智に差し出すと、小さくうなずいて唇くちびるを綻ほころばせかけ……、

「ああ、あれは美味おいしかった。名前を……言ったか？」

　怪け訝げんそうに表情を引き締しめると、名乗ったかと聞き返してきた。

　しまった！　本人の関かん与よしないところで名前を知られているなど、気味が悪いと思われても仕方がない。

「っ、それは大学の学生さんから聞いてて……あ、変な噂うわさはしていませんから！」

　焦あせった結仁が続けた言葉は、またしても余計なものだった。

　和智の声が、先ほどまでよりも硬かたい響ひびきになる。

「変な噂、か。どんな内容なのかは、聞かないでおこう。どうせ、ロクでもないものだろうからな」

「いえ、そんなの……全然。優ゆう秀しゆうで、すごいってことだけで……。おれなんかと違って、本当に頭がいいっていうか……いつも難しそうな本を読んでいるし、尊敬します」

　忙せわしなく首を横に振ふって「ロクでもない噂」を否定した結仁は、和智を見上げて、なんとか笑いかける。

　女子学生のアプローチが空から振ぶりの連続だとは聞いたけれど、悪意はないことを伝えたかった。笑え顔がおで場を和なごませようという目もく論ろ見みは通用せず、結仁を見下ろす和智がほんの少し眉まゆ根ねを寄せた。

「君は……誰だれに対しても、そうなのか？」

「え……と、そうって？　あ、オマケは学生にはしません。甘やかしたら、いくらでも調子に乗るし。和智さんにだけです。お口に合ったのでしたら、どうぞっ」

　和智の手を取り、少しばかり強ごう引いんにクッキーを握にぎらせる。

　戸と惑まどっている和智に、クッキーのオマケは他ほかの誰にもしたことがないから……と告げて、早口で続けた。

「あの……それで、よければまた、カフェ本店のほうにもいらしてください。……って、オーナーから言付けられてきました」

　照れくさくて、オーナーからの伝言だとつけ加える。すると、和智の眉根がますます寄せられた。

「オーナーの伝言だからか」

「おれも、個人的に……いらしてくださったら、嬉うれしいです。もちろん、大学のワゴンカフェのほうにも」

　好意をこれほど懸けん命めいに誰かに伝えようとしたことは、これまでなかった。オーナーに人見知りだなどと指し摘てきされなくても、充じゆう分ぶんに自覚している。

　でも、和智には八方美人ではなく特別なのだと、伝えたかった。

　無言で結仁を見下ろしていた和智が、ようやく口を開く。

「俺みたいなのにまで愛あい想そ良くして、なにが目的だ。ただの節操なしか？　それとも、たまには毛色の違う珍めずらしいのを試ためしてみたいか……」

「え……目的って、特に……なにかがあるわけでは」

　なんだろう。和智の纏まとう空気が、怪訝そうなものを通り越こして、不ふ機き嫌げんなものに変わった？

　落ち着いた口調がこれまでになく荒あらくなっている気がするし、自分を「俺」と……言っただろうか。

　そのことに気づいた瞬しゆん間かん、結仁の心臓が奇き妙みように鼓こ動どうを打つ。

　いつも生き真ま面じ目めで行ぎよう儀ぎのいい人の隙すきを垣かい間ま見みたみたいで、心の中で「ギャップ萌もえ？」とつぶやいた。

　そんなふうに茶化さなければ、どんどん鼓動が加速してしまいそうだ。

「その、もう少し話してみたいとは思いましたが。あ、でもおれみたいなのを和智さんが相手にしてくれるとは思えませんし、無理にとはお願いできませんけど」

　結仁は、目の前の和智の変化に戸惑い、でも気を損そこねたらしいその理由はわからなくて……自分の鈍どん感かんさに嫌いや気けがさす。

　うまく、思っていることを伝えられないのももどかしい。

「話……か。特に語ることはなさそうだな」

「そ……ですよね」

　カーッと顔が熱くなる。

　確かに、自分と和智では頭のデキが違いすぎて会話が成立しないだろう。話したいなど、とんでもない思い上がりだと言われたみたいで、恥はずかしい。穴を掘ほって埋うまりたい気分というのは、このことに違いない。

「すみません、変なこと言って。忘れてください」

　居たたまれなくなった結仁は、和智の前から立ち去ろうとしたのに、予想もしていなかったことが起こる。

　顎あごを指先で持ち上げられて、言葉を切った。至近距きよ離りで見下ろしてくる和智と目を合わせていられなくなり、視線を逃にがす。

　なに？　それほどマジマジと見られるなにかが、自分にある？

　心臓の鼓動がどんどん激しくなって、苦しい。顔だけでなく、全身が熱い。耳まで真っ赤かになっているかもしれない。

「あの……？」

「そうやって、相手が引っかかりそうになったら逃げようとするのが手管か。男には、潜せん在ざい的に狩しゆ猟りよう本能があるからな。作戦としては間違っていない。まぁ、君の容姿は悪くないし……誘さそいに乗るのも一興かもしれないな。同性を相手にしたことはないんだ。好こう奇き心と探究心は、大いに刺し激げきされる」

「は……い？」

　和智がなにを言っているのか、丸きり理解できない。

　結仁が、バカだからわからない……のではないはずだ。和智とのあいだで、なにかが決定的に嚙かみ合っていない。

　これまでのやり取りを思い出そうと視線をさ迷わせていると、和智が結仁の顎から手を引いた。

　ホッとする間もなく、今度は同じ手で右みぎ腕うでを摑つかまれる。

「そのあたり、適当でいいか。ただ、それだけを目的とした場所は避さけたいな」

「……？　え……ぇ？　あの、どこ……っ」

「俺に選ばせてもらおう」

　わけがわからなくて戸惑う結仁の腕を摑んだまま、和智が歩き始める。

　和智の手を振り払はらうことも、その場に足を突つっ張って抗あらがうこともできなくて、結仁は頭に大量の『？』マークを浮うかべたまま黒いコートの背中を見み詰つめてついて行く。

　結仁を伴ともなったまま、駅のすぐ傍そばにある真新しいシティホテルの自動ドアをくぐる和智の目的は読めない。

「ここで待ってろ」

　淡たん々たんとした声でそう言った和智は、結仁にエントランスに置かれているソファを指し示しておいて、フロントに向かう。

　思考力の働かない結仁は、言われるままソファに腰こしを下ろす。

　落ち着かない。カフェでの制服のまま……黒いストレートパンツに白いシャツ、その上にエプロンまで着用している結仁は、完全に場ば違ちがいだ。

「な……なに？　どうすんの？」

　答える人が傍にいない疑問をポツリと零こぼして、ソファの脇わきにある、青々とした葉を茂しげらせている観葉植物に視線をさ迷わせた。










《三》







　旅行を滅めつ多たにしない結仁は、ホテルという非日常の空間が慣れなくて落ち着かない。物もの珍めずらしさから興味はあるが、それよりも同じ空間にいる人物に緊きん張ちようしてそわそわする。

　広さは、十二畳じようくらいだろうか。

　二つ並んだベッドは、自宅で使っているものよりも大きい。きっちりとベッドメイクされていて、ヘッド部分にはクッションや枕まくらが複数置かれている。

　大きな窓にはベージュのシェードが下ろされ、十五階に位置するこの部屋からの眺ちよう望ぼうは想像するしかない。

　窓まど際ぎわにある小さなテーブルと、そのテーブルを挟はさんで向かい合ったイス、薄うす型がたテレビに……デスク一体型の棚たなには複数の扉とびらや引き出しがある。修学旅行の際に泊とまったホテルと同じなら、そこにティーポットやカップが収められているのだろう。

　こぢんまりとしていながらも、機能性と清潔感のある空間だ。

　さり気なく視線を巡めぐらせていたつもりだけれど、和智の目には挙動不ふ審しんなものに映ったようだ。

「こういうホテルは珍しいか」

　トレンチコートから袖そでを抜ぬいた和智に、意外そうに尋たずねられて小さくうなずく。

「高校の修学旅行で、泊まったきりです……ね。外がい泊はくは滅多にしないので」

　カフェで結仁のシフトが全日休みになるのは、基本的に月曜だ。高校時代の友人はまだ大学に在ざい籍せきしていたり、就職していてもカレンダー通りの休みだったりするので、ここしばらくは夜を徹てつして遊ぶことはまずない。

　泊まりがけで遊んでも、ホテルに泊まるという発想はなくて……クラブやオールナイトで営業しているゲームセンターかカラオケルーム、誰だれかの自宅に転がり込むくらいか。

　ポツポツ答えた結仁の言葉をどう受け取ったのか、和智は感情を窺うかがえない低い声でつぶやいた。

「なるほど。確かに、自宅が使えるならそのほうが経費削さく減げんになるか。素す性じようのよくわからない相手を自宅に招き入れるのは、感心しないが」

「あ、おれ、姉貴夫ふう婦ふのマンションの一室を間借りしているんで、友達とは外で逢あうばかりで誰かを入れるってことはな……い」

　ふと視界が翳かげり、顔を上げた結仁は言葉を不自然に途と切ぎれさせてしまった。

　だって、和智が……いつの間にか、予想外の近さに立っていたのだ。

「相手のところに転がり込む？」

「それか、外……です、ね」

　定番の遊び相手である友人の顔と、一晩中賑にぎやかなゲームセンターやカラオケルームが同居する複合商業施し設せつを思い浮かべて、曖あい昧まいにうなずく。

　すると、和智は何故なぜか険しい表情になって結仁に手を伸のばしてきた。

　前まえ髪がみに触ふれられて、ピクッと肩かたを震ふるわせる。指で結仁の髪を弄もてあそぶ和智の意図が読めず、身み動じろぎ一つできない。

　声を発することもできずに硬こう直ちよくしている結仁を見下ろしていた和智に、スルリと背中を撫なで下ろされる。

　腰の後ろで結んでいるエプロンの紐ひもを解ほどかれるのがわかり、ぼんやりとしている場合ではないと硬直が解けた。

「あ、あのっ。和智さんっ？　なに……」

「バスルームを先に使うか？」

「バス……ッ、いえ、そんなの」

「必要ない？　ケモノだな」

　低くつぶやいてクスリと笑う和智を、呆ぼう然ぜんと見上げた。

　……笑った。

　笑え顔がおというより、苦く笑しようと表現したほうがいい種類のものだと思うけれど、和智の確かな笑みを目にしたのは初めてだ。

　作り物のような端たん整せいな顔に人間味が増し、目が惹ひきつけられる。トクトクと動どう悸きが激しくなり、結仁は自覚することなく和智の顔に陶とう然ぜんと見み惚とれた。

「まぁ、君は……香こうばしいコーヒーの香かおりと、焼き菓が子しの甘い匂においしかしないから、俺はそれでもいいが。舐なめたり嚙んだりしたら、美味うまそうだ」

「……ぁ」

　首筋に鼻先を寄せられて、言葉と共に吐と息いきが肌はだを撫でる。くすぐったさで肩を竦すくませた結仁に、小さく笑う気配がする。

　エプロンを脱ぬがされて、シャツのボタンに指をかけられ……ようやく、和智の言葉の意味が頭に浸しん透とうした。

　なんだか、とんでもないことを言われなかったか？

「い、いい……いや、よくない、ですよ。あの、でも、なんでこんな……」

　なにがどうなって、こんな事態になっているのか。

　混乱した結仁の頭では、まったくわからない。

　和智との会話を思い出しても、何故こうして脱がされる羽目になっているのか理解できなかった。

「俺が応じるのは意外か？　まぁ、これまで君の周りにはいなかったタイプだろうからな。さほど悪い思いはさせないと思うが……同性を抱だいてみようという気になったのは初めてだから、保証はできないか。どうしても気に入らないようなら、途と中ちゆうでもそう言ってくれていい」

　淡たん々たんとした声で、まるで教きよう壇だんに立って理論の解説をしているような口調だが、その内容は結仁の理解を超こえている。

　どこに突つっ込めばいいのか迷い、一番重要であろう部分をしどろもどろに聞き返した。

「え……と、ま、待って。和智さん。なんかそれじゃ、まるで、おれにその気になってるみたいな言い方」

「だから、先ほどからそう言っているつもりだが。君のこれまでの相手と違って、不慣れな行こう為いに物足りなければ悪い」

　なに……？　結仁に、その気になっている。つまり、ベッドの相手に立候補している？　本気……か？

　想定外のことばかりで、思考力が……身体からだまでもが凍こおりつく。

　動くことも言葉を口に出すこともできなくなった結仁は、その場に突っ立って和智の手に身を任せるのみとなる。

「不慣れ、って和智さん……おれ、そんなに」

　どれだけ、こういうことに慣れていると誤解されているのだろう。

　雑談中の学生たちに、百ひやく戦せん錬れん磨まのテクニシャンだろうと冗じよう談だん交じりにからかわれることは、多々ある。

　きっと、女子学生をあしらう際の結仁の言動が、そう思わせているのだろう。

　都合よく適当な解かい釈しやくをしてくれているのをいいことに、敢あえて肯こう定ていも否定もしてこなかった。

　そう思っていてくれれば、本気で結仁に交際を迫せまろうとする女子学生への牽けん制せいとなって遠ざけることができたし、周囲に抱いだかれるイメージや期待通りに振ふる舞まうのは客商売としてサービスの一いつ環かんだと割り切っていた。

　外見が軽く見られがちなものだということも自覚していて、誰にどう思われても……身内のオーナーたちは、いい加減な不純異性交遊とは無む縁えんだという結仁の本質を知っていてくれるのだから、それでよかった。

「同性を相手にすることは、それほど多くないのか？　女子学生たちは、男子にも君の信しん奉ぽう者が多いと言っていたが。仕事中の君をテーブルから眺ながめて、下品な会話を交かわしながら君を見ている男子学生がいることも知っている」

「男子学生から誘さそいかけられることも、ないとは言いませんが」

　ワゴンカフェのカウンター越ごしに誘いかけてくる男子学生たちは、尾お鰭ひれや腹鰭がゴテゴテ大量につけられた結仁の噂うわさを耳にして、簡単に誘いに乗ると思っているらしい。

　一回でいいから、やってみない？　とか。結仁さんは男くさくなくてキレーだから、抱けるな……とか。

　たいていは、ゲームを楽しむような本気とは思えない誘い文句だ。なので、結仁も冗談とみなして、「ヘタクソは時間の無む駄だだから相手にしない。おれに合格証をもらえる自信があるなら、いいけど」などと、笑って流してきた。

　それで、「やめときます」と引き下がるのだから、彼らはやはり本気ではなかったのだ。

　そんなふうに女子も男子も撃げき退たいするものだから、素人しろうとでは満足させられないベッドの達人だとか百人斬ぎりだとか、一晩に五人の相手をしたらしいとか……更さらに愉ゆ快かいな武勇伝が追加されても、学生に娯ご楽らくを提供しているつもりで黙だまって聞き流してきた。

　でも、和智にまで『その他大勢』と同じように思われていたのだと突きつけられて、目の前が真っ暗になる。

　同性を相手に……どころか、異性との経験もないなどと今いま更さら言い出せないし、事実を言ったところで信じてもらえるとは思えない。

　当然……か。

　ロクに話したこともないのだから、本質など知る由よしもないし人となりなど想像するしかない。ワゴンカフェの周辺で結仁が女子学生たちと雑談している場面を頻ひん繁ぱんに目にしていただろうから、チャラチャラとした軽い人間だと思われていても、仕方がなくて……上辺でしか判断してもらえないとショックを受けるのは、結仁の勝手だ。

　結仁も、和智の人物像を勝手に自分の理想の型へと押し込んでいた。

　こんなふうに、ロクに知らない相手をホテルに連れ込み……興味本位で関係を持とうとすることに幻げん滅めつする資格など、ない。

　でも、結仁がこういうことに慣れているように見えるから、本来なら接するはずのなかった和智に触ふれられているのだと思えば、この状じよう況きようを拒こばむ理由などないのでは……。

　もうなにも言えなくなり、キュッと唇くちびるを引き結ぶ。

　シャツのボタンを躊躇ためらいなく外していく和智に身を任せながら、震えそうになる手を握にぎり締しめた。

「君は……っと、そう言えば名前を聞いていなかったな。確か、学生たちにはユイトと呼ばれていたか」

　結仁のシャツのボタンを外し終えた和智が、たった今思いついたという調子で尋たずねてくる。

　半ば肌を曝さらけ出したこの状じよう況きようで、自己紹しよう介かいか？　と考えたら妙みようにおかしくなって、引き結んでいた唇をわずかに綻ほころばせた。

「愛甲、結仁……です。結ぶに、仁って字で」

　結仁の微び苦く笑しようは皮肉な色の滲にじむものだったかもしれないが、和智は気づかなかったようだ。躊躇う様子もなく、今度はベルトに指をかけてくる。

「俺は和智……と、知っているんだったな」

「知ってます。和智博尊さん。あの、いくつですか……って聞いてもいい？　学生たちは、年ねん齢れい不ふ詳しようって言ってたけど」

　名前と地球物理学の講師ということは知っているけれど、経歴の真しん偽ぎは定さだかではない。年ねん齢れいも、見た目ではカフェのオーナーより少し上……三十歳前後だと思うが、医学部を出ているだとか司法試験を通っているとかの噂が事実なら、予想より年上の可能性が高い。

　ただ、年齢を明かせない理由があるのなら、無理に聞き出すつもりはない。

　そう思いつつ遠えん慮りよがちに尋ねた結仁に、和智はあっさりと答える。

「学生に知られたら、舐められるかと思って積極的に公表はしていないが、隠かくしているわけじゃない。夏に三十二になった。結仁は……まさかと思うが、未成年じゃないよな？」

　言葉の途中で、その可能性に思い至ったらしい。ふと手を止めた和智が、かすかな迷いを浮うかべた目で結仁を見下ろす。

　学生たちには、結仁の年齢を聞かれても適当に返している。今のところ二十四、五歳だと思われているようだが、自分たちと同年代だという実年齢を知れば、ますます距きよ離りを詰つめてこられると想像がつくから。

「二十一です。未成年だって答えたら、やめた？」

　唇にほんのり滲ませた微笑と口調が、挑ちよう発はつを含ふくむものだと……敏さとそうな和智は察したに違ちがいない。

　わずかに目を細めて、右手で結仁の前まえ髪がみを搔かき上げる。

「いや……さすがに十八歳未満だと不都合があるが。まぁ、見た目の印象や接客技術から予想していたよりは、若かったな」

　接客に慣れているのは、高校時代にオーナーがカフェをオープンした直後からアルバイトをしてきたせいだろう。

　当初は失敗ばかりだったし、連れん絡らく先を聞き出そうとしてきたり自身のものを押しつけてきたりする客を、無難にあしらうこともできなかった。

　それも、接客業に関かかわるようになって五年にもなれば笑え顔がおで当たり障さわりなく受け流せるようになり、手慣れているふうに見えるはずだ。

「……人と接するのは、好きだから」

　身内には淋さみしがり屋だと言われる結仁は、人とのコミュニケーションを好む。人と人の縁えんを結ぶ神様だったというご先祖の影えい響きようもあってか、女子学生の恋れん愛あい相談に応こたえることで嬉うれしそうに笑ってくれると結仁も嬉しい。

　つぶやいた結仁に、和智が小さくうなずいて言い返してきた。

「見ていればわかる。学生に慕したわれていて、常に周りに人が集まっていて……賑にぎやかだ。敬遠されがちな俺とは正反対だな」

　どこか自じ嘲ちよう気味につけ加えられた最後の一言は、なんだか意外だ。

　和智は周囲など我われ関せずといった様子で、自らバリアーを張り巡めぐらせているように見える。まさか、正反対な結仁が羨うらやましいと続くわけではないと思うけれど……。

「仕事中なのに学生と雑談ばかりして、うるさいって思ってた？　おれは、和智さんみたいな落ち着いた雰ふん囲い気きの人には……正反対だからこそ、憧あこがれるけど」

　オーナーに言われるまでもなく、自覚している。

　和智のような賢かしこそうな美形に、子供の頃ころから男女不問で弱い。

　ポツポツと口にした結仁に、和智は皮肉と嫌けん悪おの入り混じったような、なんとも形容し難がたい微笑を唇に浮かべた。

「なるほど。そうやって相手の懐ふところに潜もぐり込むんだな。俺みたいな朴ぼく念ねん仁じんでも、よろめきそうになる」

　よろめきそうになる、という表情ではないだろう。声も、淡たん々たんと冷めたものだ。

　結仁はトクンと鼓こ動どうを速めた自分に、勘かん違ちがいして嬉しがるなと心の中で言い聞かせて、和智と視線を絡からませる。

「噓うそばっかり。平然としてるくせに……」

　言葉遊びや駆かけ引きじみたやり取りは、嫌きらいではない。

　散々鍛きたえてきたこの舌先三寸で虚きよ勢せいを張り、距離を詰めようとしてくる男女から逃のがれてきたのだ。

　本当は臆おく病びようで、必要以上に近づかれるのが怖こわいから、必死で見えない壁かべを築いていた。

　これまでの努力による、そんな結仁の振る舞いは、和智の目には物もの馴なれたふうに映ったに違いない。

「平然と、か。踏ふんだ場数が違うだろうから、君には負けると思うが。年の功で技ぎ巧こうが優すぐれているなどと、過か剰じような期待はしないでもらえると助かる」

　唇に苦笑を刻んだまま、自じ虐ぎやく的な言い回しで謙けん遜そんする。

　こういう場合の切り返しは……思いつかない。今まで経験したことのない場面なのだ。想定も、予習もしていない。

　無難に切り抜ぬけるのには、どうすればいい？

「……そんなの、わかんないし」

　結仁は迷い迷い口にした台詞せりふだったけれど、目もく論ろんだわけでもないのに場に即そくしたものだったようだ。

　結仁の前髪を搔き上げて顔を覗のぞき込んでいた和智が、ほんの少し眉まゆを顰ひそめてその手をポンと頭に置いた。

「確かに、実行してみなければわからないな」

　そういう意味ではない。比ひ較かく対象がないから、技巧がどうのなど判断しようがないと言いたかったのだ。

　けれど、和智はふっと小さく笑って端たん整せいな顔を寄せてきた。

「講評と不満は、最後に纏まとめて聞かせてもらえるとありがたい」

　それに対する結仁の返事は必要ないとばかりに、どんどん距離が縮まる。

　このままでは唇が触ふれると予想はつくのに、強い視線で縫ぬい留められているみたいに、足の裏が床ゆかから離はなれない。

　右手で頭を抱かかえるようにされているから、顔を背そむけることもできない。

　力強い左手が、腰こしに回されていて……逃にげられない。

　そんなものは、全部、動こうとしない自分への言い訳だ。

　心臓が壊こわれそうなくらい激しく鼓動を打っているのに、嫌いやだという感情は微み塵じんも湧わかないから……。

「っ」

　やんわりと唇が触れ合わされたと同時に、ピクッと肩かたを震ふるわせる。

　心臓がドキドキし過ぎて、苦しい。

　和智とこんなこと……和智の唇が自分のものに触れているのだと改めて考えると、ますます鼓動が速くなる。

「！」

　舌っ。和智の舌……が、口の中……入っ、て……。

　触れ合わせているだけでも戸と惑まどっていたのに、濡ぬれた感かん触しよくが唇の隙すき間まから潜り込んでくると更さらに頭が混乱する。

　ギュッと瞼まぶたを閉じて全身を硬こう直ちよくさせた結仁は、そうして視覚からの情報を遮さえぎったことを後こう悔かいした。

「ん……、ッ」

　見えなくなったことで、他ほかの感覚がますます鋭するどくなった気がする。絡みついてくる和智の舌をやけにハッキリ感じてしまい、頭の芯しんがぼんやりと霞かすむ。

　キスが、唇くちびるを触れ合わせるだけのものではないことくらいは知っている。映画やドラマで目にすることもあるし、知識だけは持っていたけれど……自らの身で体感するのは想像とは別物の生々しさだった。

　頼たよりない感触の濡れたものが、口こう腔こうの粘ねん膜まくを舐なめて強こわ張ばっている結仁の舌先にやんわりと吸いつく。

　ちゅ……と濡れた音が耳に入り、膝ひざが小刻みに震える。

「っ、ふ……ぁ！」

　手の震えを抑おさえきれなくなりそうで、誤ご魔ま化かすために、和智が着ているシャツの脇わき腹ばらあたりを両手で摑つかんだ。

　縋すがる仕草は、甘えているみたいで恥はずかしいな……と頭を過よぎったところで、深い口づけから解放される。　>>>♥

「ぁ……」

　息を継つぐタイミングを上手うまく摑めなくて苦しさを感じていた結仁は、ホッとして深く空気を吸い込んだ。

　酸素不足のせいか、薄うっすらと涙なみだの膜まくが張った目でぼんやりと和智を見上げる。

「そんなふうに見るな」

　ぼんやりとしている結仁に、和智が険しい表情で低くつぶやく。

　なにか変だった？　不作法で、慣れていないことがわかってしまったのだろうか。

　硬かたい顔と声の理由がわからずに惑っていると、ボタンをすべて外されているシャツを搔かき分けるようにして、大きな手が胸むな元もとに押しつけられる。

「ぁ……」

「君は、使い古したものだろうが……その手管に容易たやすく煽あおられる、単純で馬ば鹿かな男だと笑ってくれていい。この衝しよう動どうは、なんだろうな」

　スルリと胸元を撫なでて……背中に回された和智の手が、熱い。結仁が反射的に足を引きかけると、その手で強く引き寄せられる。

　和智が口にした言葉の意味は、結仁にはわからない。わからないのに……触れてくる手から、熱が伝でん染せんするみたいだ。

　じわじわと熱が広がり、悪お寒かんとは種類の違うなにかがゾクゾクと背筋を這はい上がる。

「もし、君が俺を落とせるかどうか学生たちと賭かけて遊んでいるのでもいいと……理由など、どうでもいいかという気になるのが不思議だな」

　ぼんやりとしていた頭に、その和智の言葉はやけにスッと入ってきた。

　ビクッと肩を震わせた結仁は、大きく首を左右に振ふる。

「賭け、なんて……考えたこともないっ」

　舌が強張っていてロクに声が出なかったけれど、これは否定しなければならない。

　そんな思いに突つき動かされて、ぎこちなく「違う」と繰くり返す。

　必死で目を合わせていると、眉み間けんに刻んでいた縦たて皺じわを解いた和智が、ふっと息をついて結仁の髪かみをくしゃくしゃと撫でた。

「悪い。理由などどうでもいいと言ったのは、俺だったな」

　誤解だと、わかってくれたのかどうか……微び妙みような反応だ。もどかしくなった結仁が、重ねて否定するより早く和智が動いた。

「突っ立ったままでは落ち着かないな。せっかくベッドがあるんだから、活用しよう」

　身体からだの向きを変えて和智が視線で指したベッドは、ほんの数歩で辿たどり着くことのできる距きよ離りにある。

　すぐそこなのに……結仁は動けない。

「結仁」

　名前を呼びながらギュッと強く手を握にぎってきた和智には、そうして焦じらしてみせる『手管』だと思われたかもしれない。

　握った手を引かれると抗あらがうことなどできなくて、唇を引き結んだ結仁はのろのろと足を運んだ。










　同性は相手にしたことがない……と言っていたのに、和智は欠片かけらも躊躇ためらう様子を見せず結仁に触れてきた。

「あ……ぁ、ゃ、だ。和智さ……ん」

「嫌？　そうは見えないな」

「ッ、ん……んっ」

　屹きつ立りつを包み込んだ手をゆるく動かされると、嫌がっているようには見えないという言葉を証明する、濡れた音が聞こえてくる。

　結仁は羞しゆう恥ちのあまり泣きそうになりながら、妙みような声を漏もらさないようにグッと奥歯を嚙かんだ。

「学生たちが、綺き麗れいだと言うわけだな。手足が長く……均整の取れた端整な肢し体たいだ。少し肉が薄うすいせいで、身体の厚みは足りないが」

「ふ……っ、ぁ！」

「隠かくすな」

　まるで、珍めずらしいものを視覚と触しよつ覚かくを駆く使しして観察しているみたいだ。視線の強さに怯ひるんだ結仁が、自らの手で隠そうとするのを許してくれない。

「おれ、男なのに……さ、触さわるの嫌じゃな……い？」

「嫌なら、こんなふうに触れられないだろう。むしろ、もっと全身を弄いじり回したい。ここに触れるとどうなるか……とか、こっちは……とか、知りたいことばかりだ」

「っ！　ぁ……ッぁ、ぅ……ン」

　探究心を刺し激げきされると言っていたが、言葉のまま……全身にくまなく触れようとする。そうして引き出した結仁の反応を、一つ残らず目に焼きつけようとしているみたいだ。

　身体を捩よじって逃げかかっても、執しつ拗ように視線が追いかけてくる。

　視線だけでなく、熱を帯びた手も……結仁に特別な想おもいを抱いだいて執しゆう着ちやくしているのではないかと錯さつ覚かくしそうになるほど、熱心に触れてくる。

「……っと、このままではマズいか。なにかあるかな」

　屹立に絡からんでいた指が、開かされた脚あしの更に奥へと滑すべり落ち……動きを止めた。ベッドが軽く揺ゆれ、和智が降りたことは推測できても結仁はろくに動けない。

　ベッドに背中を預けたまま、右みぎ腕うでを上げて顔を覆おおうので精いっぱいだ。

　半泣きで「もう嫌だ」と訴うつたえ、散々和智の目に醜しゆう態たいを曝さらしているはずなので、隠そうとしても今いま更さらだと思うけれど……。

　さほど時間をかけずに戻もどってきた和智が、ベッドに乗り上がりながら尋たずねてきた。

「シェービングクリームと、ボディミルクと……どっちが適していると思う？」

「し、知らな……」

　それの用よう途とに、想像がつかなければよかった。

　どうする気なのか、なにに使うのかわかるから答えられるわけがない。

「専用のものがあるだろうから、こういうので代用はしないか。成分的には……」

　知らないと答えた結仁の言葉を「別のものを使うからだ」と解かい釈しやくしたらしい和智が、ふと口を噤つぐむ。

　数秒の沈ちん黙もくは、二つ並べて表示を検あらためるのに必要な間だったらしい。

「こちらがよさそうだ」

　和智の出した結論がどちらになったのか、顔の上に腕を乗せたままの結仁にはわからなかった。

　様子を窺うかがおうとするより早く、ぬるりとしたものを纏まとった和智の指が、脚のあいだに滑り込んでくる。

　反射的にビクッと腿ももの筋肉を強こわ張ばらせると、和智の手に膝の上あたりを摑つかまれた。

「もう少し、脚を……いや、こうしたほうがいいか」

「ぁ……ッ、あ！」

　ベッドヘッドのところに転がっていたクッションを手に取り、腰こしの下に敷しき込まれる。必然的に下半身がベッドから浮うき、和智の目に、これまでより更さらに無防備に曝け出す体勢になった。

　カーッと、全身が熱くなる。

　既すでに羞恥の上限いっぱいだと思っていたのに、まだ余地があったのかと、自分でも不思議になるほどの恥はずかしさに言葉を失った。

　さすがにジッとしていられなくなり、身体を反転させて逃にげようとした結仁を、和智は許してくれない。

「ッ、ぅ……ぁ」

　腕を摑み、巧たくみに結仁の脚を自分の膝ひざで押さえつけて動きを制すると、滑ぬめりのいい指を双そう丘きゆうの狭はざ間まに潜もぐり込ませてきた。

　長身でもさほど筋肉質には見えないのに、力が強い。逃げられない。

「っふ……ぁ、ゆ……び」

「こら、動くな。協力的になったほうが楽だと、知っているだろう？」

　……知らない。

　後こう孔こうに指を挿そう入にゆうされる感覚も未知のものだし、どうすればこの惑わく乱らん状態から逃のがれられるのかも……わからない。

　結仁は声も出せず、下手に動くこともできなくて、震ふるえる手で手た繰ぐり寄せたベッドカバーを握り締しめる。

　極限状態の結仁をよそに、和智はゆっくりと指を抜ぬき差ししてなにかを探さぐり出そうとしているみたいだ。

「熱いな。粘ねん膜まくが絡みついてくる。……このあたり、か」

「っ……？　ぁ、ぁ……！」

　指先を軽く曲げて、グルリと指を回されたのはわかったけれど、目の前が真っ白にスパークした結仁の思考力は瞬しゆん時じに吹ふき飛ぶ。

　自分がどうなっているのかわからないまま、ビクビクと身体を震わせて息を詰つめた。

「当たりだ。指を締めつけてきた。覚えておこう。……もう少し足したほうがいいか」

　ドクドクと激しく脈打つ自分の心臓の音がうるさくて、和智の声がきちんと耳に入らない。

　自分の身に、なにが起きているのかわからない。怖こわい。怖いのに……和智の指が動かされると、勝手に身体が反応する。

　足す、という言葉通りにぬめりを増した指が更に深く突き入れられて、ビクッと背中がベッドから跳はねた。

「ゃ……、も……ぅ。も、それ……嫌いや、だ。和智さ……和智さんっ」

　結仁を窮きゆう地ちに追い込んでいる張本人に助けを求めるのは矛む盾じゆんしているのに、震える手を伸のばして手首を摑む。

　この惑乱状態から救ってくれるのは、目の前にいる和智だけだ。

「ッ、そんな声で呼ぶな。加減が利きかなくなる」

「いい。なんでも、いい……っ、から」

　なにもかもどうでもいいと、摑んだ手首を爪つま先さきで引っ搔かく。わけもわからず「早く」と零こぼした結仁は、霞かすむ目で必死に和智を見上げる。

　突つき入れていた指を引き抜かれ、安あん堵どの息を吐つくまでもなく和智が顔を寄せてきた。

「……惑まどわせるな」

　至近距きよ離りで結仁を見下ろす和智の目が、熱を帯びて潤うるんでいる……？

　冷静に観察しながら結仁を乱していると思っていたのに、熱情を含ふくむ視線で見詰められていたことを知り、ゾクッと背筋を震わせた。

　下か肢しが密着して、腿の内側に触ふれる熱の存在に初めて気がつく。

　いつも真っ直すぐ背を伸ばして歩く、涼すずしげな佇たたずまいの和智が、結仁を前にして隠せない熱を孕はらんでいる。

　そのことに唇くちびるを震わせた直後、肌はだで感じていた熱ねつ塊かいが後孔に押し当てられる。

「ア……ッ、っ……ん！」

　制止する間もなく、粘膜を搔き分けるようにしてじっくりと含まされた。

　組み敷いた結仁に、苦痛を与あたえようとしているのではない。それは伝わってくるけれど、指とは比べ物にならない圧あつ倒とう的な熱の存在感は容易たやすく受け入れられるものではない。

「っ……おい、息を詰めるな。どうすればいいか、わかるだろう？」

「わかん……な、ぁ……こんなの、初めて……でっ、っあ！」

　なにを言われているのかもきちんと把は握あくできないまま、忙せわしなく首を左右に振ふって「わかんない」と繰くり返す。

　子供のような仕草をみっともないと、自分を抑おさえることもできない。

　ただひたすら、この熱から逃れたくて……夢中で両腕を伸ばして、すぐ傍そばにある熱を帯びた身体からだにしがみつく。

「結仁……」

「っん、ん……ぅ！」

　耳のすぐ傍で、低く名前を呼ばれた。

　こんなふうに、熱っぽく名前を口にされるのは初めてで……広い背中へとしがみついた指に、力を込める。

「っ、くそ。こんなに……思考力を持っていかれるもの、か？　どうなって……」

　抱だき返しながら、唸うなるように低くなにかを口にしているけれど、結仁の耳には届かない。

　ただひたすら全身で縋すがりつき、「和智さん」とかすれた声で繰り返す。

「もう、ヤダ。怖……いっ、怖……い、からっ。こんな……おかし、なるっ」

　身体の奥も、強く抱きすくめてくる腕も、「結仁」と呼ぶ声も、なにもかも熱くて……。

　こんな強きよう烈れつな快楽が身に染しみついてしまったら、普ふ通つうに息をすることもできなくなるのではないかと怖くなる。

「……チッ」

「ぁ、っ！　ッ……っっ！」

　顔の脇わきで低く舌打ちをした直後、激しく身体を揺ゆすり上げられる。頭の中が白一色になった結仁は、ただひたすら熱の渦うずに溺おぼれた。










「不覚だな。……一いつ滴てきもアルコールを摂せつ取しゆしていないのだから、酩めい酊てい状態だったわけでもない……ボディミルクに、怪あやしげな成分が入っているわけでもない。思考力を鈍にぶらせる要因は、どこにある？　理性が利かなくなった理由など、分ぶん析せき不可能だ」

　近くで、低い声が……聞こえる。あまり耳に馴な染じみのない人物のものだが、心ここ地ちのいい響ひびきだ。

　誰だれだろう。目を開けて確かめたいのに、瞼まぶたが腫はれぼったくて重い。

　結仁の意識が浮ふ上じようしかけていることに気づかないらしく、傍にいる誰かがそっと髪かみに触れてくる。

「原因として考えられるのは……結仁、か。意識を飛ばすまで無理を強しいるなど、どうかしている。知識があったところで、ロクに役に立たなかったな。机き上じようの空論に頼たよる神は、古来所しよ詮せんこの程度のものだ。わかったつもりでも、なにもわかっていない。なにが博の神だ。博識であろうと、色事に関しては……」

　言葉の意味は、半ば眠ねむりに漂ただよっている鈍い思考力では理解できない。でも……この声は、知っている。

「和智、さ……？」

　思い至った声の主の名をつぶやくと、独り言を零していた声がピタリと途と切ぎれた。髪に触れていた手も離はなれて行ってしまい、声を発したことを後こう悔かいする。

　そっと撫なでられるのは、心地よかった。黙だまっていたら、もっと触れてもらえたかもしれないのに……。

「目が覚めたか。まだ夜中だ。……俺は自宅に帰るから、君は朝まで休んでいたらいい。精算はチェックイン時に済ませてある」

「え……」

　今度は和智の言葉の意味がきちんと頭に浸しん透とうして、ピクッと瞼を震わせた。

　灯ともされている光は、ベッドヘッドの部分と窓まど際ぎわにあるライトスタンドだけで……淡あわい照明でも、開いたばかりの目には眩まぶしい。霞む目では、ベッドの端はしに腰こしかけている和智の顔がハッキリ見えなくて、もどかしい。

　なんとか視界を取り戻もどそうと、結仁が忙しないまばたきを繰り返しているあいだに立ち上がってしまった。

「あの、おれ、どうなっ……た？」

　きちんと衣服を整えている和智は、黒いトレンチコートに袖そでを通しながら結仁のつぶやきに答える。

「もう無理……と言ったきり、ストンと意識を落としたんだ。始末はしておいたが、具合が悪くはないか？　途と中ちゆうで加減を忘れた」

「な、なんともないです。すみません」

　どんな状じよう況きようでその台詞せりふが自分の口から出たのか、聞き返すまでもない。カッと首から上に血が集まり、額に汗あせが滲にじむ。

「顔色がよくない。なにか不具合があれば……ここに。水のボトルは、頭上……手を伸ばせば届くところに置いてある」

　苦い口調でそう言った和智が、まだ身体を起こすことのできない結仁の頭の脇に、白いメモ用紙らしきものを置く。

　ついでのように軽く前髪に触れられ、反射的に手を伸のばした。

「ぁ……」

　指先が和智の左手の甲こうに一いつ瞬しゆん掠かすめただけで、スッと離れて行ってしまう。

　でも、その一瞬で結仁の視界にチラッと赤いものが過よぎり……慌あわてて上半身を起こそうとした。

「っ、ぅ」

　直後にクラリと眩暈めまいに襲おそわれてしまい、片手で目元を覆おおってベッドに逆ぎやく戻もどりする。

　アレを……確かめなければならないのに、目の前が暗い。キン……と、不快な耳鳴りが響いている。

「無理に動こうとするな。……勝手をして悪かった」

　低くつぶやいた和智にどう言い返せばいいのかわからず、唇を微かすかに震ふるわせる。一時的な貧血状態からの回復を待っているあいだに、衣きぬ擦ずれの音が遠ざかってしまった。

　ドアの開閉音……パタンと閉じ、オートロックのかかる音らしきものが聞こえたのを最後に静せい寂じやくが落ちる。

「……なんか、とんでもないこと……した」

　したというか、されたというべきか。

　涼しげな顔で出て行った和智が、少し前まで結仁を組み敷しいて淫みだらな惑わく乱らんに沈しずめていたなど、信じられない。

　でも、この身には熱の余よ韻いんが漂っていて……現実だと突つきつけられる。

「ベッド、移してくれたのか。身体も、もしかして拭ふいてくれたのかな」

　結仁が意識を飛ばしているあいだに、もう一つのベッドに移動させてくれたようだ。どこにもベタつきなどの不快感はなく、素す肌はだに感じるサラリとしたシーツが心地いい。

「なんだったんだ、あの人……」

　こうなった経けい緯いを遡さかのぼって思い出すと、いろいろ言われた気がする。

　毛色の違ちがう、物もの珍めずらしい相手を試ためしてみたいのか……とか、相手が引っかかりそうになったら逃にげようとするのが手管か……とか。

　結仁と和智のあいだで少しずつ言動のズレが積み重なり、誰とでも軽く関係を持つ人間だと思われたのは想像がつく。けれど、それでどうして和智自身が結仁をホテルに誘さそうことになったのかが、わからない。

「そういえば、好こう奇き心とか探究心って……言ってたっけ？」

　同性を相手にしたことはないんだ、と。そんな言葉も聞いた気がする。

　結仁を抱いたことで、和智のそれらの知識欲は満足したのか……？

「一瞬、見えた気がしたの……気のせい、だよな」

　ようやくクリアになった視界に、自分の左手を映す。

　顔の前で大きく指を開き、親指から順番に……小指までじっくりと検あらためて、いつもと変わりのない外見に小さく息をついた。

「なんか……いっぱいいっぱいだ。ちょっと、寝ねよう……」

　朝まで休めと和智に言われなくても、しばらく動けそうにない。全身が重くて寝返りさえ困難だし、頭の中もゴチャゴチャに混乱している。

「無断外がい泊はく……怒おこられるかな」

　マンションに居い候そうろうさせてくれている姉と義ぎ兄けいの顔を思い浮うかべて、連れん絡らくしたところで今いま更さらかと嘆たん息そくした。

　夜中というのが、正確に何時なのか確かめる気力もない。

　それに……、

「意気投合したら飲みに行け、とか言ったの、あっちだし。酔よい潰つぶれて動けなくなって、ネカフェで休んでた、って言い訳……でいいか」

　和智を追いかけろと言ったのも、タイムカードを押しておくから飲みに行くなり好きにしろと言ったのも、義兄……オーナーだ。

　無断外泊には渋しぶい顔をされると思うけれど、さほどきつくは咎とがめられないだろう。姉が文句を零こぼすかもしれないが、仲ちゆう裁さい役も任せてしまえ。

　そう決めると心が軽くなり、スッと意識が薄うすれて心身が眠りを求める。

　パタンとベッドに手を投げ出した結仁は、鈍にぶい動きで横向きになって身を丸くする。

「早く、消えろ……って」

　色いろ濃こく全身に漂う余韻……和智の手や口づけの感かん触しよくを追い出したくて、ギュッと自分の腕うでで身体からだを抱だき締しめた。










《四》







　昼休みの終わりが近づくと、構内の小道を行き交かう人の数が目に見えて増える。午後一番の講義を受講するらしい学生が、足早に広場を横切って行く。

　教室は飲食物の持ち込みが原則禁止なので、この時間からカフェでドリンクを購こう入にゆうしようとする学生は多くない。

　だから、常連の女子学生グループに呼ばれるまま、結仁が持ち場のワゴンを離はなれてテーブルを囲んでいてもさほど支障はない。ただ、決まってこの時間に買い物に来てくれる人もいるのだ。

　……彼は、今日も立ち寄ってくれるだろうか。

　結仁がいなかった昨日の月曜は、やって来たのかどうか確かめる術すべもなくて……学生たちの話を聞いていても、気が逸それてしまう。

　そんな結仁の、心ここに在らずといった様子は、目の前の学生たちには誤ご魔ま化かせなかったようだ。

「結仁さーん、なんかぼんやりしてるけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「さっきから、黙だまったまんまだし。体調が悪いんじゃないよね？」

　心配そうな表情と声でそう言いながら、二人の女子学生に顔を覗のぞき込まれて、慌てて口を開いた。

「えっ、あ……ああ、ごめん。朝の天気予報で午後には下り坂だって言っていたけど、気象予報士の言葉は当たりだなって思って。雨が降ると、お客さんが減るんだよね」

　噓うそではない。

　空には先ほどから灰色の雲が広がっていて、とうとうお日様を覆い隠かくしてしまった。十一月ともなれば、晴天時の日向ひなたは暖かくても太陽が翳かげると途と端たんに肌はだ寒ざむくなる。

　オープンテラスの宿命とも言うべきか、悪天候の日は客足が落ちる。春からここを担当している結仁はまだ予想するしかないが、きっと真冬もこの広場のテーブルは閑かん散さんとするに違ちがいない。

　そう思い、「冬もダメだろうな」とつぶやくと、二人の女子学生は力強く首を横に振ふって否定した。

「雨の日はお客さんが減るだろうけど、冬はホットドリンクがめちゃくちゃ美味おいしいんだよね。ここのワゴンカフェの熱いココア、最高！」

「そうそう、結仁さんは心配しなくていいよ。自じ販はん機きで買うものより熱いから、寒くなればなるほど売り上げアップするし」

　二人がかりで励はげまされて、ふっと頰ほおを緩ゆるませる。

「ありがとう。二人ともいい子だなぁ。じゃあ、真冬の寒～い日でも、君たちは寄ってくれるって期待しておこう」

「結仁さんに、そんなふうに笑われたら……嫌いやって言えないじゃない」

「ねー。もちろん、寄るけど。ココアのホイップ、オマケしてね？」

　笑いながら、両りよう脇わきから腕を取られる。

　自然な仕草で密着され、結仁は引き攣つりそうになった頰にかろうじて笑えみを浮かべる。

「うーん、おねだり上手だ。ちゃっかりしてるなー」

　さり気なく腕を引き抜ぬいて二人の頭に軽く手を置いた。そうしてわざと子供扱あつかいした結仁に、二人は唇くちびるを尖とがらせて寄せていた身体を引く。

「そうやって子供扱いするけど……あんまり、変わんないよね？」

「おれ？　ピチピチの十八歳」

「またぁ。この前は、三十歳って言ってた。聞く度たびに答えが変わるんだから」

　拗すねる二人に、「ナイショ」と笑ってみせる。

　こうして、冗じよう談だんをたっぷり含ふくんだ会話をしていたら……頭の片かた隅すみを常に占しめている和智を、意識から追い出すことができる。

　あの土曜の夜から結仁の中にずっと居座っていて、油断をしたら端たん整せいな顔を思い浮かべてしまうのだ。

　いや、顔だけでなく……意外と力強かった腕や、縋すがりついた広い背中……結仁を惑まどわせる器用な指に、いつもはどこに秘ひめていたのだと不思議になるくらい熱っぽい眼まな差ざしも。結仁の心身のすべてを支配するような、身体の奥に感じる熱まで……。

「っ……」

　鳴り響ひびく時報のチャイムによって我われに返った結仁は、うつむいて片手で口元を覆おおう。

　淫いん靡びな時間を、うっかりこんなところで思い出しそうになってしまった。きっと紅潮しているみっともない顔を、彼女たちには見せられない。

「結仁さん？　ホントに大丈夫？」

「顔が赤いんじゃないの？　あ……お客さん、みたい？」

　腕に手をかけてきた二人に答えることもできずにいたけれど、一人のつぶやきが耳に入り、慌あわてて腰こしかけていたイスから立ち上がった。

「ごめん、行くね」

　お客さん、の一言で仕事モードに戻もどることができた。

　きっと、頰の紅潮も引いているはずだ。

「あっ、そういえば午後一の般教、取ってたんだった！　やっばい」

「噓。それって、あたしも一いつ緒しよのヤツ？　結仁さん、またね！」

　結仁に続いて二人も慌ただしく立ち上がり、驚おどろくようなスピードで荷物を持つと小走りで広場を出て行く。

　あまりにも鮮あざやかな撤てつ収しゆうで、結仁が手を振り返す間もない。

「あ……お客さんっ」

　自分も、ぼんやりしている場合ではない。ハッとしてワゴンを見み遣やると、黒いトレンチコートを身に着けた長身の姿があった。

　ドクンと心臓が大きく脈打つのを感じながら、急ぎ足でワゴンに戻る。駆かけ寄って「すみません」と謝った結仁に、長身の主……和智は無言だ。

　顔を見ることはできなくて、そそくさとワゴンに乗り込むとカウンター越ごしに向き合った。

「大変お待たせしました。えっと……ご注文、お伺うかがいします」

「カフェラテをホットで」

「……はい」

　馴な染じみのオーダーに、なんとなくホッとする。

　いつも現れる時間より遅おそいので、もしかして今日は結仁がいるのがわかっていて立ち寄ってくれないのかと思っていた。

　気まずさのあまり真っ直すぐ顔を見ることはできないけれど、目の前にいる和智はこれまでとなにも変わらない。オーダーするものまで、同じだ。

　ホッとした直後、土曜のことを忘れられなくて動どう揺ようしているのは自分だけなのかと、消しよう沈ちんしそうになる。

　ダメだ。今は、余計なことを考えずにカフェラテを作らなければ。

　深呼吸で雑念を振り払はらった結仁は、丁てい寧ねいに手を清めると、身体に染みついた手順でエスプレッソマシンを操作する。

　蒸気と共に注ぎ口からスチームミルクが噴ふき出し……ほんの少し手を引くタイミングを誤った結仁の指に、飛沫しぶきが跳はねた。

「ッ！」

　反射的に左手を引き、無意識に軽く振って熱を払う。少しヒリヒリするだけなので、放ほうっておいてもいいだろう。

　それより和智を待たせてはいけないと思い、抽ちゆう出しゆつされたエスプレッソとミルクが注がれた耐たい熱ねつカップを手にカウンターに戻ると、手元に視線を落としたまま蓋ふたを嵌はめた。

「お待たせしました。……二百五十円、ちょうどお預かりします」

　カウンターのトレイには、既すでにピッタリの小こ銭ぜにが置かれている。

　結仁は、チラリとトレイに目を向けてそれを確かく認にんしながら、「お砂糖が必要でしたら……」と、定型文を読み上げる気分で続けようとしたけれど、

「指、火傷やけどをしたんじゃないのか？」

「え？」

　和智の声にお約束の台詞せりふを遮さえぎられて、思わず顔を上げた。

　覚かく悟ごする間もなく視線が絡からんだ直後、慌ててうつむいて手元に目を泳がせる。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「見せてみろ」

　結仁は大丈夫だと口にしたのに、和智の声は硬かたい。言葉とほぼ同時に左手を握にぎられて、ビクンと肩かたを強こわ張ばらせた。

　結仁の過か剰じようとも言える反応は、手を取った和智にも伝わっているはずだ。それなのに、触ふれた手を離はなそうとせず指先を検分される。

「人差し指の先が、少し赤くなっているんじゃないか」

「へ、平気で……、ぁ？」

　落ち着きなくさ迷わせていた視線を、自分の左手に触れている和智の手にあてる。

　そこにある、予想もしていなかったモノが結仁の目に映り……絶句した。

　どうして……ここに、ソレが？

　あり得ない、あるはずのないモノだろう。だって、相手は和智で……。

　結仁が不自然に言葉を切ったせいか、和智は怪け訝げんそうに口を開く。

「おい？　痛むなら、ひとまず氷に手を突つっ込んでろ。ここには売るほどあるだろう」　>>>♥

「……いえ、それはホントに平気です。なんとも……ない」

　なにかがあるとするなら、赤みを帯びただけのちっぽけな火傷ではなく……他人の指に存在するものとしては見慣れた、赤い糸だ。

　ただ、結仁自身の指には一度も見たことのなかったもので、それが左手の小指から延び……和智の左小指に巻きついた赤い糸と絡んでいる様を、呆ぼう然ぜんと見み詰つめた。

「……んで？」

　誰だれかのものと絡んでいるところどころか、この小指には赤い糸の一いつ端たんでさえ目にしたことがなかった。

　自分には、結ばれる相手はおろか赤い糸自体も存在しないのではないかと、そこまで考えていたくらいだ。

　それなのに、なぜ、今この場面でそれが見えるのだろう。和智の左小指にある糸と結ばれている状態など、想像したこともない。

「どうした？　結仁？」

　今の結仁は、あからさまに不自然な様子だと思う。

　なんでもないですと、笑って誤ご魔ま化かすべきだと頭ではわかっているのに……和智の声に不ふ審しんそうに名前を呼ばれても、一言も応答ができない。

　自分と和智を繫つなぐ赤い糸から、目が……離せない。

「結仁」

　焦じれた空気を漂ただよわせた和智に、低く名前を呼びながら少し強く手を握られて、ビクッと反射的に振ふり払ってしまった。

　その直後、我に返った結仁は、まるで和智の手を嫌がって払い除のけたみたいだと気がついて焦あせる。

「あ……すみま、せ……」

　顔を上げると同時に目が合ってしまい、またしても不自然に視線を逃にがす。

　些さ細さいなことでクレームをつけてくる面めん倒どうな客や、執しつ拗ように交際を迫せまる男女を無難にあしらう術すべは、すっかり会え得とくしていると思っていた。

　それなのに、和智を前にすると『無難な切り抜ぬけ方』など、一つ残らず頭から吹ふき飛んでしまう。

　取り繕つくろう術を知らない、子供に戻ったみたいになる。

　なにを言えばいいのかもわからなくて、自分の左手を握り締しめてうつむいた。

　心配してもらっているのに邪じや険けんな態度を取る結仁は、和智の目にはさぞ可愛かわいげがなく映っているだろう。

　さすがに呆あきれて立ち去るかと覚悟したのに、和智はその場から動こうとしない。

　小さく息をつき、硬い声でポツポツと口を開いた。

「女子学生には、ベタベタさせていただろう。俺だと、手が触れるのも嫌いやか」

　自じ嘲ちようを滲にじませたそんな言葉には、さすがに黙だまっていられなくなった。

「違ちがいますっ。そうじゃなくて、彼女たちは、なんとも思ってないから平気だっただけで……」

　嫌がったわけではないのだと答えながら、嫌ではないことを証明したくて和智の左手へと手を伸のばす。

　結仁の指先が手の甲こうに触れた途と端たん、視界に映るのは……やはり紛まぎれもなく、自分たちを繫ぐ赤い糸だ。

「心配してくれたのに、すみません。和智さんを嫌がっているんじゃない」

　小声で謝りながら、触れていた指をそろりと離す。

　自分たちの小指を繫ぐ赤い糸は、しばらくその痕こん跡せきを留とどめ……ゆらりと、空気中に溶とけ込むようにして消える。

　糸が解ほどけたり切れたりしたのではなく、結仁が触れていた手を離したことで見えなくなっただけだろう。

　他ほかの人の指にあるものも常に視界に入るわけではなくて、接せつ触しよくによって見えるようになるのだ。

「そうして一歩下がるのが演技なら、大したものだ」

　苦い口調でそんなふうに言われて、思わせぶりな態度を取って和智の気を惹ひこうとしているのだと受け取られたことを知った。

　結仁は小さく首を左右に振り、しどろもどろに反論する。

「演技……？　って、そんなんじゃ、ない」

　もし、結仁がそう画策したとしても、和智には容易たやすく看破されて軽けい蔑べつの目で見られるだけだ。

　だいたい結仁の浅せん慮りよが、和智のように聡そう明めいな人間を相手に、まかり通るわけがないだろう。

　それがわかっているのだから、小こ賢ざかしい真ま似ねなど試みようとも思わない。

「和智さんに、おれみたいな単純バカの演技なんか通用しない……ですよね？」

　疑問形で否定すると、和智は珍めずらしく迷いを滲ませた声で返してきた。

「……さぁ、どうだろう。他人が腹の底でなにを考えているのかなど、読めないからな。わかったような心理学的な分ぶん析せきなど、実に傲ごう慢まんな行こう為いだ」

「それは、そうだけど。考えていることは読めなくても、おれはバカ正直に全部顔に出るって言われてて、実際にだいたい言い当てられるから」

　だから、きっと和智にも読まれてしまうのでは……と思っての発言だったけれど、和智は短く聞き返してきた。

「……誰に？」

「えっと、主にカフェのオーナーに……かな。おれは、ずいぶんわかりやすいみたい」

　オーナーには隠かくし事ができないのだと、自分の単純さを告白するのが恥はずかしくて苦く笑しようを浮うかべる。

　カフェのカウンター内で並ぶことの多い今では、実の姉よりも結仁のことを把は握あくしているのではないかと思うことさえある。

　だから和智がカフェを訪おとずれた時に、彼のようなタイプに弱いだろうと、一目で言い当てられてしまった。

　結仁が和智のことを特別に意識していたことは、オーナーには容易く見み透すかされていたに違いない。

　全部わかっていながら、意味深な笑えみを浮かべて「忘れ物を持って追いかけろ」と、背中を押してきたのだ。

　和智は知る由よしもない、結仁が忘れ物のバッグを手に追った経けい緯いを思い出したついでに、その後の未いまだに現実とは思えないようなアレコレまで記き憶おくの底から浮かび上がってしまった。

　唇くちびるを引き結んでうつむいていると、和智がポツリとつぶやく。

「オーナーと、やけに親し……いや、なんでもない。俺が問い質ただす理由などないな」

　俺、と。

　これまでは和智がここで口にすることのなかった一いち人にん称しように気がついて、思わず顔を上げる。真っ直すぐに目が合い、なにか言わなければ……と唇を開いた。

「あの、カフェラテ冷めちゃったかも……。作り直しましょうか？」

「いや……気にしなくていい。それより、指は本当になんともないのか」

「あ、もう全然っ」

　左手の指先を和智の指にトンと突つつかれて、パッと視線を向ける。

　やっぱり……和智と手が触れ合ったら、自分たちの小指を繫ぐ赤い糸が見える。

　あいだにある紙カップを透とう過かして、和智の左手の小指から延びる赤い糸と自分のそれが結ばれていた。

「結仁？」

「っ！　すみません。手……っ」

　赤い糸の行ゆく方えを目で追いながら、無意識に左手で和智の指を握にぎり締めていた。慌あわてて手を離はなした結仁に、和智は少しだけ眉まゆを顰ひそめて予想外のことを言い出した。

「毛色の違う相手も、そう悪いものではなかったか？　今日は、十六時までで終わる。このワゴンカフェも十六時で撤てつ収しゆうだな？　片づけが終わる頃ころに、迎むかえに来よう」

「え……」

　言葉の意味を捉とらえきれずに目を瞠みはる結仁の返事を待つことなく、和智はカフェラテのカップを手にしてワゴンを離れる。

　啞あ然ぜんとしている結仁は、呼び止めることができずに黒いトレンチコートに包まれた広い背中を見送った。

　いつもなら広場に設置されているテーブルでカフェラテを飲んでいくけれど、今にも雨が降り出しそうな空模様のせいかカップを持って小道へと歩いて行く。

　一人きりになった結仁は、ようやく金かな縛しばりが解けてぎこちなくカウンターに目を落とした。

　トレイに残されている銀色の硬こう貨かを見み据すえて、和智の言葉を思い起こす。

「迎えに……って、言った？　なんで？」

　あの言い方では、迎えに来るから一いつ緒しよに帰ろうと誘さそっているみたいだった。

　その前の、毛色の違う相手がナントカという部分はよくわからないが、醜しゆう態たいを曝さらした結仁と二度と関かかわりたくないと避さけるつもりはないようだ。

「赤い糸が、和智さんと繫つながっていて……って、なんかの間違いじゃないのか？　好意を持たれているとか、冗じよう談だんでもなさそうだ」

　では、結仁は？

　ほとんど会話を交かわしたことがなかった頃から、和智を好ましく感じていたのは確かで……触ふれられるとドキドキした。

　なにか誤解があってとんでもない事態に陥おちいってしまったが、和智に対する感情は悪くなったわけではない。

　恋こいがどんなものなのかこれまで知らなかったから、『これがそうだ』と言い切れるかどうかわからないけれど……和智は特別だ。

「なんだ。おれ……おれが、和智さんを好きなんだ」

　赤い糸は、そうであればいいという願望が見せている幻げん覚かくだろうか。それとも、縁えん結むすびの神だったというご先祖様の力を継ついでいるのをいいことに、自分に都合よく能力を利用して無意識に結んでいるのか……。

「……わかんね」

　初めてのことばかりで、なにもわからない。

　本当に、撤収に合わせて和智がやって来るのかも……迎えに来た和智が、それからどうするつもりなのかも。

　わからないのに、心臓がトクトク鼓こ動どうを速めて期待している。

　迎えに来ると言い置いた和智を待つと考えただけで、隠し切れない喜びが胸の奥から湧わき上がるみたいだ。

　ポツ……ポツと、とうとう降り出した雨をワゴンの中から眺ながめて、深く息をついた。










　十六時を少しだけ過ぎてやって来た和智は、帰り支じ度たくをすっかり整えてワゴンの脇わきに立っていた結仁に「行くか」とだけ口にして、歩き出した。

　傘かさを差すほどではないけれど、細かな雨がパラパラと断続的に降っていて、時おり冷たい雫しずくが頰ほおに当たる。

　和智がゆったりとした大おお股またで向かっているのは、大学の敷しき地ちの……奥か？

　どこに行くのか不思議になった結仁は、少し遅おくれて和智の後ろを歩きながら尋たずねる。

「あの、どこに……？」

「自家用車を駐ちゆう車しや場に止めてある」

　それだけ答えた和智は、結仁を振ふり返るでもなくマイペースに足を運ぶ。

　質問の答えとして間違いではないと思うが、結仁の疑問は半分くらいしか解けていない。けれど、重ねて追つい及きゆうすることはできなくて、無言で和智を追いかけた。

　辿たどり着いた駐車場で、

「……乗れ」

　そう短く促うながされた車は、和智の自家用車としては予想外のものだった。

　この硬かたそうな人が、スポーツタイプの派手な車を自家用車にしているなんて……結仁でなくても、驚おどろきに目を瞠るだろう。

「早くしろ。雨が強くなってきた」

「は、はい」

　そう急せかされて、急いで助手席に乗り込んだ。慣れないバケットシートとシートベルトに手間取っていると、運転席に座った和智が手を伸のばしてきて装着してくれる。

　エンジンが重低音を響ひびかせて、車がゆっくりと動き出した。

　どうして結仁を自分の車に乗せるのか……どこへ行こうとしているのか。疑問は多々あるのに、なにから聞けばいいのかわからない。

　無言で、フロントガラスにぶつかる雨あま粒つぶを見み詰つめることしかできない。

　夕方のラッシュ時間には少し早かったからか、渋じゆう滞たいに巻き込まれることなく順調に道路を走った車は、マンションの駐車場らしきところに吸い込まれた。大学の駐車場を出てから、三十分ほどは経たっているだろうか。

　地下駐車場で停とまった車を降りる和智に続いて、結仁もコンクリートの地面に降り立つ。

「あの、和智さん。ここ……」

「俺の自宅だ。ホテルは好きじゃない」

　それだけ口にした和智は、エレベータホールらしきところへ向かって歩いて行く。一人でここに取り残されては堪たまらないと、結仁も慌ててその後を追った。

　こちらを気にかけてもいないと思っていた和智だが、一人でエレベータに乗り込むことはなく、結仁が追いつくのを待っていてくれたようだ。

　静かに上じよう昇しようする狭せまいエレベータの中、沈ちん黙もくが息苦しくなった結仁は無理やり話題を引っ張り出した。

「車、格好いいですね。和智さんは堅けん実じつそうなセダンのイメージがあるから、ちょっと意外だったけど」

「ロータリーエンジンを積んだ車は、興味深いだろう。四ストロークレシプロエンジンと違ちがって、燃焼安定性が悪く熱効率も低い。オイル消費量も多く燃費性能はよくないが、燃焼温度が低いことで、排はい気きガス中の窒ちつ素そ酸化物濃のう度どが低い。機能的なエンジンルームは美しいし、探究心を満足させてくれる」

「探究心……」

　そういえば和智の口から、好こう奇き心とかと探究心という言葉を以前にも聞いた覚えがある。ジャンル不問で、疑問があればとことん追究したくなる性分なのだろう。結仁から見れば、とてつもなく勤勉だ。

　エレベータを降りた和智は、静かな廊ろう下かを歩いて一室の前で足を止める。ロックを解除して扉とびらを開けると、チラリと結仁を振り向いて視線で入るように促した。

　ここまでついてきておいて、遠えん慮りよをするのは今いま更さらか。

　そう思った結仁は、小さくうなずいて「お邪じや魔まします」と和智の後に続いた。

　一人暮らしなのだろう。家具を始めとした物が多くないリビングはきっちりと片付いていて、モデルルームのような空間だ。

　結仁の部屋のように、床ゆかに漫まん画が雑誌やゲーム機が転がっていることもない。ただ、壁かべ際ぎわに設置された腰こしあたりまでの高さのラックには、ずらりと本が並べられていた。

　工学や物理学……自然科学系のものがあるかと思えば、法律関係のものや気象学、動物図ず鑑かんまでジャンルは多た岐きに亘わたっている。

　その一角に、日本古来の神話や国造りに関するものまで見つけて、和智の知的好奇心の幅はば広ひろさに感かん嘆たんの息をつく。

「すごい……。これ、全部読んでるんですか」

「本を読まないでどうする。飾かざりにするものではないだろう」

　ラックに並ぶ本の背表紙を眺めながら尋ねると、背後から和智の声が答えた。顔が見えないので確信は持てないけれど、苦く笑しようを浮うかべていそうな声こわ色いろだ。

「……おれの部屋にある百科事典は、飾りみたいなものですけど」

　結仁の言葉に返事はなくて、呆あきれられたかと不安になって振り返ろうとしたところで、予告なく長い腕うでが絡からみついてきた。

「あ……の？」

　ビクッと肩かたを震ふるわせた結仁は、息を吞のんで背後の和智の様子を窺うかがう。

　なにを思って、結仁を抱だき寄せている？

　顔が見えないから……いや、顔が見えていたとしてもわからないかもしれないが、和智がなにを考えてこんな行動に出たのか一ミリも読めない。

　視界の端はしに、接せつ触しよくによって目に映る……自分たちを繫ぐ赤い糸が過よぎり、ますます混乱する。

「嫌いやなら、振り払はらって逃にげればいい」

「……っでも、あれで探究心だか好奇心は、満たされたんじゃ……」

　同性を相手にしたことがないから興味があったのだろうから、あの一度で気が済んだのかと思っていた。

　和智の腕を振り払うことなどできず、身体からだを強こわ張ばらせてそう口にする。和智は、結仁を両腕の中に抱いたまま言い返してきた。

「先日の数時間では、足りない。まだわからないことのほうが多い。疑問は残っている」

「おれが、相手で……役に立つ？」

「結仁がいい。結仁でなければダメだ」

　まるで、熱っぽく口説かれているみたいだった。

　結仁でなければ……などと言われて、拒こばむことができるわけない。

　和智の真意は不明だけれど、結仁は和智に向ける好意が、恋れん愛あい感情に分類されるものだと自覚してしまったのだ。

　こんなふうに、腕の中に抱き締しめられると……逃げられない。

「いいな？」

　和智は、結仁が軽く関係を持つことのできる相手だと思っているから、こうして抱き寄せるのだろう。

　自分たちが、赤い糸で結ばれている……なんて、想像さえしていないはずだ。

　それも、結仁が神力で以もって願望を具現化しているだけかもしれない。

　見えるから、惑まどわされて……かえって真実がなにかわからない。

「……ん。和智さんの好きにして、いいよ」

　和智の好奇心が満足するか、疑問とやらが晴れるまででもいいから、こうして近くにいたい。

　誤解を利用して、慣れているからなんともないように振る舞まっていたら、傍そばにいられると……ズルい考えが頭に浮かぶ。

　肩の力を抜ぬいた結仁は、背中に密着した和智のぬくもりを感じながら目を閉じて、視界から赤い糸を消した。










《五》







　カフェの扉が開き、長身の男性が入ってくる度たびに心臓がトクンと不自然に高鳴る。

　顔を上げて『違う』ことを確かく認にんして、「いらっしゃいませ」と笑いかけるけれど……そんなことを繰くり返しているうちに、気き疲づかれしてしまった。

「結仁、休きゆう憩けい」

「はい」

　オーナーに肩を叩たたかれて、ロッカールームがある奥を親指で指される。ホッとした結仁は、手て渡わたされたマグカップを持って奥へ引っ込んだ。

　マグカップから立ち昇のぼる湯気は、甘い香かおりを放っている。

「見み透すかされてるかな」

　結仁が精神的に疲ひ弊へいしていることは、スタッフにも客にも悟さとられていないはずだ。そう意識して、普ふ段だん通りに振ふる舞っていたつもりなのだから。

　でも、様子が異なることをオーナーには感づかれているらしい。

　ホイップクリームの飾られたホットココアは、昔から心身のどちらかが疲れている際に結仁がリクエストするものだ。

　それを、一言も言葉を交かわすことなく渡わたされたということは、少なくともオーナーには隠かくすことが不可能なレベルで疲労を滲にじませているらしい。

「今週二回目の朝帰りに、気づかれてないわけがないもんなぁ」

　水曜日と、土曜日。結仁がマンションに帰宅したのは、ようやく空が白み始めた早朝の六時前だ。

　わざわざ顔を覗のぞかせて声をかけてきたりはしなかったが、早起きのオーナーは玄げん関かん先さきの物音に気づいているに違ちがいない。

　ふっと息を吐ついてココアを一口含ふくんだ瞬しゆん間かん、「結仁」と女性の声で名前を呼びながらドアが開け放たれた。

「コレもおやつにしろ、って達ちゃんが。あんたに甘いなぁ」

　ノックもなく無ぶ遠えん慮りよにロッカールームのドアを開けたのは、ここにいるのが結仁だけだと知っていたからだろう。

　おやつと言いながら差し出してきた白いプレートには、パンプキンタルトが載のっている。硬かたいクッキー生き地じの縁ふちは大きく欠けていて、カットに失敗したせいで客に提供できなくなったものだ。

「……姉ちゃん。店では、オーナーって呼ぶんじゃなかった？」

　フォークが添そえられたプレートを受け取った結仁は、達たつ矢やという名前のオーナーを「達ちゃん」と愛あい称しようで呼んだことを咎とがめた。

「結仁こそ、姉ちゃんって呼んだじゃない」

　そう不ふ貞て腐くされた口調で返してきた姉は、結仁が腰を下ろしているイスの隣となりに、少し離はなれたところからもう一つイスを移動させてくる。

「それは、つい」

「ほら、やっぱり」

　カフェのオーナーは、結仁の姉である愛美の夫なのだ。身内だと隠すわけではないけれど、職場で前面に押し出すつもりもない。

　結果、営業時間中の人目のあるところでは、少し距きよ離りを置いた呼び方でやり取りしているのだ。

　それが、他人のいないロッカールームだとつい素すが出てしまう……のは、お互たがい様だ。

　隣となり合って座り、顔を見合わせた結仁と姉は、互いを批判しても泥どろ仕じ合あいだろうと同時に口を噤つぐんで目を逸そらした。

「このパンプキンタルト、カットしたの愛美ちゃんだろ」

「やだ、わかる？」

「そりゃ、わかるよ。タルト生地は脆もろいから、慎しん重ちようにカットしてって言ってるのに」

　ハッキリ言って、意外でもなんでもない。姉は昔から、なにかと大おお雑ざつ把ぱ……よくいえば、大だい胆たんなのだ。

　結仁やオーナーがカットしたら、少々手元が狂くるっても、ここまで派手にタルトが割れることはない。

「ま、今言っても仕方ないか。いただきます」

「あっ、私にも一口ちょーだい。あんたの作るタルト、美味おいしいもんね。硬めのぽってりしたカスタードクリームと、ちょっとザラッとしたカボチャペーストの相あい性しようが絶ぜつ妙みよう」

　結仁の手からフォークを取り上げた姉は、三角形に切り分ける前はホールタルトの中心部分になっていた、尖とがった先せん端たんを大きく切り取る。

　表面を覆おおうカボチャペーストと、その下部に仕込んだカスタードクリームのバランスが、一番取れている場所だ。

　子供の頃ころから要領がいい姉は、相変わらずちゃっかりしている。

　更さらに、一口といいつつ無遠慮にガッツリ削けずり取っていった姉に、結仁は苦く笑しようを浮うかべるのみだ。

「ご馳ち走そうさま」

　結仁の持っているマグカップを無言で手に取ってココアを飲むと、満足そうに口にする。

　一いつ拍ぱく置いて、

「……達ちゃんはなんにも言わないけど、最近、続けざまに朝帰りしてるでしょ」

　そう、前まえ触ぶれなく切り込んできた。

　右手に戻もどってきたマグカップの持ち手をギュッと握にぎった結仁は、どう答えるのが無難か少し考えて言い返した。

「……警察沙ざ汰たになるような、変なことはしてないよ。それに、朝帰りしても仕事はきちんとやってるだろ」

　マグカップに視線を落としたままで、ポツポツと答える。

　和智の自宅マンションで、情事に耽ふけっていた……という朝帰りの理由を思えば気まずくて、姉の顔を見ることができない。

　姉は、隣に座っている結仁の肩かたを小こ突づいて、「仕事に影えい響きようを及およぼさないのは当然でしょ！」と声を上げた。

「まぁ、結仁ももう子供じゃないから、うるさく言わないけど。……赤い糸の相手、見つけちゃった？」

　最後の一言は、少しだけ声を潜ひそめてコソッと尋たずねてくる。

　反射的に視線を向けた自分の左手小指は、特段変わったところのないものだ。和智と接せつ触しよくした際に現れる赤い糸は、こうして見み詰つめても影かげも形もない。

「やっと、あんたにも赤い糸で結ばれた相手が」　>>>♥

「違う」

　姉の言葉を遮さえぎりたくて短く口にした否定は、思ったより強い響ひびきになってしまった。

　過か剰じような反応だったかと唇くちびるを嚙かんで後こう悔かいしても、後の祭りだ。

「……そう？　でも、このところのあんたは恋れん愛あいモードだと思ってたんだけど」

　笑えみを引っ込めた姉から顔を背そむけたけれど、横顔に視線を感じる。

　静かに質問を重ねられて、結仁はわざと軽い調子で笑いながら茶化した。

「そうです。愛美ちゃんの、気のせい！　からかえなくて、残念でした！」

　これ以上なにか聞かれても、答えられないことの言い訳にするために、切り分けたタルトをフォークに刺さして口に入れる。

　結仁の反応をどう思っているのか、姉は立ち去るでもなく無言でイスに腰こしかけている。なんだか、息苦しい。幼おさな馴な染じみのオーナーのほうが鋭するどいと感じることがあるけれど、姉も結仁の虚きよ勢せいを見破っていてもおかしくはなくて……。

　早く、出て行ってくれないだろうか。笑い続けられなくなってしまいそうだ。

　そんな結仁の窮きゆう状じようを救ってくれたのは、ドアをノックする音と「愛美」というオーナーの声だった。

　名前を呼ばれた姉は、「はい！」と答えてイスから立ち上がる。

「結仁の休憩の邪じや魔まをするなよ。オーダー、溜たまってきたぞ」

「邪魔って、なによ。……仕事に戻ります！」

　唇を尖らせた姉は、ドア越ごしに声をかけてきたオーナーにそう返すと、結仁の肩をポンと叩いてロッカールームを出て行った。

　言葉もなく肩を叩かれたことの意味は……朝帰りを控ひかえろという窘たしなめか、フラれないようにしろという激げき励れいか、一人にしてやるからゆっくり休きゆう憩けいしろという皮肉か……。

「深読みし過ぎて、謎なぞだな」

　まったく読めないと、嘆たん息そくする。アレかコレかと考えたところで、どれも見けん当とう違ちがいかもしれない。

　そういえば、和智も言っていた。

　人の心を分ぶん析せきすることは不可能だ……と、いうようなことを。

　よく知っているつもりの身内でも、言葉のない行動の意味などわかるわけがない。

　まともに言葉を交わすようになって日が浅い和智が相手だと、尚なお更さら想像がつかなくても当たり前だ。

「なのに、身体からだだけは知ってるって、どんな関係だよ」

　和智は、結仁自身も知らないようなところまで触ふれてくるけれど、結仁は和智に翻ほん弄ろうされ、我われを忘れて縋すがりつくだけになってしまう。

　しかも、ほぼ一方的に弄いじり回されているだけなので、『知り合っている』とは言い難がたいかもしれない。

「あの探究心は、いつまで持続するのかなぁ。同性とヤルのは初めてだって言ってたもんな。和智さんの好こう奇き心が満足するか、いろんなことを試ためして、知り尽つくして厭あきたら……終わり、かな？」

　一度のみならず、二度……昨日で三度、結仁を自宅に誘さそい、言葉少なに腕うでに抱だく和智の真意は不明だ。

　軽く、誰だれとでも関係を持つのだろうと初めに誤解されたことで意地を張った結仁は、和智とベッドを共にすることなどなんでもないというふりをして……同性どころか、異性とも未経験だったと告げるタイミングを、完全に逃のがしてしまった。

　和智を前にして、色事に慣れたふうにきちんと振ふる舞まうことができているのだろうか。

　淫みだらな熱に溺おぼれた結仁は、いつも途と中ちゆうでわけがわからなくなるので、和智がどんな目で自分を見ているのかも知らない。

「赤い糸……なんて、無意味って感じだ」

　これまで結仁が見てきた『赤い糸で結ばれた二人』は、後に糸が解ほどけることになってしまっても……結ばれている時は、心から幸せそうだった。

　慈いつくしみ合い、あたたかな空気に包まれて、より結び目を強固なものにしようと互いに努力しているのが伝わってきた。

　でも、自分と和智を繫つなぐ赤い糸は、これまで結仁が見てきたものとは別のものではないかと思うほど、なんの意味も見み出いだせない。

「結び目を解いても……次に逢あったら、また結ばれてるし」

　二度目に和智と関係を持った後、母親に禁きん忌きだと言い渡わたされていた『結び目を解く』ことを試みたのだ。

　なにかの間違いか、自分が無意識にやってしまったことなら、それで終わりだろうと……思っていた。

　なのに、昨日、和智に抱き寄せられた時には、また左手の小指同士を繫ぐ赤い糸が復活していて驚おどろいた。

　復活していただけでなく、身体を重ねる回数が増えたせいか結び目が固くなっていたように感じる。一度目はすんなり解けたのに、昨夜ゆうべは固く結ばれた部分を解くのに手間取ったのだから。

「金曜だから、大学のカフェには行かなかったのに、呼び出してまで……って、なに考えてんだろ」

　和智から届いたメールは、カフェ本店での仕事上がりの時間を尋ねるものだった。帰宅できる時間を返信すると、車で近くまで迎むかえに来て……結仁を自宅マンションに連れて行ったのだ。その意味など、結仁にはわからない。

　まるで、そうまでして一いつ緒しよに過ごしたいと態度で示されているようだと、自分に都合よく捉とらえそうになってしまう。

「月曜は大学のワゴンも本店も休みだって言ったら、日曜の夜にまた……なんて、約束を取りつけてくるし」

　ただ……あれは、約束というより、一方的な宣言と言ったほうが正しいかもしれない。

　結仁に「来られるか」と尋ねるのではなく、ただ「では、自宅で待っている」と短く言い放っただけなのだ。

　結仁が黙だまって来ないのなら、それでも構わないと思っていそうな淡たん々たんとした様子で、端たん整せいな横顔をジッと見ても言葉以上のものは探さぐれなかった。

　来なくてもいいと……その程度なのかと思えば苦しくて、もういいと背中を向けられるのではないかと怖こわくて、きっと結仁は和智のマンションを訪おとずれる。

　赤い糸の繫がりを疑い、こんなふうに関係を続けていいのかと迷いながらも、どうしようもなく和智に惹ひかれていることは確かなのだ。

「なーんか……やっぱ、バカだよな」

　他人の恋愛模様を知識として吸収して、恋こいを知ったつもりになっていた。それが、傲ごう慢まんで愚おろかな思い上がりだったのだと、突つきつけられている気分だ。

　誰かに相談を持ちかけられても、もうアドバイスなどできそうにない。

　自分自身のことでさえ、あやふやで……頼たよりない。

　縁えん結むすびの神の力を、継ついでいる？

　こんな自分が、恋愛を司つかさどる神の系けい譜ふだなどと誇ほこれるわけもなく、ご先祖に申し訳なくて墓に顔向けできそうにない。

　はー……と特大のため息をついた結仁は、空になったマグカップとプレートを手に持ち、勢いよくイスから立ち上がった。

「仕事中！　グダグダ考えるのは、就業時間が終わってからだ」

　そう口に出して自分に気合いを入れると、マグカップを持ったままの手の甲こうで強こわ張ばっている頰ほおの筋肉を揉もみほぐす。

「結仁サンは、笑顔が一番！」

　ドア脇わきに取りつけられている、身み嗜だしなみチェック用の鏡に向かって笑顔の練習をしておいて、ロッカールームのドアを開けた。
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　和智の寝しん室しつには、リビングと同様に本が並ぶカラーラックがいくつも置かれている。

　ベッドサイドの小さなテーブルにも本が積み上がっていて、そこに設置されているランプの光を本の山が遮さえぎり、ベッドの隅すみに影かげが差す。

　ようやく身体の熱が下がりかけ、大きく肩かたで息をついた結仁は、寝ね返がえりを打って隣となりの和智に背中を向けた。

「……これ、面おも白しろい？」

　ベッドに落ちる影に目を留めると、横たわったままで本の山の一番上にあるものを指差した。

　一センチほどの幅はばがある背表紙に記されている文字は、『超ちよう高こう層そう大気物理学におけるデリンジャー現象の解かい析せき』。

　結仁なら、どんなに退たい屈くつしていても手を伸のばそうと思えないタイトルだ。タイトルを読むことはできても、なにを指しているものか想像さえつかない。

　うーん？　と眉まゆを顰ひそめていると、並んで横たわっている和智が静かに答えた。

「面白いと言えば、面白いか。電でん離り層に異常が発生することで起きる、通信障害の原因を……」

　身体の向きを変えて話を聞く体勢になったのはいいが、結仁はまったく理解できない顔をしていたに違いない。

「簡単に言えば、太陽フレアは聞いたことがあるだろう？」

　一いつ旦たん話を途と切ぎれさせた和智が、結仁の耳にも憶おぼえのある言葉に変える。

　結仁は、やっと和智の話を理解できるかとホッとして、小さくうなずいた。

「うん。ちょっと前、ニュースになってたやつだ」

　高校の科学でも習ったし、最近テレビでも大きく報道されていたので、太陽フレアの名前は知っている。

　それがどんな現象かということも、なんとなく思い浮うかべることができる。

「太陽フレアが原因で、電離層……地球を取り巻く大気の上層部にある分子や原子が、紫し外がい線やエックス線などにより電離した領域だが、そこに異常が起きて、長ちよう距きよ離り通信が不可能になる。オーロラも、電磁気学に関する現象だな」

「オーロラ！　映像とか写真でしか見たことがないけど、空が不思議な色になって怖いくらい綺き麗れいだって思った」

　電磁気がどうとか言われても、よくわからない。科学で解明できるとしても、結仁には不思議な現象としか思えなかった。

　怖いくらい綺麗だという結仁の発言を受けてか、和智が「畏い怖ふの対象……か。間違いではないな」とうなずいた。

「世界各地の神話では、太陽神やら火の神やらによるものだと語られていることもある。頻ひん繁ぱんに観測される北ほく欧おうだと、オーロラにより死者の世界と生者の世界が結びついていると信じている人間が現代でもいるようだ。それほど神秘的な現象ということだろうが、神による事象ではなく物理学で証明できる。人工的に作り出すことも可能だ」

「うーん……神様が作ってるって考えたほうが、ロマンはあるけどなぁ」

　いつになく饒じよう舌ぜつに語って説明してくれる和智には申し訳ないが、結仁は個人的に『神様が作る』説を支持したい。

　自分のご先祖が、『縁結びの神』だと言い聞かされて育ったせいではないと思うけれど……神のイタズラか壮そう大だいなプレゼントと捉えたほうが、夢があっていい。

　そう口にして和智の顔を見み遣やると、何故なぜか少しだけ苦い表情を浮かべていた。

「ロマンか。女性は、そういう話のほうを好みそうだ。俺の解説などは、つまらないだろうからな」

「あ、ごめんなさい。違う」

　誤解させてしまったのではないかと気がついて、慌あわてて首を横に振ふる。結仁は、和智の話をつまらないと受け取ったわけではない。

「おれは、和智さんの話を聞くのは嫌きらいじゃないよ。バカだから、理解できているかどうかはわかんないけど」

「理り屈くつっぽさや解かい析せき癖へきを鬱うつ陶とうしがられるのには、慣れている。フォローは不要だ。神が作る……か。しかし、日常生活の役には立たないな。神なら、生きるのに必要なものを最優先で人間に与あたえるべきだろう」

　何故か苦い笑えみを唇くちびるに浮かべている和智を、不思議な心ここ地ちで見み詰つめる。

　頭に『超ちよう』がつく現実主義者のようでいて、冗じよう談だんっぽい空気を漂ただよわせるでもなく真しん剣けんに『神』について語っている。

　違い和わ感かんというほどのものではないが、離はなれたところから見ていただけでは、こんな人だと想像もつかなかった。

「目に見える形で、役に立たないと……ダメかなぁ？」

　ぽつりとつぶやいた結仁に、「ん？」とほんの少し首を傾かしげる。

　和智の目は「続き」を促うながしていて、うなずいた結仁はポツポツと言葉を続けた。

「直接は役に立たないかもしれないけど、綺麗なものを見るだけでも心が潤うるおうんじゃないかなって思うんだよね。日本にも世界にも色んな神様がいて、中にはお酒の神様とか花の神様とか芸術の神様なんてものもいるみたいだし。和智さんの本ほん棚だなにも、神話とか神様の本があったから知ってるかも……」

　結仁の言葉を黙って聞いていた和智は、不意に顔を隠かくすように手を上げて、自分の髪かみをグシャグシャと搔かき乱す。

　なにか、変なことを言ってしまっただろうか。

　それとも、和智の言葉を否定するような結仁の発言が、生意気だと思われてしまったのかもしれない。

「あの、ごめん。和智さんの言うことを、否定しようとしたんじゃなくて」

「わかってる。……直接役に立たないからといって、無む駄だではない……か。結仁の思考は、柔じゆう軟なんだな」

　ふー……と大きく息をついた和智は、自身の髪を乱していた手を結仁に伸ばしてくる。指先でそっと側頭部を撫なでられ、トクンと心臓が鼓こ動どうを速めた。

　なんだ？　どうして、そんなふうに優やさしく触ふれるのだろう。身体からだを重ねている最中ならともかく、すっかり平静を取り戻もどしているのに……。

「ここ、すごい寝ね癖ぐせがついているぞ。ふわふわ逆立っていて、なんだったか……長毛種の犬の毛みたいだな。学生たちが、結仁さんってお行ぎよう儀ぎのいい血統書付きの大型犬みたい、などと言っていたが……なるほど」

　珍めずらしくクスリと笑われて、さり気なく頭を逃にがしながら唇を尖とがらせた。

　黙だまっていたら、どんどん動どう悸きが加速してしまいそうだ。

「和智さんのせいだよっ。おれ、髪が細いから……すぐにグシャグシャになって、変な癖がつくんだ」

「ああ……ベッドの上で、あちこち振り回したせいか。悪かった」

　真顔でそんなふうに謝罪されてしまい、カー……と顔が熱くなった。

　熱に浮かされたような時間に漂っているあいだは、余計なことを考えず、与えられる快楽に溺おぼれるだけになる。

　でも、こんなふうに静かな時間が戻ってきてから蒸むし返されると、恥はずかしさのあまり居たたまれない気分になってしまう。

「和智さんから見れば、おれなんて犬と変わんないだろうけど。いろんなこと知ってて、なんていうか辞書みたいで……この頭に、どれくらいの知識が詰つまってんの？」

　そっと手を伸ばして、和智の髪に触れる。

　図ずう々ずうしく触れるなと、振り払はらわれる覚かく悟ごをしていたけれど、和智は無言で結仁と視線を絡からませるだけだった。

　調子に乗って、指先で硬かたい髪の感かん触しよくを確かめるように撫でる。真っ黒で、硬くて……髪質まで、結仁と正反対だ。

「知識がどれほどあっても、実行力がなければ大して意味がないだろう」

「……？」

　和智の口から出た言葉の意味を測りかねて、目をしばたたかせる。髪に触れていた結仁の指を握にぎった和智が、発言の補足をしてくれた。

「結仁は、美味おいしいコーヒーやココア、焼き菓が子しを作ることができる。俺は、材料や製作の手順を知っていたとしても、おまえと同じものは作れない。それは、あらゆる物事に当てはまる。コンクリートの強度を限界まで上げる方法は知っていても、指示を出せるだけで実際に作れるわけではない。スペースシャトルの設計はできても、実際に宇宙へ行って自分が行動することはできない。……なにもできないのと変わらない」

　和智がそんなふうに考えていたなんて、想像もしていなかった。

　結仁からは、知らないことのない……全能神と呼ばれるものと変わらない存在に見えていたのだ。

　なにを言えばいいのかわからず口を噤つぐむ結仁をどう思ったのか、和智はかすかに唇を歪ゆがませて彼に似合わない自じ嘲ちようを含ふくむ微び笑しようを滲にじませた。

「と、まぁ……そんなコンプレックスを誤ご魔ま化かすために、あらゆる知識を得ようと足あ搔がいている……まだ、途と中ちゆうだ。美味しいものを作って、人を笑顔にする結仁のほうが偉えらいな」

　そう言いながら自然な仕草で指先に唇を押しつけられ、和智に握られたままの手をビクッと震ふるわせた。

「え、偉くはないですっ……けど。それでもやっぱり、和智さんのほうがすごいと思う。おれなんて、同じ本を読んでも一ページも理解できない……」

　頭のいい人が考えることは、単純な結仁には不思議としか言いようがない。

　和智本人は『なにもできないのと変わらない』などと苦笑したが、結仁から見れば、それでもやはり『なにもかも知っていてすごい』だ。

「おれと、こんなふうにするのも……知識を得る方法の一つ？　まだ、厭あきない？」

　ギュッと和智の指を握り、こうして結仁と身体を重ねることも、知識を得る手段の一つなのかと尋たずねる。

　至近距きよ離りで結仁と目を合わせた和智は、なにを思っているのか読めない無表情だ。ただ、真っ直すぐに結仁と視線を絡ませてくる。

　結仁がなにを意図してそんなことを言い出したのか、逆に探さぐられているみたいで……目を逸そらした。

「厭きないな。まだ、知り尽つくしていない。何故人体は、生せい殖しよく行こう為いとは無む縁えんの同性との交接で快楽を得られるのか。それに、どんな意味があるのか……」

「あ……」

　手首を摑つかんでベッドに押しつけられ、伸のし掛かかってくる和智を頼たよりない心地で見上げる。

　まだ、知り尽くしていない？　ではやはり、和智が満足するまで知ることができたら……結仁は、不要になるのだろうか。

　もう、この身体に和智が触れていないところはないと思うのに……。

　顔を横に向けると、自分の左手の小指から延びる赤い糸が視界に映る。

　ほんの一時間ほど前、固く結ばれた結び目を解ほどいたのに……またしても、和智の左手小指から延びる糸と絡み合っている。

　赤い糸だけの繫つながりは、結仁のほうに恋こい心ごころがあるだけに皮肉なものだ。

　縁えん結むすびの神であっても、自分の縁はうまく結べない。

「なにを考えてる？」

「ン……」

　気が逸れていることを咎とがめるように、横に向いていた顔を戻されて和智の唇くちびるが重ね合わされる。

　そろりと手を持ち上げた結仁は、和智の首に巻きつかせて頭を抱だき寄せた。

「好きなだけ、おれを解かい析せきしていいよ」

　でも……和智には、結仁の心まで知り尽くすことはできない。

　背中に手を回しながら、心の中で「好きだ」と繰くり返していることなど、絶対に知られないはずだ。

「……結仁」

　まるで、和智の心も結仁にあるのではないかと勘かん違ちがいしそうになるほど熱っぽく名前を呼ばれ、背中にしがみつく手に力を込めた。

　ダメだ。浮うかれるな。

　和智はただ、『知りたい』だけなのだ。好きだなどと口走ってしまったら、きっと面めん倒どうになって放ほうり出される。

　でも……結仁の、なにを『知りたい』？

　同性とのセックスで快楽を得られる理由がどこにあるのか、目的がそれだけなら相手は結仁でなくてもいいはずだ。

　そんな疑問が思い浮かび、胸むな元もとにあった和智の頭を両手で摑んで顔を上げさせる。

　嫌いやだと……中断させるような仕草が気に障さわったのか、和智は眉まゆを顰ひそめて結仁と視線を合わせた。

「なんだ」

「和智、さ……なんで、おれ？　こうするの、おれじゃなくても……検証は、できるんじゃないの？」

　頭に浮かんだままを、ポツリポツリと告げる。

　脈みやく絡らくのない唐とう突とつな質問だと思うが、和智は「いきなりなんだ」と不快感を示すでもなく目を瞠みはって、動きを止めた。

　初めて見るものが目前にあるかのように、マジマジと結仁を凝ぎよう視しする。

「何故なぜ、結仁か？　それ……は、それを含めて……知らなければならない」

　結仁に語りかけるのではなく独り言の響ひびきでつぶやいて、再び結仁の肌はだに口づけを落とす。

　結仁が思いついた質問の答えは、なに一つ得られなかった。それどころか、和智に新たな課題を与あたえてしまったようだ。

　……ああ、でも……和智の疑問が増えて、『知り尽くす』日が少しでも遅おそくなったなら、無意味な質問ではなかったな。

　結仁は、そんなズルいことを考えて唇に微笑を浮かべると、頭の中から余計なものを追い出す。

　あとはもう、ただひたすら和智から与えられる熱に身を浸ひたした。










《六》







「あれ、結仁。今日はラストまでか？」

　夕方になっても、結仁が帰り支じ度たくに取りかかる気配がないせいだろう。カウンター内で並んだオーナーが、不思議そうに話しかけてくる。

「うん。出かける予定はないから」

「へぇ？　このところ、休みの前日は早番シフトに突つっ込んで早上がりして、いそいそとお出かけしていたのになぁ？　朝帰りできる若さが羨ましーぞ」

　からかう調子でそんなことを言われた結仁は、

「なに言ってんだ」

　と眉を顰めて、オーナーの脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づいた。

　カウンター席に客はいないが、フロアの客席から丸見えなのだ。心情的には蹴けりつけたいところだが、必要以上に派手な動きはできない。

　確かに、オーナーの言葉は否定できない。

　月曜日が結仁の個人的な定休だと知った和智は、当然のように日曜の夕方以降を共に過ごそうとする。

　だから結仁は、日曜日は早朝からのシフトを組んで、十八時には上がることができるように調整しているのだ。

「……予定があるんだってさ」

　相手の都合だと、ポツリと零こぼす。

　バカ正直な申告をした結仁にオーナーは笑えみを深くして、「そいつは残念だな」と短く返してきた。

　シン……と沈ちん黙もくが落ちる。

　十七時を少し過ぎたこの時間はティータイムには遅くて、飲みに行く前に軽く軽食を……というには早く、一日で最も客の少ない時間だ。十八時以降は数種類ながらアルコールも提供しているので、それなりに客席が埋うまるのだが。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになると、退たい屈くつしたオーナーが妙みように絡からんでくることは、これまでの経験でわかっている。

「あ、おれ明日あしたの焼き菓が子しのストックを……」

　そそくさと逃にげかけたのに、回れ右をする前に捕つかまってしまった。

　エプロンの結び目を摑まれているので、動けない。

「そんなに急がなくていいだろう。愛美には黙だまっておいてやるから、お兄ちゃんに惚気のろけてみ？　ラブラブ朝帰りのお相手、確か一ヵ月くらい前か……忘れ物を持って追いかけてった、あの人だろ」

　客の入りに合わせてスタッフの数も少ないのをいいことに、ススス……と身体からだを寄せてきて、からかい交じりに追つい及きゆうしてくる。

　ニヤニヤと、俗ぞくに言うスケベ笑いを浮かべているオーナーを横目で見み遣やって、ボソッと口にした。

「……違う」

　短く否定した結仁の肩かたを、オーナーはバシバシと無ぶ遠えん慮りよな力で叩たたきながら、「ははは」と声を上げて笑う。

「おまえ、噓うそつくの下手だなー。目ぇ泳がせてるし。あの日……翌朝に帰って来てから、だろ。そわそわスマホを確かく認にんしたり、誰だれとティータイムを楽しんでんだか、こっそり焼き菓子を持ち帰ったり……めちゃくちゃわかりやすいよな」

「…………」

　もう、なにも言い返せなくなってしまった。

　だいたい、その朝帰りのお相手は、オーナーが想像しているような『惚気る』とか『ラブラブ』などと表現できる関係ではないのだ。

　では、どんな関係かと考えれば……『カラダの関係』としか表しようがない。ただ、そんなことをオーナーに言えるわけがない。

　結仁が黙り込んだ理由を、オーナーは別のものと捉とらえたらしい。

「俺は、結仁の相手が男だろうと気にしないぞ。赤い糸で結ばれた相手が、必ずしも異性でなければならないなんてルールは、ないよな？」

　少しだけ声を潜ひそめて、そう言葉を続ける。

　結仁の頭からは、和智が同性だとか異性だとか、世間的には小さくない障害など吹ふき飛んでいた。

　もともと、和智のようなタイプが男女不問で好みだったこともあるし、性別など些さ細さいな問題だと片かた隅すみに追いやることができるほど、自分たちの左手小指を繫つなぐ『赤い糸』のインパクトが強きよう烈れつだったのだ。

「ルールは……ないだろうけど」

　結仁に赤い糸が見えることを知っているオーナーは、変な言い方かもしれないけれど『現実的なロマンチスト』だ。

　あれは、十年近く前だったか。

　幼おさな馴な染じみの二人がつき合い始めたと報告された際、愛美とのあいだに、赤い糸が結ばれていることを結仁が指し摘てきしても、ホラ吹き呼ばわりすることなく……「マジで？」と喜び、直後に表情を引き締しめた。

　後にその理由を尋たずねれば、

「愛美に愛あい想そを尽つかされたら、結仁に糸を解ほどかれるかもしれない。誠実に向き合わなければならないなぁと、気合いが入った」

　……らしい。

　一度だけ目にして以来、結仁はオーナーと愛美を結ぶ赤い糸を覗のぞき見したことはない。

　そんなことをしなくても強固に結ばれていると信じているし、二人からも赤い糸の存在を確かめてくれと、頼たのまれたことはない。

　慈いつくしみ合い、信しん頼らいし合っている関係が眩まぶしくて……そんな相手に巡めぐり合えた二人が、少し羨うらやましい。

「なーんか難しそうな人だったけど、結仁がそれでいいなら俺はなにも……っと、客だ」

　言葉を切ったオーナーに、結仁も俯うつむけていた顔を上げて出入り口を見遣った。

　店に入ってきた二人連れは、黒いトレンチコートの長身と……オフホワイトのダッフルコートを着た、若い女性だ。高い位置で結ゆわれたポニーテールと、鮮あざやかなラズベリーレッドのシュシュが華はなやかで、可愛かわいい印象の彼女によく似合っている。

「……噂うわさをすれば、ってか」

　オーナーのつぶやきも、結仁の耳を素す通どおりする。

　和智が女性と二人でここに現れるなど、完全な想定外だ。それも、結仁とさほど歳としの変わらなそうな若い女の子。

　フロアスタッフが、「いらっしゃいませ」と出で迎むかえてテーブルに案内する様子を、カウンターの中に突っ立ったままぼんやりと眺ながめることしかできない。

　和智は、結仁がカウンターにいることに気づいているのだろうか？

　そう頭を過よぎったところで、二人をテーブルに案内したスタッフがオーダー用紙を手にカウンターへやって来る。

「五番テーブル、ホットココアを二つ。あと、プレーンマフィンを一つです」

「了りよう解かい」

　他ほかに待機しているオーダーがないので、即そく座ざに準備に取りかかる。ドリンクはオーナーに任せることにして、結仁はケースからマフィンを取り出した。

　テイクアウトの時はビニールにそのまま包装するけれど、イートインでの注文が入ったら軽く温めてプレートに飾かざりつけをして提供するのだ。

「結仁、なんだありゃ。おまえがいる可能性があるここにわざわざ連れて来るってことは、疚やましい関係じゃないんだろうけど……なんつーか、気の利きかない男だなぁ」

　小声でそんなふうに話しかけてきたオーナーを、「うっかり聞こえたらどうする」と横目で睨にらむ。

　ここでアルバイトをすることが決まった際、結仁に、良くも悪くも客の噂はご法はつ度とだと釘くぎを刺さしたのは、自分だろう。

「別に、気を遣つかわれる関係じゃないし」

　ボソボソと言い返した結仁は、オーブンに入れておいたマフィンを取り出してプレートに載のせる。ホイップクリームとミントの葉を飾り、ココアパウダーを軽く振ふってカウンターに置いた。

　ドリンクと併あわせて、フロアスタッフがサーブする……のだが、続けざまに入店してきたお客に応対するため別のテーブル脇わきに立っている。

「結仁」

　一言名前を呼び、視線で「おまえが持っていけ」と促うながされて、渋しぶ々しぶとカウンターを出た。

　今の結仁は勤務中で、オーナーに言われるまでもなく個人的な事情で役目を放ほう棄きしてはならない。

　トレイに二つのカップとマフィンのプレートを載せると、ゆっくりとした足取りで和智と女の子がいるテーブルに向かった。

　あと数歩という距きよ離りまで近づくと、無口な和智に怯ひるむことなく、女の子が弾はずむ声で楽しそうに話しかけているのが聞こえてくる。

「なんか、意外。博くんが、こんなお洒落しやれなカフェを知ってるなんて……」

「たまたま立ち寄ったことがあるだけだ。他は知らん」

「えー？　デートに……あ」

　すぐ傍そばまで来ている結仁の姿に気づいたらしく、女の子が言葉を切って見上げてくる。ポニーテールが揺ゆれ、自然に「可愛いな」と頭に浮うかんだ。

　にっこりと、対女性用の営業スマイルを浮かべた……つもりだが、上手うまく笑えているかどうかはわからなかった。

「お待たせいたしました。ホットココアとマフィンです」

　二人の前にそれぞれココアを置き、少し迷って女の子側のカップにマフィンのプレートを添そえる。

「ごゆっくりどうぞ」

　意識して優ゆう雅がなお辞じ儀ぎをすると、和智と目を合わせることなくテーブルに背を向けた。

　手が……震ふるえていなかっただろうか。

　自分では、一ミリも漏もらさず動どう揺ようを抑おさえ込んでいたつもりだけれど、端はたから見ればどうだったのかなど確かめようがない。

「ねっ、今のウエイターさん、すっごく格好いいね！　芸能人みたい。博くんも、元の顔立ちはいいんだからもう少し愛想よくすればいいのに」

「……無意味にヘラヘラする必要が、どこにある。ウエイターは、それが仕事だ」　>>>♥

　背後から親しげに言葉を交かわす二人の声が聞こえてきて、歩みを緩ゆるませかけ……振り返りそうになるのをなんとか堪こらえ、足早にカウンターへ戻もどった。

　ドッドッと、心臓が変に鼓こ動どうを速めている。

　女性と話している和智を見るのは、よく考えれば初めてだ。

　結仁の知る限りでは、大学の女子学生たちの中で、あんなふうに親しげに和智と言葉を交わす人は皆かい無むだと思う。

　博くん、などと呼んでいた。そういえば和智のファーストネームは、博尊……だったか？

「結仁？　なんか言われたか？」

「あ……ううん、なんにも。なにもないよ」

　そっと尋ねてきたオーナーに、笑って首を左右に振る。

　なにもないというのは、事実だ。目を合わせることはできなかったが、和智は普ふ段だんとまったく変わらない様子だった。

　あの女の子は、結仁と和智が個人的に言葉を交わす関係だなどと思いもよらなかったに違ちがいない。

　それほど完かん璧ぺきに、和智は結仁のことを『ただのウエイター』という位置に据すえていた。

　黙だまり込んだ結仁が足元に視線を落としたせいか、オーナーがポンと頭に手を置いてくる。

「フロアは人手が足りているみたいだから、奥で作業してくれてていいぞ。明日あしたの分の焼き菓が子し、準備してくれるんだろ」

　ここにいなくてもいい、と。

　言外に逃にげることを許してくれるオーナーは、やはり姉が言うように結仁に甘いのかもしれない。

　きっと「甘やかさないでよ」とオーナーに苦情をぶつけるだろうから、早上がりの姉が帰宅してくれていてよかった。

「……うん。クッキーとマフィンは今日のうちに多めに作っておいたけど、タルトはまだ途と中ちゆうだから」

「ああ、頼む。おまえの菓か子しを目当てにしているお客さんも、いるからな。もちろん、おまえ自身も。このイケメンが」

　くしゃくしゃと髪かみを撫なで回されて、「鳥の巣みたいになる！」と文句を言いながらオーナーの手から逃のがれる。

　カウンターにオーダーシートを持ってきたスタッフが、

「また遊んでる。オーナーと結仁さん、幼おさな馴な染じみでしたっけ。ホント、仲いいですよね」

　と、苦く笑しようした。

　オーナーが、「おー。ラブラブで羨ましいか」とふざけて返したのにも、慣れた軽口とばかりに「ハイハイ、羨ましーです」などと言いながら、苦笑を深くする。

　結仁が、意識的に『普段通り』であろうとしていることは、オーナー以外には感づかれていないはずだ。

　ふと視線を感じた気がして客席に目を向けると、和智が顔を背そむけるところだった。

　なに？　こっちを見ていた？　それとも……自意識過か剰じようの、気のせいか。

「フロアが忙いそがしくなったら、声をかけて」

　オーナーにそう言い残して、奥の厨ちゆう房ぼうに引っ込む。

　一人きりの空間で大きな業務用の冷蔵庫に向き合い、特大のため息をついた。

「なんなんだよ、あの人。ちゃんと、女の子とも話せるんじゃんか。博くん、なんて呼ばれて満まん更ざらでもなさそうな顔して……」

　テーブルを挟はさんで向かい合った二人は、すごく自然な空気感を漂ただよわせていた。そうして二人でいることが、当然のような馴染み具合で……。

「おれの糸と繫つながってなければ、彼女と結ばれているのかも。それか、見てないからわかんないけど……三つ巴どもえで混線してるのかも」

　複数人の糸が複雑に絡からまっている状態を、目にしたことが何度かある。

　誰だれかが切るか、すべてが解ほどけるか……いずれにしても、ぐちゃぐちゃに絡まったままではいられない。

「切って、引くとしたら……おれ、だよな」

　他に向かう和智の糸は見たことがないけれど、もしかして、結仁が無理やり割り込もうとしているのかもしれない。

　無意識に、和智のものと自分のものを結んで……。

「見えなかったら、よかった」

　和智とのあいだに結ばれた赤い糸が見えるから、惑まどわされるのだ。もし見えない目をしていたら、……どうしただろう？

「失しつ恋れんする縁えん結むすびの神なんて、めちゃくちゃカッコ悪いな」

　そう口にして自じ嘲ちようの笑えみを浮かべたつもりだけれど、唇くちびるの端がほんの少し引き攣つっただけできちんと笑えなかった。
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　ワゴンのカウンター越ごしに向かい合った和智は、いつになく不ふ機き嫌げんだ。表情に大きな変化はないので、学生たちには普段との違いがわからないかもしれないが、結仁には彼の纏まとう空気が重く感じられる。

　昨日の夕方、『時間ができた。今から出て来られるか』という和智からのメールに、『今日は無理』と短く返したせいだろうか。

　前日に、女の子と仲よさそうにカフェを訪おとずれた和智を前にして、平静を保って接する自信がなかったのだ。

　あれは誰だ、どんな関係だと問い質ただす資格など結仁にはない。

　なにより、日曜の『予定』は、きっと彼女と逢あうことで……時間ができたというのは、彼女と離はなれたからかもしれない。空き時間をもらえるのかと、卑ひ屈くつなことを考える自分が嫌いやでたまらなかった。

　夕方から結仁を呼び出して、どうする気なのか……ただ、ベッドを共にするだけなら逢いたくないと、初めて和智からの誘さそいを断ってしまった。

「ご注文は」

「……ホットのカフェラテ」

　そんなふうに結仁が逆らったせいか、慣れたやり取りを交わしているあいだも、和智の眉み間けんに刻まれた縦たて皺じわがいつもよりほんの少し深い。

「はい。少々、お待ちください」

　余計なことを考えないように自分に言い聞かせて、和智に背中を向けてエスプレッソマシンを操作する。

　手早くカフェラテを淹いれると、耐たい熱ねつカップに蓋ふたをしてカウンターに戻る。

「お待たせしました。ホットカフェラテ、二百五十円に……」

　ふと目を落としたトレイに置かれているのは百円玉が三枚と、五十円玉が一枚？

　疑問が顔に出ていたのか、和智がカフェラテのカップの脇わきに籠かごから手に取ったクッキーを添そえる。

「これも一いつ緒しよに」

「あ、はい。ありがとうございます。では、三百五十円ちょうど、お預かりします」

　和智の言葉にカフェラテの代金としては百円多い理由を悟さとり、大きくうなずいてトレイの硬こう貨かを拾い上げた。

　すぐに立ち去るかと思った和智は、なかなかその場を動かない。結仁が、一度も目を合わせていないことは……きっと、わかっている。

　なにを思っている？　せめて、一言でも口を開いてくれたら……。

「十六時……半くらいになると思うが、駐ちゆう車しや場で待っている」

「えっ、あ……」

　一言でもなにか言ってほしいとは思っていたけれど、こんな一方的な宣言は想定外だった。驚おどろいて、反応するのが遅おくれてしまう。

　焦あせった結仁が顔を上げた時には和智は背中を向けていて、入れ違いに女子学生がカウンター前に立つ。

「結仁さん、キャラメルマキアートちょうだい」

「あ、はい。了りよう解かいしました」

　なんとか女子学生に笑いかけた結仁は、広場のテーブルを素す通どおりしてさっさと視界から消えた和智に、心の中で大きなため息をついた。

　駐車場で待っている、か。

　結仁がすっぽかす可能性は、考えていないのだろうか。それとも、来ないなら来ないでいいと、その程度にしか思わないのか……。

　和智が待っていることを知っていて、すっぽかすことなど結仁にできるわけがないと、そこまで読まれてはいないはずだが。

「十一月に入った途と端たん、急に寒くなってきたねぇ。結仁さん、この広場は風が抜ぬけるから寒いでしょ？　風か邪ぜひかないでね」

「うん。ありがと。でも、ワゴンの中にいたら暖かいんだ。夏はキツイけどね」

　笑って女子学生と会話を交かわしながら、頭の中では和智のことばかり考えている。

　和智の頭の中には、結仁はどれくらい存在しているのだろう。一割……以下だとしても、納なつ得とくできる。

　彼には知りたいこと、考えることが多すぎて、結仁が目の前にいてもきっと和智の思考を独り占じめすることなどできなくて……。

　ぼんやりしているあいだに、エスプレッソとスチームミルクの抽ちゆう出しゆつが終わっていることに気がついて、慌あわててキャラメルソースのボトルを手にする。

　なにをしているのだろう。今は、お客さんを一番に考えなければならない。

「はい、お待たせしました。キャラメルマキアート」

「三百円、ピッタリね」

「ん、ありがとうございます」

　三百円と引き換かえにキャラメルマキアートの紙カップを手て渡わたして、寒いと言いつつスカートから素足を覗のぞかせている女子学生を見送った。

　ようやく一人になり、カウンターに両手をついて込み上げる自責の念に唇を嚙かむ。

「ダメだな。頭の中……和智さんばかりになる」

　和智が結仁を真っ直すぐに見てくれて、気を惹ひくことができるのは……きっと、腕うでの中に抱だかれている時だけだ。

　それも結仁のことだけを考えているのではなく、知識欲を満たすための観察に、幾いく許ばくか気が逸それているはずだ。

「そろそろ、知りたいことは知って、もういい……って放ほうり出されるかもな」

　そうなれば、結仁は笑って「あ、そう？　じゃあね」と、あっさり離れてあげることができるのだろうか。

　未練を滲にじませて、傍そばにいさせてくれと懇こん願がんしたら、とてつもなく面めん倒どうそうな眼まな差ざしを向けられるに違ちがいない。

　軽く、男女不問で遊び慣れていると思ったから、なにもかも正反対の結仁に手を伸のばしたのに、鬱うつ陶とうしいな……と冷たい目で切り捨てられる可能性が高い。

「恋こいとか、愛とか……間ま違ちがっても言うな、って雰ふん囲い気きだもんな」

　その手の言葉を結仁が持ち出した時点で、きっと「もう結構だ」と背中を向けられる。

　やり残した和智の『探究』の対象を他ほかの誰だれかに奪うばわれるなら、恋心など隠かくしてとことん結仁を使ってもらったほうがいい。

「でも、あんなふうにおれとは正反対の女の子とのツーショットを見せられるのは、ちょっと……しんどいかなぁ」

　結仁の恋心が和智に向かっているあいだは、願望が繫つないだだろう赤い糸を解ほどくことはできないのかもしれない。

　今の状態では、皮肉でしかないのに……。

「和智さんのためにも、お役やく御ご免めんになったらきっちりと切ってあげなきゃ……だな」

　結仁が未練を断たち切れば、和智とのあいだに結ばれた赤い糸も解けるはずだ。

　もし、それでも結ばれ続けるようなら……愛甲本家の書庫か蔵を探さぐってみよう。

　過去にも、結仁と同じく縁結びのご先祖の力を強く引き継ついだという先人たちがいたはずだ。その人たちが、なにかしら切れない『赤い糸』を切るためのヒントを残してくれているかもしれない。

「和智さんとの糸を切ったとして……誰か、本当の運命の相手なんて、おれにいるのかなぁ」

　青く澄すみきった秋の空を見上げた結仁は、『誰か』とつぶやいたけれど、端たん整せいな和智の顔しか思い浮うかばなかった。

　結局、和智のことしか考えられないと思い知らされたみたいだ……と、ますますどんよりとした気分でため息を零こぼした。










《七》







　和智の自宅マンションは、結仁にとっていつの間にかすっかり馴な染じみのある空間になった。

　すっきりと整せい頓とんされているようでいながら、カラーラックから溢あふれた本が床ゆかのところどころに積み上がっている。

　読みかけらしい本が、無造作に開いた状態で床に伏ふせてあったりして……丁てい寧ねいに扱あつかっているイメージなのに、意外と無む頓とん着ちやくなところもある。

　和智に続いてリビングに入った途端、結仁はかすかな違い和わ感かんに気がついた。

　なんだろう。なにが違う？

「……あ」

　床に視線を巡めぐらせて、違和感の正体に目が留まった。

　小さなテーブルの脇に、ラズベリーレッドのシュシュが落ちていたのだ。無機質な空間で、その鮮あざやかな色しき彩さいはやけに存在感がある。

　これには、見覚えがある。日曜に、和智と一緒にカフェにやって来た女の子が髪かみにつけていたものだ。

「結仁？　どうした？」

　リビングに入ってすぐのところで立ち尽つくす結仁の視線を辿たどったことで、和智もその落とし物に気がついたらしい。

　大おお股またでテーブル脇に歩み寄り、腰こしを屈かがめてシュシュを拾い上げる。

「見当たらないと、騒さわいでいたかと思えば……」

　きっと、苦く笑しようを浮かべながらそんなふうにつぶやいて、テーブルの隅すみに置いた。

　ゆっくり腰を伸ばすと、何事もなかったかのようにクルリと結仁を振ふり向く。目が合いそうになり、ビクッと肩かたを震ふるわせて視線を逃にがした。

「夕食は、後でいいか」

「あ、あと……？」

　近づいてくる和智から、無意識に足を引く。

　そうして、結仁が逃げる仕草を見せたことが気に入らなかったのか、和智の纏まとう空気が険しいものになった。

「風ふ呂ろも、後でいいな」

「え……、ッあ！」

　当然のように腰を引き寄せられて、端整な顔が近づいてくる。

　性急な和智に、結仁が戸と惑まどっていることを知ってか知らずか、言葉を発する間も与あたえずに唇くちびるを重ねてきた。

「ン……」

「先週は、バタバタしていて上手うまく時間が取れなかったからな。昨日は、結仁に誘さそいを拒こばまれたし……一週間ぶりだ」

　平日は仕事で忙いそがしかったのかもしれないが、日曜に予定が埋うまっていたのは、あの女の子と逢あっていたせいだろう。月曜の夕方に時間ができたということは、それまでの丸一日以上、彼女と一いつ緒しよだったのではないか。

　それも、もしかしてここに泊とまったのかと……責めるような言葉をぶつけることは、できない。

　和智が誰とどうしていようと、結仁には関係ないのだ。でもそれは、結仁にも当てはまるはずで……。

「拒むって、なんか変な言い方……。おれだって、和智さんじゃない人と休日を過ごすこともあるし」

　嫌いや味みを返すつもりではなかったけれど、ポツポツと反論してしまった。

　まるで、結仁が和智を最優先しなかったことが悪いかのような言い回しは、心外だ。

　和智が、自分を最優先しろ……一緒にいたいからと言ってくれれば、結仁はきっと従う。でも、自分たちはそうして束そく縛ばくし合う間あいだ柄がらではない。

　上手く消化できないもやもやしたものが胸の中に広がって、気持ち悪い。

「誰と？　……あのカフェの、オーナーか？　ずいぶんと仲がいい」

　追つい及きゆうする理由はないはずなのに、和智が硬かたい声で問い質ただしてくる。

　ここで、オーナーを挙げられるのは、カフェのカウンター内で並ぶ場面を見られているせいだろうか。

「オーナー？　いや、休日が被かぶることは滅めつ多たにないから、一緒に出かける機会は年に数えるくらいしかない。それも……ン」

　姉が一緒で盆ぼん正月などの親しん戚せき行事が中心だ、と続けようとしたけれど、和智の唇に言葉を封ふうじられる。

　唇をこじ開けるようにして、舌が潜もぐり込んでくる。強こわ張ばっている結仁の舌を探り出し、絡からみ……吸いつく。

「ッん、ん……ぅ」

　苛いら立だちをぶつけるかのような、強ごう引いんな口づけにクラリと眩暈めまいに襲おそわれた。足元がふらついて、目の前の和智にしがみつく。

　まだどちらも上着も脱ぬいでいないと、ようやくそのことに気づいてわずかに眉まゆを顰ひそめた。

　どうして、これほど強引なのだろう。和智の誘いを断ったことが、それほど気に障さわったのだろうか。

「和智、さ……苦し……」

　息苦しくなった結仁は、ほんの少し顔を背そむけて口づけから逃のがれると、和智の背中を軽く叩たたいて訴うつたえる。

　ハッとしたように、結仁を抱だきすくめていた和智の腕うでの力が緩ゆるめられた。

「悪い。……場所を変えよう」

　ふっと息をついて、結仁の二の腕を摑つかむ。食い込んでくる指の力は、やはりいつになく強いものだ。

　結仁は、手を引かれて寝しん室しつに向かいながら、不安な思いで和智の背中をジッと見み据すえた。

　……当然、そこに答えなどなかったけれど。










　ふっと意識が浮かび上がる。

　目を開けたはずなのに視界が真っ暗で、ここがどこで自分はなにをしていたのか、現状を把は握あくするのに少しばかり時間がかかった。

「和智さ……とこ、か」

　少しだけ浮ふ上じようした記き憶おくを辿り、そういえば和智の自宅のベッドかと息をつく。手て探さぐりでサイドテーブルにあるランプを灯ともすと、ぼんやりとした光が周囲を照らした。

　足元を軽く蹴けってしまい、起こしたかと恐おそる恐る隣となりを窺うかがったけれど、和智は眠ねむったままのようでホッとした。

「ん……痛……」

　喉のどがカラカラに渇かわいて、痛い。理由は、散々みっともない声を上げさせられたせいに違いない。

　もう、嫌いやだ……無理と、泣きながら懇こん願がんする結仁を、和智はいつになく執しつ拗ように追い詰つめた。解放された時の記憶がないということは、きっと途と中ちゆうで意識を失ったのだろう。

「なんで……あんな」

　あれほど和智が傍ぼう若じやく無ぶ人じんに結仁を翻ほん弄ろうしたのは、初めてだ。

　いつもなら、冷静な目で観察されていると感じる瞬しゆん間かんが一度はあるのに……今回は、ただひたすら貪むさぼられた。

　冷静で淡たん々たんとしている和智から、執しゆう着ちやくされていると勘かん違ちがいしそうになるくらい……。

「違う、だろ。もしそうだとしても、調査中のものを自分の思った時に観察できなくて、それが気に入らないだけ……だ」

　まだ途中の観察記録が途と切ぎれないよう、週に一度は結仁をベッドに連れ込んでいるだけのことだ。

　まるで、オーナーと結仁の仲がいいと……気にかけていたような台詞せりふも、俗ぞくっぽい嫉しつ妬となどではなく観察中のものをうっかり他人に触ふれられたら堪たまらないと、それだけの理由に決まっている。

　腫はれぼったく感じる目を擦こすろうと左手を上げた結仁の視界に、小指から延びた赤い糸が映る。

　結び目は見えないが、糸の向かう先は隣で横たわる和智だ。

「……なんで、また」

　こんなふうに糸が繫つながれているから、結仁はかすかな希望を抱いだいてしまう。

　和智と自分のあいだに、特別な何かがあるのではないかと……あり得ない期待を、しそうになる。

「っ、もうヤダ」

　子供のような頼たよりない一言を零こぼして、右手で赤い糸を摑んだ。ベッドに上体を起こして、糸を手た繰ぐり寄せ……結び目を指先で弄いじる。

　最初は、軽く引いただけで解ほどける緩い結び目だった。

　糸の存在に混乱した結仁がそれを解き、二度目に結ばれていたのを見た時はもう少し固いものになっていた。

　あれから何度も解いているのに、その度たびに結び目が強固になり……今では、複雑に絡んだ糸が緩みもしない。

「なんで、解けないんだ」

　自分の和智への執着心を見せつけられているみたいで、怖こわくなる。

　見えたからといって、どうすることもできない。

　何度も解いて……その度に結び直されても、和智の心を得ることなどできないのに、それならどうして自分たちを繫ごうとするのだろう。

　泣きそうになりながら、グイグイと糸を引っ張っていたせいだろう。眠っていた和智が、こちらに寝ね返がえりを打つ。

「結仁……？　どうした」

　不ふ審しんな動きに気づいたのか、ゆっくりと身体からだを起こす。

　結仁に伸のばされた和智の左手小指に、赤い糸が絡んでいて……必死で解こうとしている結仁の手元に繫がっているのが見えた。

　結仁が無言のせいか、そっと頰ほおに触れられて大きく肩かたを震ふるわせた。

「おい？」

「あ、赤い糸……解こうとしてる。でも、解けない……んだ」

「赤い糸？」

　不審そうに聞き返されて、追い詰められた自分が、迂う闊かつにも赤い糸の存在を口に出してしまったことに気がついた。

　撤てつ回かいしても和智の耳にしっかり届いてしまった後だし、誤ご魔ま化かす術すべもなく……もういいか、と開き直って言葉を続ける。

「和智さんとのあいだに結ばれた、赤い糸。なんで……っ、解けないんだろ。こんなの、意味ないのに。おれっ、バカだ。心の底で、本当は和智さんと繫がっていたいって望んでるせいかも……」

　結仁には見えている赤い糸を解くために、もたもたと指先を動かしながら支し離り滅めつ裂れつな言葉を口にする。

　言葉の意味もわからないだろうし、和智には赤い糸など見えないのだから、とてつもなく不気味な行動だろう。

　けれど、どういうことだと追及するでもなく半べその結仁の手を握にぎる。

「なんのことかわからないが、少し落ち着け。怖い夢でも見たのか？」

　異常な行動を嘲ちよう笑しようして突つき放すのではなく、いつになく優やさしい声で、そんなふうに宥なだめようとするから……ますます泣きたい心ここ地ちになった。

「ごめ……ん。和智さんの、ホントの赤い糸の相手のためにも解かないといけないのに……引き千切ることもできな……」

　結び目が解けないのならと、無理やり引き千切ろうとしても、頼りなく見える細い糸なのに切ることができなかった。　>>>♥

「……ごめん」

　ふと言葉を切り、深呼吸をしてポツリとつぶやく。

　唐とう突とつに落ち着きを取り戻もどしたせいか、和智が訝いぶかしげに結仁の名前を口にした。

「結仁？」

「おれ、帰る。明日あしたも、仕事だし。和智さんも……だろ」

　意識して淡々と口にした結仁は、ベッドから足を下ろして床ゆかに散らばっていた服を手早く身に着けた。

　まだ熱の余よ韻いんが漂ただよう身体はズシリと重くて、もっと早く身み支じ度たくを整えたいのに思うように動いてくれない。

「送って行こう」

「いいよ。女の子じゃないんだからさ。まだ電車がある時間だし」

　女の子ではないのだから、気き遣づかいは無用だと答えたところで、ようやくシャツのボタンを留め終えることができた。

　バッグは、リビング……か。

　和智の顔を見ることはできなくて、「じゃあ」と短く言い残して寝室を出る。リビングでバッグを回収しておいて、玄げん関かん先さきに散らばっている靴くつに足を突っ込んだ。

　急せいた様子で連れて来られ、靴を脱ぬぐ際にもいかに余よ裕ゆうがなかったか、あっちとこっちに向いた爪つま先さきが物語っている。

　ドアノブを摑んでふっと息を吐ついた瞬間、背後から「結仁」と和智の声に名前を呼ばれ、全身に緊きん張ちようを張り巡めぐらせた。

「やっぱり車を出そう」

「いいって！　おやすみなさい！」

　慌あわてて廊ろう下かに出ると、後ろ手で玄げん関かん扉とびらを閉める。オートロックがかかる音を聞きながら、小走りでエレベータホールに向かった。

　せっかくの気遣いを突っぱねる、可愛かわいくない態度だと自分でも思う。でも、これ以上和智の傍そばにいるのは限界だった。

　赤い糸とはなんだ……と、改めて質ただされたら、答えようがない。夢を見て寝ね惚ぼけていたと思ってくれるのなら、それが一番だ。

「ただの観察対象のくせに、必要以上に優しくするなって……」

　夜空に向かって和智への恨うらみ言を零こぼすと、身体の節々に鈍にぶい痛みを感じながら、脇わき目めも振ふらずに駅を目指した。
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　カウンター奥の厨ちゆう房ぼうスペースで、手にした大きな泡あわだて器を一心不乱に動かす。

　左手を添そえた銀色のボウルの中で、滑なめらかなクリーム色の生き地じが渦うず巻まく様子をぼんやりと見下ろした。

　こうして、配合した材料を攪かく拌はんして生地を作る時間が好きだ。

　数種類の粉や固形のバター、卵や生クリームなど、バラバラだったものが混ざり合って一体になる。

　子供の頃ころ、母親がケーキを焼くのを見ていた時は、どうしてこれをオーブンで焼くとふわふわのスポンジになるのかわからなくて、不思議だった。

　同じような材料なのに、ふんわりしたスポンジになったりしっとりとしたマドレーヌになったり、型かた抜ぬきができるクッキー生地になったり……。

　製せい菓か学校で学び、こうして毎日焼き菓子を作っていても、未いまだに時々不思議な気分になることがある。

「結仁」

「あ、愛美ちゃん……お疲つかれさま」

　パウンドケーキ型をオーブンに入れて一息ついたところで、背後から名前を呼ばれた。振り向くと、肩から大きな保冷バッグを下げた姉が立っている。

　ニコリともせず大おお股またで近づいてくると、結仁に向かって保冷バッグを突き出した。

「大学行きを代わるの、今週だけだからね。火曜からは、きちんとあんたが行きなさいよ」

「……もうちょっと、代わってくれない？」

　保冷バッグを受け取りながら、おずおずとお伺うかがいを立てる。

　結仁に代わって、今週いっぱい大学のワゴンカフェに出向いてくれている姉は、キッパリした口調で「嫌いや！」と返してきた。

「女の子たちに、今日も結仁さんいないんですか……ってガッカリされる、私の身にもなってよ。なんで、あんたのせいで申し訳ない気分にならなきゃいけないわけ？」

「ご、ごめん」

　腕うでを組み、仁に王おう立ちして怒おこられる。身を縮めて素す直なおに謝ると、姉は大きく息をついて腕組みを解いた。

「大学のワゴンカフェ、楽しそうに行ってたじゃない。結仁に、完全に任せても安心って思ってたのに」

「それは……楽しい、よ。自分でも、お客さんとの距きよ離りが近いワゴンカフェは向いてるんだろうなって思う。でも……」

　あそこに行けば、和智と顔を合わせることになるだろう。

　逃にげるように和智のマンションを出て以来、大学のワゴンカフェを姉に頼たのみ、スマートフォンに届く和智からのメールを開くことさえできず……情けないことに、避さけ続けている。

　和智の前で、「赤い糸が」と取り乱す姿を曝さらしたのだ。どんな顔で和智に逢あえばいいのか、わからなくなってしまった。

「堅かた物ぶつって感じの、無愛想な長身男前。わかる？」

「……え？」

　ポツリと姉の口から出た特とく徴ちようが当てはまる人物は、結仁の知る限りたった一人しかいない。

　パッと顔を上げた結仁の反応で、答えを悟さとったのだろう。

　姉は、静かに言葉を続けた。

「結仁はどうしている、火曜の後は金曜まで一度も見なかったが体調でも悪いのかって聞かれたから、元気にカフェ本店で勤務していますって答えておいたけど」

「そ、っか」

　必要がなければ、積極的に他人とコミュニケーションを取ろうとしない和智が、結仁の様子を知るために姉に話しかけた。

　そう聞かされただけで、じわりと胸の奥が熱くなる。

　愛美には黙だまっておくというオーナーの言葉は噓うそではなかったのか、姉は不思議そうに首を傾かしげた。

「あんたが男にもモテるって知ってたけど、あの人は変わったタイプね。どちらかといえば、チャラいタイプばかり引き寄せるのに……」

「モテるとか、そういうんじゃないと思うけど。いつもいる人間の姿をしばらく見ないから、気にしてくれた……ってだけで。ああいうタイプにおれが相手にされないの、姉ちゃんも知ってるだろ」

　子供の頃から、結仁が『委員長タイプ』に惹ひかれ……悉ことごとく相手にされないことは、オーナーだけでなく姉にも知られている。

　だから、あっさりとうなずいて容よう赦しやない一言をつけ足した。

「そうねー。いつもなら、完全にあんたの片かた想おもいか」

「だから、変な表現しないでよ。和智さんは……違ちがう」

　和智は、結仁に引き寄せられているわけではない。

　片想いとか、そういう表現をされる関係でもなく……ではなんだと、自問しても答えは出ない。

　結仁が黙り込んだせいか、

「ふーん？　まぁ、いいわ。どっちにしても、来週からはあんたが大学に行ってね。あそこ、北風が吹ふきつけるから寒いのよねー」

　言いたいことは全部言ったとばかりに、姉が踵きびすを返す。

　正当な理由がなく、大学のワゴンカフェに行きたくないと言い張れない結仁には、反論の余地などなかった。

　来週には、これまで通り……なんともない顔で、ワゴンカフェに立つことができるだろうか。

　なにより、和智に「駐ちゆう車しや場で待つ」と言われて、行かないと突つっぱねることができる自信がない。

「……どうする、かな」

　焼き菓子の甘い香かおりが漂ただよい始めた厨房で、天てん井じようの照明を見上げて深く息を吐ついた。

　今日が金曜日で……土日月と、三日の猶ゆう予よがあるだけマシか。そのあいだに、どうするのがベストか作戦を練っておこう。

　そう……思っていたのに。

「結仁」

　再び顔を覗のぞかせた姉に名前を呼ばれ、言い忘れたことでもあるのかと振り返る。

　無言で手招きする姉に、なんだろうと首を捻ひねりながら歩を進めてカウンターと厨房の境に立つと、潜ひそめた声で予想もしていなかったことを聞かされた。

「噂うわさをすれば影かげが差す。来てるんだけど……さっき話してた、ワチさん？」

「う、そだろ」

「そんな噓をついて、どうすんのよ」

　呆ぼう然ぜんと口にした結仁の足を、怖こわい顔をした姉がギュッと踏ふみつけてくる。ここだとフロアから見える位置なので、大だい胆たんに殴なぐりつけられなかったのだろう。

「なに逃げてんのか知らないけど、あんたに逢うためわざわざ来てくれたんでしょ。出て行って、応対しなさいよ」

「……でも」

「グダグダ言わない！　ほらっ」

　厨ちゆう房ぼうから引っ張り出されて、水の注がれたグラスとお手て拭ふきの載のったトレイを押しつけられる。嫌だと固辞し続けられなくなり、結仁は渋しぶ々しぶと両手でトレイを受け取った。

　窓まど際ぎわのテーブルにいる和智の姿は、探すまでもなく目に飛び込んできた。眼鏡めがねをかけて本に目を落とし……いつもながら、凜りんとした涼すずやかな空気を纏まとっている。

　結仁は、猛もうスピードで脈打つ心臓の鼓こ動どうを感じながらゆっくりテーブルの脇わきに立つと、スッと息を吸い込んで口を開いた。

「いらっしゃいませ」

　テーブルの端はしにお手拭を置いた結仁は、ぎこちないものかもしれないけれど、かろうじて笑えみを浮うかべる。

　和智が、こちらを見上げてきたのは視界の隅すみに映っていたけれど、目を合わせられない。自分に逢うために来てくれたのかなどと、尋たずねられるわけがなかった。

「ご注文がお決まりになりましたら……ッ！」

　定型文となっている台詞せりふを口にしながら、グラスを置いて引きかけた手を、なんの前まえ触ぶれもなく握にぎり締しめられた。

　ギョッとして思わず和智に目を向けると、眼鏡越ごしとはいえまともに視線が絡からんでしまった。

「結仁。仕事の上がりまで待つ」

「え、っと……おれは、テイクアウトできないです……よ」

　無理やり笑って、そんなふうにふざけた言葉で茶化そうとしたのに、和智は頰ほおを緩ゆるませてくれない。

　ただ、真っ直すぐな目で結仁を見上げてくる。

「……カフェラテだ。おまえがサーブしなければ、口をつけない」

　そうして、脅おどし文句のようなオーダーを告げた和智は、テーブルの端に置いてあった本を広げた。

　結仁の逃げ口上など聞かないと、態度で示される。

「畏かしこまりました。少々、お待ちください」

　いつまでもテーブル脇に突っ立っているわけにいかず、軽くお辞じ儀ぎをして踵を返す。

　カウンターに戻もどると、自分たちの様子を窺うかがっていたらしいオーナーと目が合った。

「オーダー、カフェラテだそうです」

「ああ。……で？」

　興味本位で追つい及きゆうしようとしているのなら、答えなかった。でも、オーナーの目には心配する色が滲にじんでいて、もごもごと言葉を返す。

「で、って……別にそれだけで。あ、なんか、おれをテイクアウトするみたいな言い方をされた。真顔で、笑えない冗じよう談だん……」

　緊きん張ちよう感かんのない笑いを浮かべて冗談で誤ご魔ま化かそうとしたのに、オーナーは予想もしていなかったことを言い出した。

「へぇ。いいんじゃないか？　おまえに逢いたくて、わざわざここまで来てくれたんだろ。今日はそんなに忙いそがしくないし、愛美もいるし……ちょっと早いけど、これをサーブしたら上がっていいから、テイクアウトされろよ」

「達ちゃん！」

　焦あせった結仁は、思わず素すの呼び方で名前を口にする。

　大学のワゴンカフェにいない結仁の近きん況きようを和智が尋ねてきたと、姉から聞いていたに違いない。

　逃にげようとして和智の前に突き出されそうになっている気分になり、「おれは、そんな」と提案を拒きよ否ひしかけたけれど……。

「結仁。特大の貸しにしてあげるから、オーナーの言うとおりにさせてもらいなよ。スッキリと片をつけて、来週からはあんたが大学のワゴンカフェに立って」

　自分たちが話しているあいだに、カフェラテを準備してくれていた姉が、カウンターにカップを置きながら睨にらみつけてくる。

　自分の代わりに連日大学に行ってもらっているという負い目があるせいで、嫌いやだと言い返せない。

「ほら、早くしなさいよ。冷めちゃうでしょ」

　結仁がグズグズしているせいで、姉が眉まゆを顰ひそめて湯気を立ち昇のぼらせるカップを指差す。

「あ……うん。ごめんなさい」

　確かに、ぼうっとしてはいけない。ハッとした結仁は早口でボソッと謝って、トレイにカップを載せた。

　慣れたフロアを歩く足が、やけに重く感じる。和智のいるテーブルまでが、妙みように遠い。

「お待たせしました」

　落ちる危険がない程度に、テーブルの隅……本を広げている和智の邪じや魔まにならない位置にカップを置くと、無言で結仁を見上げてくる。

「早めに上がらせてもらうことになりましたので、和智さんがそれを飲み終わる頃ころに帰り支じ度たくを整えて、出ます」

「……わかった」

　結仁が逃げようとしなかったせいか、和智の声は満足そうだ。目は合わせられなかったけれど、それくらいはわかる。

　……いつの間にか、わずかな声の調子で和智の機き嫌げんが推測できるようになっている。

「ごゆっくりどうぞ」

　声をかけて身体からだの向きを変えると、和智がさっそくカップに手を伸のばすのが視界の隅に映った。

　姉が言うように、わざわざ結仁に逢うためにカフェ本店まで来てくれたのだろうか。

　そう考えると、逃げ出したいのに嬉うれしくて、矛む盾じゆんする自分に密ひそかなため息をついた。










《八》







　和智の自宅で二人きりになると、途と端たんに緊きん張ちようが込み上げてきた。

　なにから話せばいいのだろう。

　結仁がいないあいだも、毎日ワゴンカフェに立ち寄っていたのか……とか。

　カフェ本店には専用の駐ちゆう車しや場がないので、車は少し離はなれたコインパーキングに停とめなければならない。駅近くということもあり、安くないパーキング料金を払はらわせて申し訳なかった……とか。

　次々と頭に浮うかぶのは、なんとなく空気が張り詰つめたこの場にふさわしいとは思えないものばかりだ。

　足元に視線を落として思い悩なやんでいると、振ふり向いた和智に言葉もなく両りよう腕うでを摑つかまれた。

「和智さ、ん？」

　顔を上げた結仁は、食い込む指の力強さに眉まゆ根ねを寄せる。

　どことなく焦しよう燥そうを滲にじませた目で見下ろしてくる和智は、手を離せば結仁に逃にげ出されるのではないかと恐おそれているみたいだ。

　結仁からは、怖こわいものなどなにもない無敵の賢けん人じんに見えるのに……。まさかこの人が、自分に逃げられることを恐れてなんかいないだろう。

　そうして、頭を過よぎった『和智の焦燥』を否定していると、

「どうして、ワゴンカフェにいない。火曜から木曜までの三日は、ほぼ確実にいただろう。具合でも悪いのかと尋たずねても、メールを返してこないし……。なにか、返信できない事情があったのか？」

　険しい表情の和智に、責める口調で問い詰められる。

　メールは、届いているのはわかっていたけれど内容に目を通していない。本人を前に「無視していました」とは言えず、気まずく視線を泳がせる。

　そんな態度が気に入らないのか、二の腕に食い込む指の力が更さらに増した。

「和智さん、手……痛い」

「離せば、逃げようとするんじゃないか。カフェでも、俺とろくに目を合わせず……逃げたそうな顔をしていただろう。そのくせ、当てつけるようにオーナーとベタベタして……逃げる素そ振ぶりで苛いら立だたせて追わせるのが、おまえの手管か。まんまと引っかかる俺は、さぞかし間ま抜ぬけで愉ゆ快かいだろうな」

　和智は、なにを言っている？

　和智から逃げたがったのは、事実だ。でもそれは、逃げる素振りで追わせようなどと考えてのことではない。

　和智を相手に、そんなふうに計算する余よ裕ゆうなど皆かい無むだ。

　ましてや、当てつけるつもりでオーナーとベタベタしたなんて……完全な言いがかりとしか思えなかった。

　咄とつ嗟さに言い返すことのできない結仁が絶句していると、和智の眉み間けんに刻まれた縦たて皺じわがますます深くなる。

「毛色の違ちがう相手と軽く遊んで、厭あきたら放ほうり出せばいいと思っていたんだろう。俺は、まだおまえを手放すつもりはないからな。それに、他ほかの男と共有するのは不快だ。オーナーとのつき合いは長いのかもしれないが、少なくとも俺と関係がある間は他の男……女も遠えん慮りよしてもらおう」

　目を瞠みはって、いつになく饒じよう舌ぜつに語る和智の話を聞いていた結仁だったが、胸の奥からじわじわと熱いものが沸わき上がるのを感じる。

「……なんだよ、それっ」

　震ふるえそうになる声でそう口にして、腕を摑む和智の手を振り払った。

　独どく占せん欲よくと、執しゆう着ちやくをぶつけられているみたいだった。和智の台詞せりふはとことん自分勝手なものなのに、喜びそうになる自分が……憐あわれだ。

　滅めつ多たなことでは表情さえ変えず、冷れい淡たんにさえ見える和智が、結仁を前に感情を露わにしている。

　それが、観察対象に横から手を出されるのが気に食わないという理由であっても、結仁には嬉うれしくて……バカみたいだ。

「和智さんのほうが、おれに厭きたんじゃないの？　あのシュシュの女の子、わざわざカフェに連れてきたりして……博くんなんて呼ばれて。お似合いだって、見せつけられた気分だ。探究心と好こう奇き心が満たされたら用無しになる、そんな自分の立場を弁わきまえろって言われているみたいだった」

　和智なら、そんな回りくどいことはしない。用無しになれば、変に婉えん曲きよくな表現を使うことなくそのまま結仁に告げるはずだ。

　そう、わかっているけれど……親しげに和智を「博くん」と呼んでいた女の子の声が、耳から離れない。

　結仁の言葉にほんの少し首を捻ひねった和智が、「女の子？　ああ」と、合点が行ったふうにうなずいた。

「あれは、街歩きに疲つかれたという彼女を、唯ゆい一いつ案内できるカフェがあそこだったからだ。ちょうど、近くにいたからな。落ち着けるし飲み物や焼き菓が子しも美味うまい、いい店だ」

「……褒ほめてくれてありがたいけど、すっ惚とぼけられてる気分だ。あの子、ここに泊とまったんじゃないのか？」

　話の始めと終わりでさり気なく論点をずらされてしまい、拳こぶしを握にぎった。

　和智に比べればバカだと思うが、女の子から話を逸そらされたことくらいは、結仁にも察せられる。

　泊めただろうという指し摘てきにどんな言葉が返ってくるか身構えていると、和智はあっさりとうなずいた。

「ああ……彼女を、一人でホテルに泊まらせるわけには」

「ほらっ、やっぱり特別なんだろ。おれなんかに構ってないで、彼女を大切にしろよ！　本物の、赤い糸の相手かもしれないんだ。もう和智さんとはヤらない。万が一あの子が知ったら、傷つく……かわいそ……だ」

　喉のどの奥に声が詰まったようになり、それ以上言葉を続けることができなくなってしまった。

　まだ言いたいこと、言わなければならないことがあるような気がするのに……思考が白く霞かすみ、うまく言葉にできない。

　女の子を自宅に泊めたと、すんなり認める和智は……悪びれる理由もなければ、言い訳をする必要もないということか。

　確かに結仁と和智の関係は、束そく縛ばくし合うものではない。でもそれなら、オーナーとの関係を邪じや推すいして結仁を責めるのも筋すじ違ちがいだろう。

　唇くちびるを嚙かんで床ゆかに視線を落としていると、気を乱す結仁とは正反対の落ち着き払った声で、和智が続きを口にする。

「多感な時期だから、叔父おじが同性と関係を持っていることを知れば確かに傷ついて嫌けん悪おするかもしれないが……彼女の機き嫌げんを窺うかがって、自分のやりたいことを押し止とどめるつもりはない。おまえとの関係に」

「待って。和智さん、今、なんて……？」

　ビクッと頭を揺ゆらした結仁は、恐る恐る顔を上げて和智と視線を絡からませた。

　最後まで聞くことなく話を遮さえぎったせいか、和智は少し機嫌を損そこねた様子で低く口にする。

「他人の顔色を窺う気はないと言ったんだ。俺は、俺の思うようにさせてもらう」

「違う！　そこじゃなくて、叔父って……誰だれが、誰の？」

　結仁の聞き間違いでなければ、確かに『叔父』という単語を耳にした。

　話の流れから、その『叔父』がイコールで『和智』であることは予想がつくけれど、誰から見た続ぞく柄がらなのか……きちんと確かめなければ納なつ得とくできない。

　結仁と目を合わせた和智は、怪け訝げんそうに答える。

「俺が、彼女の。カフェに同どう伴はんしたのは、姉の娘むすめ……姪めいだ。地方から遊びに来た中学生の子供を、一人でホテルに泊まらせられないだろう。叔父とはいえ、異性が一人暮らしをしているところにというのもどうか……とは思い、俺がホテルに泊まった」

「ちゅうがくせ……い？」

　なんだかいろいろと予想外のことを聞かされた気がするけれど、一番引っかかった単語を呆ぼう然ぜんと聞き返した。

　間抜けな響ひびきの一言だと自分でも思ったが、和智は笑うでもなく大おお真ま面じ目めな顔でうなずく。

「ああ。確か、夏に十四歳になったんだったか。彼女のことは、もういい。おまえが、カフェのオーナーと親密なのは最初からわかっていたことだが、気に食わない。俺だけを見てろと言いたくて、俺以外の人間に触さわらせたくなくて……どうにかなりそうだ」

　和智は途と方ほうに暮れたようにそう口にして、困こん惑わくを浮うかべた目で結仁を見下ろしてくる。

　それは、どう受け取ればいいのだろう。

　まるで、熱っぽく恋こいを語られているようだと……そんなふうに浮かれた気分で調子づきそうで、怖い。

「和智さんの、その感情は……恋れん愛あいじゃないの？　ただの独占欲？」

　おずおずと尋ねた結仁に、和智は混迷を深めてしまったらしい。緩ゆるく頭を振ふり、惑まどいを含ふくんだ声で答えた。

「恋……愛？　よく、わからないな。その方面は、結仁のほうが遥はるかに詳くわしいだろう」

「おれだってわかんないよ！　慣れたふりで女の子の相談に乗ってたけど、本当は……恋なんて知らないんだ。これまで恋人がいたことなんかないし、あんなことしたのも……和智さんが初めて、で……」

　言わずに済むのなら、隠かくしたままでいたかった。羞しゆう恥ちを耐たえてみっともない告白をした結仁に、和智は怪訝そうに聞き返してくる。

「待て。でもおまえ、カフェのオーナーと……」

「オーナーは、子供の頃ころからつき合いのある幼おさな馴な染じみだ。その上、身内だから親しげに見えるのも当然だと思うけど。姉ちゃん……おれの代わりに、この何日か大学のワゴンカフェにいた人の……旦だん那なさん」

　今度は、和智が絶句する番だった。

　啞あ然ぜんとする和智という、とてつもなく貴重なものを目にしていると……そんな思いが頭に浮かんだ途と端たん、奇き妙みような笑いが込み上げてくる。

「はは……確かに、誤解されても仕方ない……けど、そんなに軽く見られてたのはショックかも。おれが誰とでも簡単に関係を持つって思ったから、あんなふうにホテルに連れ込んだんだもんな」

　過ぎたことに対する恨うらみ言は、言われたほうも困るだろう。そう頭ではわかっているが、ショックだったのは事実だ。

　和智は、始まりの強ごう引いんさを責めた結仁を、今頃になって……と疎うとましがることなく、申し訳なさそうに肩かたを落とす。

「……すまなかった。そうであれば、俺のようなつまらない人間でも相手にしてもらえるのではないかという、願望混じりの決めつけだ。言われてみれば、場慣れしているにしてはずいぶんとぎこちないかと……相手が俺だからかと思ったが、違ったんだな」

「慣れてるわけ、ない。初めてだ……って言っただろ。和智さんしか、知らない……」

　声に出して伝えているあいだに、どんどん顔が熱くなっていく。きっと、隠しようもなく頰ほおが紅潮しているはずだ。真っ赤かになっていたら、恥はずかしい。

　俯うつむいて和智の視線から逃にげようとしたのに、両手で頭を挟はさみ込むようにして仰あお向むけさせられた。

「変だな。何度も、こうして結仁に触ふれてきたのに……脈みやく拍はくが乱れている。初めて触れた時より、緊きん張ちようしているのは何故なぜだろうな」

「そんなの、おれに聞かれてもわかんないし。ドキドキしてるって言うなら、おれのほうがずっと激しく……心臓が大おお騒さわぎしてる」

「ふーん？　ああ……本当だ」

　シャツの上から胸むな元もとに手のひらを押しつけられて、更さらに鼓こ動どうがスピードを速める。触れてくる和智の手にも、動どう悸きはしっかり伝わっているはずだ。

　服の上から触れられているだけなのに、胸元から全身へと熱が広がっていく。

「恋、か。未知の感覚だな。正常な判断力や自制心を失うものは、厄やつ介かいだが……それなら捨てようと思わないのが不思議だ」

「おれのこと、好き？」

　戸と惑まどいがちに自己分ぶん析せきしている和智に、そろりと尋たずねてみる。

　否定されたら地の底まで落ち込むとわかっていても、確かめずにはいられなかった。

　知識の宝庫のような和智が、結仁と同じように恋に戸惑い、途方に暮れているのなら……嬉うれしい。

「ああ、これが恋なら……好きということだろうな。よくわからないが、言葉で表さなければならないものか？」

　いちいち尋ねる結仁が、煩わずらわしくなったのだろうか。少しだけ眉まゆを顰ひそめてそう口にした和智に、「だって」と言い返す。

「心の中は、口に出して言ってくれないとわかんない。おれが、和智さんをずっと好きだったことも……知らなかっただろ。ワゴンカフェの中から、広場のテーブルで本を読んでるのをずっと見てた。頭がよさそうで、夏でも涼すずしげで……女子学生のアプローチを悉ことごとく撥はね返してるって聞いて、こっそり喜んでた。おれなんか、絶対に相手にしてもらえないって思ってたから……誤解されたのはショックだったけど、キスとか……嫌いやじゃなかったし、和智さんの興味が満たされるまででも、傍そばにいられるなら嬉しかった。ただの好こう奇き心でも、観察対象でもよかったんだ」

　本人に言えると思っていなかった、ストーカーじみた行動や内心を、今がチャンスとばかりに言葉に込めて投げつける。

　気味が悪いと引かれても仕方がないと思っていたのに、見上げた和智は珍めずらしく微び笑しようを滲にじませていて。

　ドキドキ……心臓の脈動が、更に増すのを感じる。

「……確かに、言葉にして言われなければわからなかったな」

　そこで言葉を切った和智は、少し迷うようにゆっくりと続きを口にする。

「それなら、俺もお互たがい様だ。興味のない人間に脳の記き憶おく容量を割さくほど無意味なことはない。でも、結仁のことは……他人が呼ぶのを耳にしていただけなのに、名前を知って記憶していただろう？　楽しそうに女子学生と話す姿も、いつも賑にぎやかに学生に囲まれているところも……気に障さわっているのかと思っていたが、違ちがう。特別に、意識していたんだ。いつからかはわからないが、結仁のことが好きだったんだなぁ」

　他人ひと事ごとを、冷静に解かい析せきしているような言い回しだ。本人もそのつもりだろうし、きっと気がついていないと思うけれど、ほんのりと耳が赤い。

　和智が照れている？　と思えば、ますます胸の奥が熱いものでいっぱいになった。

「ッ……ど、しよ。めちゃくちゃ、嬉し……っ」

　ダメだ。望んだことさえない和智からの言葉が嬉しくて……苦しくて、うっかり涙なみだぐみそうだ。

　和智を困らせる。男に目を潤うるまされても慰なぐさめようがないと、眉を顰められるかもしれないのに……唇くちびるが震ふるえそうになる。

　どうしよう……と惑ってばかりいると、和智は、おろおろ目を泳がせる結仁を笑うでも嘲あざけるでもなく、そっと両りよう腕うでの中に抱だき込んだ。

「初めてを仕切り直しだ。いいか？」

「う、ん。和智さんが、全部教えて」　>>>♥

　……そうか。もう、噓うそをつかなくてもいいのかと、ストンと肩の力が抜ぬける。

　身構える必要もないし、慣れたふうに振る舞まわなければならないという虚きよ勢せいも手放して、そろりと和智の背中を抱き返した。










　和智の寝しん室しつには、何度も入っている。それどころか、ベッドの寝ね心ごこ地ちさえすっかり覚えていて、緊張など今さらしない。

　そう頭では思っているのに、激しい鼓動が耳の奥でうるさいくらい響いている。

「初めて目にした時から、思っていたが……結仁は綺き麗れいだな。身は少し薄うすいが細すぎるわけではなく、適度に筋肉がついていて……腰こしの位置が高いし、四し肢しの長さもバランスがいい」

　ベッドの上で向かい合って服を脱ぬがされ、マジマジと全身を観察される。

　しっかり目で見たいからと、照明を灯ともしたまま手を伸のばしてきた和智に、「せめてサイドテーブルの読書灯にしてほしいんだけど」と懇こん願がんしたが、淡あわいオレンジ色の光でも視力を確保するには充じゆう分ぶんで、隅すみ々ずみまで見られているのを感じる。

　結仁の身体からだを真顔で批評して感かん嘆たんする和智に、頰の熱さを感じながらしどろもどろに言い返した。

「そ、っかな。和智さんのほうが、男っぽくていいと思うけど。完全な文系だと決めつけてたのに、実は結構鍛きたえてる？　本がギッシリで重いバッグを持ち歩くだけで、こんなふうに筋肉はつかないよね」

　そっと手を伸ばして、和智の裸ら体たいに触れた。

　肩も胸の厚みも、二の腕の筋肉も結仁よりずっとしっかりしているし、腹筋も薄うっすらと割れている。

　体格から察するに、もともとの骨格もがっしりしているのかもしれないが、コレは……反則だ。

　頭脳はもちろん、身長や体格まで、同性としてなにもかも和智には敵かなわないのだと見せつけられる。

「鍛えているというほどではない。筋肉の構造を知り、遅ち筋きんと速筋の作用に応じた運動をすれば、短時間で効率よく筋肉を増強することができる」

　憧しよう憬けいと嫉しつ妬とと、この人に好きだと想おもわれている奇妙な優ゆう越えつ感と……いろんなものが交こう錯さくした複雑な気分になっている結仁をよそに、和智は相変わらずなんでもないように語った。

「……簡単そうに言うけど、結構なハードルの高さだよなぁ」

　結仁では、その運動理論を正しく実行に移せる自信がない。

　和智自身は自分にあるものは知識だけだ……などと口にしていたけれど、その知識さえ乏とぼしい結仁にしてみれば、やはり頭のいい人は違うと感心するのみだ。

　そうして結仁は「和智さんはすごい」と心の中で感服しているのに、当の和智はじっくりと結仁の身体に視線を走らせながら首を傾かしげている。

「同じ人体でも、結仁の身体は他ほかの誰だれとも違う。誰の身体を目にしても、こんなに切せつ羽ぱ詰つまった気分にならないのに……と、不思議だった。その理由がなんだか、どうしてもわからなくて焦あせるばかりだったが……ようやく答えが出た」

　そう言いながら、手のひらを胸の中心に押し当てられる。結仁の心臓の激しい鼓動は、和智の手にしっかりと伝わっているだろう。

　和智に触れられているから、ドキドキしているのだと……どれだけ言葉を並べるよりも説得力があるはずだ。

「どんな答え……？」

　結仁の問いかけに、和智がふっと顔を上げる。しばらく視線を絡からませていたけれど、短く息をついて、

「小こ悪あく魔まめ、と少し前の俺なら思っていたな」

　そう苦笑した。

　結仁は、その言葉の意味も苦笑されたわけもわからなくて「なに？　なにが？」と視線を泳がせる。

「おまえは、計算ずくめの小悪魔ではなくただの鈍どん感かんだな。いや、愚ぐ鈍どんなわけではなく……若者の言葉だと、天然ちゃんというやつか。言っただろう。恋れん愛あい感情だ。自覚したら、ますます腑ふに落ちる。難解な数式を解いた瞬しゆん間かんよりも、昂こう揚ようしているな」

　恋愛感情。

　淡たん々たんと語られた一言が耳に届き、数秒後に意味を理解して……カーッと顔面が熱くなった。

　つまり、結仁に触ふれて余よ裕ゆうをなくしている。その理由は、恋愛感情があるせいだ……と？

　自分では見ることができないけれど、間違いなく顔を……もしかして、首筋から胸むな元もとまで赤く染めているかもしれない結仁に、和智がクスリと笑う。

　優やさしい笑えみはあまり目にすることのないもので、更さらに動どう悸きが激しさを増した。

「鈍感なのは、俺か。きちんと見ていれば、結仁がこの手のことに慣れていないと……慣れたふうに必死で演じているのだと、わかったのにな。そうして冷静に観察して、分析などできないくらい結仁に溺おぼれていたということか」

　今までベッドを共にした和智は、余計なことをしゃべらず、ただ結仁を観察するような目で見て……快楽に溺れさせていた。

　これまで聞いたことのない台詞せりふを、躊躇ためらいもせず冷静な口調で次々と聞かされては、照れ隠かくしに反発することもできない。

「っ、和智さんらしくない……。そんなの、おれみたいなアホで軽い男の台詞だ。もう、なんか……めちゃくちゃ恥はずかしいんだけど」

　ただひたすら恥ずかしいばかりで、「恥じらう乙おと女めかよ」と心の中でなんとか突つっ込んだ。こんなふうにもじもじしている自分は、結仁自身も不気味だ。

　居たたまれない気分で落ち着きなく視線をさ迷わせていると、胸元にあった和智の手がスルリと肌はだの上を滑すべる。

「っ、ん！」

　肋ろつ骨こつを包み込むように撫なで、脇わき腹ばら……臍へその上、その下にまで。ベッドについた手が震えそうになり、息を詰つめて身体を硬かたくする。

「身構えなくていい。観察じゃない。俺が触れたくて、結仁に触さわっているんだ。嫌いやなら嫌だと言ってもいいし、結仁も……俺に触っていい」

　やんわりとした声で、これまでとは違うのだと説かれて、引き結んでいた唇を開いた。

　そっと見上げた和智は、自分の欲求だと言ったとおりに、熱を含ふくんだ目で結仁を見詰めている。

　結仁の右手を握にぎった和智が、開いた手のひらに唇を押しつける。肩かたに誘ゆう導どうされて、コクンと喉のどを鳴らした。

「さ、触っていい？　……触ってみたい」

　我われを忘れて縋すがりつくのではなく、平静を保った状態で結仁のほうからこうして和智に触れるのは、初めてかもしれない。

　熱い肌、張り詰めた筋肉……胸の中心に押し当てた手のひらからは、落ち着いているとは言い難がたい速さの鼓こ動どうが伝わってくる。

「ドキドキ、してる……？」

「それは当然だろう？　恋こい心ごころを抱いだいている相手の肌に触れて、冷静でいられるわけがない」

　そのことを、理り屈くつではなくて、絶対に誤ご魔ま化かすことのできない身体反応で証明してくれている。

　和智の動悸に釣つられるように、結仁もますます心臓の脈動を加速させていき、喉を通る息が熱くなる。

「もっと触っていいぞ。俺も、遠えん慮りよなく触れさせてもらうから」

「あ……」

　伸し掛かかってきた和智に肩を押されて、ベッドに背中をつけた。腿ももの内側を撫で上げられてビクッと脚あしを震ふるわせたけれど、和智の脚が膝ひざのあいだに割り込まされていて閉じることができない。

　逃にげられない状態で、和智の手がゆっくりと、脚のつけ根ギリギリのところまで這はい上がる。

　日に当たることのない柔やわらかな肌は、場所的に他人はもちろん、自分の手でも入浴時くらいにしか触れない。くすぐったいようなむず痒がゆいような、奇き妙みようなざわめきが肌の上を走り抜ぬけて、唇くちびるを嚙かんだ。

「唇を嚙むな。全部、なにもかも見せろ。良いも悪いも、どんな反応でもいい。結仁を、なにもかも知りたい」

「…………」

　知りたい。という一言は、いつの間にか結仁にとって「おまえは観察対象だ」と言われているのと似たような意味になっていた。

　胸の奥が鈍にぶい痛みを訴うつたえたことで、初めてそう自覚する。

　複雑な思いで和智を見上げると、声に出していない結仁の心情が伝わったかのように、低く続けた。

「結仁だけだ。これほど……暴あばきたくなるのは。すべて、俺のものにしたい」

　和智にとって知ることは、我が身に取り込んで自分のものにするのと同意語のようだ。

　しかも、「結仁だけ」と言われてしまっては、突っぱねられるわけがない。

「っ、ん。和智さんにしか、見せないから……」

　閉じようとしていた膝の力を抜いて、そろりと両膝の隙すき間まを広げる。チラリと見上げた和智が、食い入るように結仁を見下ろしているのがわかった。

　観察などではない。いまの和智を動かしているのは、探究心や好こう奇き心ではなく……純じゆん粋すいな欲望なのだと、同じ性を持つ身だからわかる。

　結仁の身体からだを目にして、絶対に噓うそをつけない部分で昂たかぶりを示している和智の姿を目まの当たりにすると、言葉では言い表すことのできない歓かん喜きがゾクゾクと全身を駆かけ巡めぐる。

「ここに触れたのも俺だけか」

「そ……っ、だよ」

　大きな手のひらに、やんわりと屹きつ立りつを包み込まれて、反射的にビクッと脚を震わせた。けれど、拒こばまないことを証明するために逃げようとせず、隠したくなる手でシーツをギュッと握る。

「こう……して、熱っぽい結仁の吐と息いきを知っているのも？」

「ぁ！　当たり前っ」

　自分で触れることはあっても、誰かに触れられる感覚は知らなかった。

　なにもかも和智だけだと、じっくりと全身に触れられながら改めて告白させられる。

　もどかしくて、もっと傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まってくれてもいいのに……と訴えたくなるほど優しい指に追い詰められて、思考が甘く霞かすむ。

　初めてを仕切り直しだ、と宣言した通りに和智は時間をかけて結仁の心身を蕩とろけさせていった。

「ふっ、ぁ……和智さん、も……苦し。やだ。身体、変にな……」

「変？　どこが？　結仁は、どこもかしこも綺き麗れいだ」

「だ、ってどこ……どう、触られても、気持ちい……よ。こんなの……おかしい、だろっ」

　手の指から足の指一本一本にまで舌を這わせる和智に、もう嫌だ許してと半べそで懇こん願がんしても、解放してくれない。

　それどころか、「まだ親指が残っている」とか、「踝くるぶしの骨も舐なめていいか」と執しつ拗ように舐め濡ぬらされて、声も出せなくなった。

　全身の力が抜け、忙せわしなく呼吸を繰くり返すだけになったところで、ようやく顔を上げた和智が結仁の膝を摑つかむ。

　力の入らない脚を大きく割り開かれ、唇を震わせた。

「いきなり入れたりしないから、怖こわがるな。……初めてだからな。とろとろになるまで、指で慣らしてやろう」

「あ……でも」

　言葉のとおり、和智が初めてをやり直そうとしているのはわかる。でも、今の結仁には意地悪く焦じらされているようにしか思えない。

「力を抜いていろよ」

　そう言いながら専用の潤じゆん滑かつ剤ざいをたっぷり纏まとった指を挿そう入にゆうされた途と端たん、ビクッと大きく腰こしを跳はね上げた。

　目の前でパチンと光が弾はじけたみたいになり、背筋を一気に熱い疼うずきが駆け上がり……わけのわからない結仁は、目を瞠みはる。

「っ、ぁ……は……ッ、な……に」

「指に食いつかれているみたいだ。これだけで……そんなにいいか」

　長い指をじわじわ抜き差しされると、頭の芯しんが、ジン……と痺しびれるような快楽が全身に広がった。

　結仁は自分の反応に戸と惑まどい、次々と湧わき上がる熱に怯おびえて無意識に身体を捩よじる。

「動くな。指を……今、二本にした。歓かん迎げいするみたいに、締しめつけてくるだけだ。痛くはないだろう」

「っ！　ぁ……あ、痛く……な、っけど」

　この熱が、どこから湧いてくるのかわからない。怖いのに、もっと浸ひたりたくなって……そのうち溺おぼれる。

　得体の知れない怖さが全身を包み、身体の奥にあるものが確かに和智の指なのだと、確かめるように締めつけてしまう。

「ァ……、は、ぁ……！　ゃだ、動かさ……なっ」

　これ以上、奥まで触ふれられたら……一気に崩くずれ落ちる。

　そんな恐きよう怖ふに、もう入れないでほしいと必死で訴えると、和智はクッと低く笑って「違ちがう」と短く口にした。

「俺は動かしていないからな。結仁が、自分で締めつけているんだ。熱くて……すごいな。指が溶とかされそうだ」

「ゃ、だ。そんな……、知らな、い。もぅ、わかんな……っ」

　なにもわからない。考えられない。

　どうにかしてほしいと、震える手で和智の腕うでを摑んで懇願する。

「和智さ……ん。もう、指……嫌いやだ。足り、ない。熱が、足りな……」

「ああ。俺ももう、余よ裕ゆうぶっていられない……な」

「ッ……ぁ」

　深く埋うめられていた和智の指が、ゆっくりと抜き出される。惑わく乱らんを生み出すものだった指がなくなったのに、身体の熱は少しも下がらない。

　熱が引かないどころか、もっともっと、身体の奥から込み上げてくるみたいで……どうなっている？

　涙なみだの膜まくが張った目で、懸けん命めいに和智を見上げる。

「和智さん、身体……熱い。変……だ。全っ然、収まんな……っ、い。どうし、よ」

　視界が滲にじんでいて、それほど離はなれていないのに……和智の端たん整せいな顔が、よく見えない。もっと、きちんと目に映したいのに……子供のように「どうしよう」と繰り返す結仁を、どんな表情で見ているのかもわからない。

　自分がどうなっているのか、どうすればいいのか……惑まどうばかりで、助けてくれるのは和智しかいないということだけが確かだ。

「和……智さん。和智、さん……しか、これ、ぁ……っ？」

　どうして、なにも言ってくれないのだろう。無言で、結仁を見下ろして……あまりの乱れ方に、呆あきれている？

　今すぐ、ここから逃にげ出したくなるような怖さが込み上げてきたところで、目を大きな手でふさがれた。

「そんな目で見るな。……めちゃくちゃにしそうだ」

「ぁ……あ、ぁ！」

　どんな目をしていたのか、聞き返す余裕はなかった。

　視界を奪うばわれた結仁が瞼まぶたを伏ふせたのとほぼ同時に、指で蕩けさせられていた粘ねん膜まくに熱の塊かたまりを感じる。　>>>♥

　息を吞のむ間もなく、圧あつ倒とう的な熱に身体を支配され……声もなく全身を震ふるわせた。

「ッ、結……仁。そんなに、食いつくな。ほら……息を吐はけ」

　嚙み締めた歯をこじ開けるようにして指を含ふくまされ、促うながされるまま息を吐き出す。忘れていた呼吸を思い出した瞬しゆん間かん、強こわ張ばっていた身体から力が抜けた。

「ア……っは、ぁ……っっ！」

「そう、だ。力を抜ぬいてろよ。全部、受け入れて……なにも考えなくていいから、身体の感覚だけ、追いかけろ」

　和智の低い声は、耳に心ここ地ちよく……まるで、催さい眠みん術をかけられているみたいだった。

　そうして従えば楽になるのだと、疑いもせず受け止める。

　和智の言葉のまま、全身の力を抜いて頭の中を真っ白にしたら、心身がこれまで結仁の知らなかった熱に吞み込まれる。

「や、あ……それ、ゃ……怖い、から……ぁ」

「なにが怖い？　こっちは、嫌がっていない。ほら……とろとろで、少し触れただけで弾けそうだ」

　深く挿入したまま動きを止め、長い指が屹立に絡からみついてくる。

　少し触れただけで……と言われたとおりに濡れた音が聞こえてきて、ビクッと腹筋を強張らせた。

「ッ、……締めるな」

「だ、って。ゃ……そこだけ、弄いじるの……ッあ、ゃ……あ！」

　身体からだの奥に留とどまっている熱ねつ塊かいの存在を確かめるように、意図せず粘膜が絡みついているのがわかる。

　和智に与あたえられる、更さらに深い快楽を知っている。これでは足りない……と、浅ましく身体が求めているみたいだった。

「すごい……な。どうなってる」

　動きを止めたままの和智が、ふっと熱い息をついた。

　絡みつく粘膜の感かん触しよくを味わうように、ゆるりと身体を揺ゆすり上げられて、ビクッと背中をベッドから小さく跳ね上げる。

　結仁に、なにもわかるわけがない。自分がどうなっているのかも、あやふやで……ただ、熱の渦うずに巻き込まれている。

「や、やだ。わかんな……っ、ぃ。ぁ！」

　知っている……はずなのに、違う。

　今まで身に感じていたものと、なにかが違う。

　和智の声に滲む熱量まで違っているみたいで、混迷が深まる一方になる。

「ジッとしてるの、嫌だ。もう……苦し、い、からぁ」

「ああ……」

　和智の腕を引っ搔かきながら訴うつたえると、焦らすことなく結仁の願いが聞き入れられる。

　大きく身体を揺さぶられて、ようやく与えられた極ごく上じようの悦えつ楽らくに、爪つま先さきから頭上まで沈しずみ込む。

　熱くて、熱くて……押さえつけるように腰こし骨ぼねに食い込む指の強さが、執しゆう着ちやくを知らしめてくれる。

「っふ……、ぁ、ッあ……和智、さ……っ！」

　薄うすく目を開き、まばたきをして視界の邪じや魔まになる涙を払ふつ拭しよくする。必死に見上げた和智は、熱っぽく潤うるんだ目でただひたすら結仁を見み詰つめていた。

　観察されているなどと、疑う余地もない眼まな差ざしだ。同じ熱に溺れ、理性を手放して貪むさぼっているのだと……言葉にされなくても伝わってくる。

「ぁ、あっ、も……っと、も……と、めちゃくちゃに、してい……から」

　だから、すべてを自分に向けてほしい。

　興味も、欲望も、ありとあらゆるものを結仁に投げつけられたとしても……全部、受け止めるから。

「……智さ、お願……っ」

　官能に浸りながら口にした結仁のそんな欲深い懇こん願がんは、きちんと声にならなかったかもしれない。

　ふと動きを止めた和智が、結仁の逃げを許さないとばかりに押さえつけるようにしていた手を離し……上半身を合わせてくる。

「結仁。……全部、俺の……だ」

　両腕に強く抱だかれ、甘くかすれた低い声がそう傲ごう慢まんに言い放つのに……言葉では言い表すことのできない喜びが全身を包む。

「ン……ん、ぅん。そ……だよ」

　至上の幸福感に包まれた結仁は、熱い背中を抱き返して……コクコクと小刻みにうなずいた。










《九》







　背後からすっぽりと和智の腕うでに抱き込まれ、全身がぬくもりに包まれている。

　惑わく溺できするばかりの強きよう烈れつな熱の渦うずは静まり、あたたかくて心ここ地ちよくて……ふわふわと、夢ゆめ現うつつをさ迷っているみたいだ。

　淡あわいサイドランプの光に、鮮あざやかな『赤い糸』が浮うかび上がっている。結仁の頭の下を通って目前に伸のびる和智の左手小指と、顔の前に翳かざした結仁の左手小指を、当たり前のように赤い糸が繫つないでいた。

　幸福感に満たされてぼんやり眺ながめていると、和智の腕が動いて結仁の手を握にぎり締しめる。

「なにか見えるか？」

　身み動じろぎせず一言もしゃべらないので、眠ねむっているとばかり思っていたのだが、頭のすぐ後ろから和智の声が聞こえてきた。

　結仁が一点を凝ぎよう視ししていると、どうしてわかったのだろう。

「なに……って、えっと……手、指？　かな」

　和智の目には見えるはずのない『赤い糸』だと答えられなくて、少しだけ迷いを滲ませた声で口にする。

　結仁の手を握ったままの和智が、「指、か」とポツリとつぶやいた。顔が見えないこともあり、なにを思っているのか全然わからない。

　指を組み合わせる形で手を握り直され、トクンと心臓が大きく鼓動を跳はね上げた。

「そういえば、まだ疑問が残っているんだが。何度か結仁が口にしていた、赤い糸とは……なんだ？」

　誤ご魔ま化かしたものにズバリと言げん及きゆうされ、組み合わされている手をピクッと震わせてしまった。動どう揺ようを示す動きを隠かくせるわけがなくて、答えを促うながす強さで和智の指に力が込められる。

「言っても、信じてもらえないと思うけど」

「そんな前置きをされれば、信じるなと言われているみたいだな。話を聞かないことには、信じようがない。だいたい結仁は、信じてもらいたいのか信じてもらいたくないのか……どちらだ？」

　筋の通った正論に、「う……」と小さく呻うめいて唇を嚙かんだ。

　結仁の手を握る和智の手はそのままで、ピッタリと密着した手のひらからぬくもりが伝わってくる。

　じわりと和智の手を握り返した結仁は、深呼吸を一つして覚かく悟ごを決めた。

「おれ……っていうか、愛甲の家系は、縁えん結むすびの神様を継ついでいるんだって。直系はたいてい人の縁を取り持つのが得意なんだけど、時々、その中でも先祖返りした強い力を持って生まれてくる人間がいて、おれの場合は……だけど、触ふれた相手の左手小指に赤い糸が見える」

　結仁の手を握っている和智の手が、ほんの少し震えた。言葉はないので、結仁の話をどこまで本気に受け取ってくれているのかはわからない。

　普ふ通つうに考えれば、自じ称しよう『縁結びの神』など信じられるわけがない。

　つまらない冗じよう談だんだと笑うか、どこかおかしいのではないかと眉を顰ひそめるか……結仁には、それくらいしか思いつかなかった。

　ただ、手が離はなれて行かなかったことにホッとして、和智の小指をぼんやりと見つめながら続きを語る。

「その糸を辿たどって、延びた先……繫がっていると思われる相手の身体からだにも接せつ触しよくしたら、赤い糸同士が結ばれているのまでわかるんだ。怖こわいから他人の運命に手を出すことはないけど、おれは糸に触れられるから、結んだり解ほどいたりも……できる」

　幼い頃ころ、母親と約束したこともあって、他人のもので試ためしたことはない。でも、この指で解くことが可能だとは、自分と和智を結ぶ糸を解いたことで確かめている。

　何度も解いて、引き千切ろうとして……その度たびに、より強固な結び目で繫ぎ直された。

「見えるのか？　その……俺と、結仁のあいだに」

「……うん。今まで、自分のものは見えたことがなかったのに、和智さんと……初めてしてから、見えるようになった。なんか、メチャクチャ複雑な結び目でギッチリ結ばれてて、おれの願望……執しゆう着ちやく心が形になっているみたいで、怖いよね」

　最後は茶化して笑ったけれど、自分でも怖くなるくらいの執着が糸の結び目に表れている。

　非現実的な『赤い糸』云うん々ぬんというものを聞かされたことと相あい俟まって、和智はさぞ薄うすら寒い思いをしているだろう。

　だから、結仁が言葉を切ってもなにも言おうとしない……。

　握り合った手を離そうとしたら、指にギュッと力を込めて引き留められる。

「すごいな。俺と結仁の絆きずなは、縁結びの神のお墨すみ付つきか」

　予想もしていなかった反応だ。

　ギョッとした結仁は、反射的に「でも」と言い返した。

「怖くないっ？　神力を利用して、ギッチリ縛しばりつけてる……かもしれない、って言われてるのに」

　結仁が和智の立場なら、得体の知れないものに関わるのは避さけたいと引きかけるかもしれない。

　現実主義だというオーラが、全身から滲にじみ出ているかのような和智がそんな感想を口にするのは意外としか言いようがない。

　荒こう唐とう無む稽けいな話を信じてくれるのかという喜びよりも、結仁の言い分を信じていいのか？　という戸と惑まどいが勝まさる。

「その願望が、おまえだけのものだとどうして言い切れる。俺のほうが、どんなことをしてでも離したくないと願っているのだとは、思わないのか？　結仁に馴なれ馴れしく近づく女を、一人残らず排はい除じよして……俺のものだと宣言したら、独どく占せんできるか？　とか。学生に囲まれているおまえを見ていたら、危険な思考が頭を過よぎる」

　淡たん々たんとした口調で語っているが、その内容は熱っぽいとしか言いようのないものだった。

　どんな表情なのかわからないが、握られた手は熱い。

「……和智さんが、そんなこと……噓うそだろ」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいた結仁を、背後の和智はもう片方の手で背後からグッと抱だき込んで「噓じゃない」と即そく答とうする。

「信じないならいい。だが、俺は心が狭せまいし独占欲が強いということも自覚した。おまえを自分に縛りつけることができるなら……俺からも、告白しよう」

　ふっ……と、吐と息いきが結仁の髪かみを揺ゆらした。

　なんだろう？

　改まって前置きをしなければならない告白が、まだなにか残されていたのかと緊きん張ちようで身を硬かたくする。

　息を潜ひそめて和智の告白を待っていると、聞き慣れた静かな声で語り出した。

「おまえが、縁結びの神の系統だというのは疑っていない。それをいうなら俺は、博識であることを求められる知識の神を継いでいる。古事記では常とこ世よの思おもい金かねの神かみ、日本書紀では思おもい兼かねの神かみと記されているものか」

　知識の神。オモイカネ……？

　結仁が、初めて聞く言葉だった。古事記や、日本書紀は……古典で習った記き憶おくがあるので、耳に馴な染じみはある。

　静かに語られたことがあまりにも想定外で、すんなりと頭に入って来ない。数回リピートして、ようやく薄うっすらと理解した。

「和智さん……が、知識の、神様……？」

　組み合わせていた指の力を抜ぬくと、和智の手は呆あつ気けなく離れて行った。

　それが、淡々と語っているようでいながら結仁に聞かせることが容易なわけではなかったのだと……僅わずかながらでも、どう反応されるか緊張しているのだと伝わってくる。

　身体を反転させて和智と向き合うと、淡い光の中で目を合わせた。端たん整せいな顔にいつにない緊張を漂ただよわせていて、結仁はふっと息を吐はいた。

「だから、カラーラックに神話とかの本が並んでいたんだ？　他ほかの本とはジャンルが全然違ちがうから、ちょっとだけ不思議だった」

　真顔で口にすることで、和智の言葉を信じると伝えたつもりだ。

　結仁の意図を的確に受け止めてくれたらしく、和智がほんの少し表情を緩ゆるませる。

「ああ……自分の家系について知って以来、手当たり次し第だいに読んでみた。有名な実務だと、あれだ。天あま照てらす大おお神かみによる『岩戸隠れ』の際、天あまの安やす河原かわらに集まった八百やお万よろずの神に天照大神を岩戸の外に出すための知ち恵えを授さずけたと伝えられている」

　天照大神の、岩戸隠れ。それは、昔話のアニメや童話の題材にもなっているので、結仁でも知っている神話だ。

　現実と非現実が、自分の周囲で複雑に交こう錯さくしているような不思議な心ここ地ちで、和智と視線を絡からませた。

「知識の神様か。だから、あんなにいろんなことを知りたがるんだ？」

「この世のすべてを知るなど、不可能だとわかっている。それでも……俺には、知識をつけるくらいしか能がない。以前も言っただろう。なにかを創り出すことなどできない。知識だけは有り余っていても、外交能力に致ち命めい的てきな欠けつ陥かんを持っているかつての神と同じだ。コミュニケーション力の低さなど……そんなところまで継つがなくてもいいだろうと思うがな」

　自じ嘲ちよう気味にぼやいた和智は、結仁の手を再び握にぎって左手の小指に唇を押しつけた。

　そうだ。こうして触れ合うようになってすぐの頃、聞いた憶おぼえがある。

　知識があっても、実行できなければ意味がない……とか、コンプレックスを誤魔化すために、あらゆる知識を得ようと足あ搔がいているとか。

　和智に似合わない、自嘲の笑えみを滲ませていた理由がようやくわかった。

「なんか、いろいろ納なつ得とくしたかも。おれに触さわろうと思ったのも、その探究心が理由だって考えたら……うん」

　和智の探究心や好こう奇き心は、普通の人よりも遥はるかに強いだろう。

　結仁も、和智と方向性はまったく違うものだが『普通の人』とは言い難がたい能力があるので、理解はできる。

「あれは……自分でも不思議だが、結仁を前にしたら、衝しよう動どうが抑おさえられなかった。なにもかも知りたくて、でも……実際に腕うでに抱けば、分ぶん析せきする余よ裕ゆうなどない。同性に触れたいと思ったこと自体初めてだったが……異性を相手にしても、理性が利きかなかったことはないんだ。結仁だけ、特別で不可解だった。抱けば抱くほど、混迷が深まり……これまで我が身にない現象で、混乱した。実は、今でも衝動を抑える自信はないし……よくわからないな」

　結仁だけ、特別で不可解。

　食い入るように見つめられながら、わからないと零こぼす和智と視線を合わせていたら、奇き妙みような喜びが湧わき上がる。

　結仁から見れば知らないことなどなさそうなのに、自分がそんな和智を困こん惑わくさせているなんて、とてつもない優ゆう越えつ感だ。

「なんか、でも……おれには比ひ較かく対象がいないからよくわかんないけど、それなりに慣れてる……よね？　その、ああいうこと」

　同性は経験がなかったという言葉は事実だと思うが、異性とはそれなりに関係を持っているような言い方だ。

　失礼ながら和智には堅かた物ぶつという表現がピッタリで、軽率に次々と恋こい人びとを乗り換かえるタイプには見えないのに……。

　おずおずと尋たずねた結仁に、和智は躊ちゆう躇ちよすることなく「ああ」と、うなずいた。

「数は、ある程度こなしているかもしれないが。知りたいことがあれば、試ためしたくなるだろう？　もちろん、相手と合意の上で、だ。それを仕事としている女性がほとんどだったし、苦情を受けたことはない」

　シレッとした涼すずしげな顔と声で、何気なく語っているが……内容は、ハッキリ言って褒ほめられたものではない。

　つまり、好奇心と探究心を満たすという目的のために、その手の仕事をしている女性を相手に『知りたいこと』を試してきた……と？

　その、『知りたいこと』の詳しよう細さいは尋ねようとも思わないけれど、行こう為いのあいだ冷静な目で観察されていたのなら、女性たちが気の毒だ。

　とんでもない、としか言いようのない和智の姿を知らされて、幻げん滅めつ……しない自分は、やはりとことん和智が好きなのだろう。

　諦あきらめの心情で、小さく息をついてつぶやいた。

「……おれ、知ってる。和智さんみたいなの、むっつりすけべ……って言うんだ」

　至近距きよ離りで視線を絡ませている和智は、結仁の言葉にほんの少し目を瞠みはった。

　どんな理り屈くつで反論してくるか……と身構えていたのに、和智の口から出たのは、またしても予想していなかった台詞せりふだった。

「それは……新しい解かい釈しやくだ。すごいな結仁」

　感心したように「なるほど」とうなずいている和智を前に、身構えていた肩かたからガックリと力が抜ける。

　なんなんだ、この人。実は、ものすごく面おも白しろい人なのでは……？

「褒められても、全っ然、嬉うれしくねーし」

　嘆たん息そくして、和智に握られたままだった手を引こうとしたけれど、和智は指の力を緩めてくれない。

　結仁の左小指を軽く嚙かみ、ふ……と微び笑しようを浮うかべる。

「これからは、責任を持って結仁がつき合ってくれるんだろう？」

　ゾクッと背筋を這はい上がったものの正体は、なんだろう。

　悪お寒かんではなく、恐おそれと畏おそれと懼おそれが複雑に入り混じった、奇妙な疼うずきのような……？

　答えを促うながすように、前歯で甘嚙みした小指の先せん端たんを舐なめてくる和智に、ビクビクと手を震ふるわせながら言い返した。

「お、お手て柔やわらかにお願いします。おれ、初心者だから……」

　かつて、和智の好きにしていいと口にした覚えがある。

　今いま更さら撤てつ回かいしようとしても、もう遅おそいかもしれないけれど……すべて和智のいいようにされていたら、体力がもたなくなりそうだ。

　頰ほおを引き攣つらせた結仁は、捕とらえられた左手をなんとか取り返そうと四苦八苦しているのに、和智は離はなしてくれない。

　いつの間にか、自分たちのあいだで結ばれていた赤い糸が、ぐるぐると……二人の指がピッタリ添そうように、巻きついている。

「心配無用だ。三ツ星料理店のシェフもパイロットも、外科医でさえ最初はみんな初心者だ。それなりに慣れて、難易度が上がってもこなせるようになる」

　結仁を丸め込もうとしてか、言葉選びは大層なものだし、言い回しも婉えん曲きよくにしているのだろう。

　でも……手加減しないからな、と宣言されているのと同じでは。

「いやっ、ホントに！　急に難易度を上げないで、ちょっとずつにしてください！」

　泣きそうな声で訴うつたえると、和智は「ははっ」と楽しそうに笑って摑つかんでいた結仁の手を解放した。

　こんな時に、そんな……子供のような笑顔を見せるなんて、反則だ。なんだか可愛かわいくて、なにもかも許して受け入れたくなってしまう。

「結仁があまりにも可愛い反応をするから、つい冗じよう談だんが過ぎた。おまえのペースを無視して、自分勝手なことはしない」

　くしゃくしゃと髪かみを撫なで回されて、結仁は無言で唇を尖とがらせた。

　からかわれていた……のか？　大おお真ま面じ目めかと思えば、意外と人が悪い。

「おれ、和智さんのこと……まだまだわかってないみたいだ。知らないことのほうが、たぶん多い」

　乱された髪を指先で整えながら、ポツポツと口にする。

　チラリと和智に目を向けると、先ほどまでの結仁をからかうものではなく……優やさしい微笑を浮かべて、「ああ」とうなずいた。

「それはお互たがい様だ。なにかに取り憑つかれたかのように、結仁を知り尽つくしたいと思っていたが、きっと一生かけても不可能だ。でも、それでいい。だから……一いつ緒しよにいることに厭あきたりしないだろう」

　今度はやんわりと髪を撫でつけられて、うん……と首を上下させた。

　そうだ。知らないから、知りたいと願う。でも、知り尽くすことなどできないから、もっともっと共に在ろうとする。

　説明のつかない想おもいを、結仁でもわかるように言葉にする和智は、やはり頭がいいのだなぁ……と感かん嘆たんするのみだ。

　そう思い浮かぶまま告げた結仁に、和智は苦笑して言い返してきた。

「恋こい心ごころの解かい析せきは、不可能だと思うが。思えば最初から、結仁に関しては説明のつかないことばかりだった」

　恋心。

　真っ直すぐに向けられた言葉が、くすぐったくて……胸を熱くする。

「それは……縁えん結むすびの神様でも、解析できない。ただ、シンプルに好きって思うだけだ」

　結仁の言葉に笑みを深くした和智が、端たん整せいな顔を寄せてきて……もう言葉は必要ないかと、瞼まぶたを伏ふせて唇くちびるが触ふれるのを待った。







　あとがき




　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。このたびは、『賢けん神じん×恋れん神じん』をお手に取ってくださり、ありがとうございました！

　五組目の神×神カップルです。大変ありがたいことにシリーズ五冊目となりますが、それぞれ独立した内容となっていますので、こちらだけお目を通してくださっても大だい丈じよう夫ぶです。




　今回は、縁結びの神様を継ついだ軽けい薄はくな遊び人……と誤解されている奥手な純情くんと、知識の神様を継いだ賢けん明めい……なようでいながら、実際はむっつりすけべで自分勝手な酷ひどい男の組み合わせです。

　……と、和わ智ちを悪あしざまに表現してしまうのは、校正時に改めて私が心の中で「偉えらそうな屁へ理り屈くつを並べ立ててるけど、実態は隠かくれエロ魔ま神じんな最低男」と罵ののしっていたせいだと思われます。恋は盲もう目もくとしか言いようのない結ゆい仁とには、格好よく見えているようですが……。結仁に「本当にその男でいいのか」とツッコミつつ、本人たちは幸せそうなので、これはこれで相あい性しようのいい組み合わせなのかもしれません。




　前作四組に続きまして、五組目の神様カップルもとっても格好よく綺き麗れいに描かいてくださったみずかねりょう先生、今回もそれぞれのキャラにピッタリな魂たましいの器うつわをありがとうございました！　大変お世話になりました。これまでの神様たちとはまた違ちがう雰ふん囲い気きで、結仁は美人に和智は男前に描いていただけて、感謝感激です。デザイナーさんとの見事な共同作業でもある美び麗れいなカバーが、毎回とっても楽しみです。

　担当Ｉ様も、とてつもなくお世話になりました。毎回言っていますが、手のかかるダメな大人ですみませんでした。いろいろと、本当にありがとうございます。




　毎度のことながら面白いことの書けないあとがきですが、ここまで読んでくださりありがとうございました。

　賢かしこいけど恋れん愛あいにはバカな神様と、自分の恋には不器用な縁結びの神様を、ちょっぴりでも楽しんでいただけましたらすごく嬉うれしいです！

　この文庫が、奥付の発行日が二〇一八年（平成三〇年）に変わっての一冊目となります。今年も、力の限り精いっぱい頑がん張ばろうと思いますので、おつき合いいただけましたら幸いです。

　では、このあたりで失礼します。またどこかでお逢あいできますように。








二〇一七年　　今冬も霜しも焼やけとの戦いが始まりました
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